


は   じ   め   に   

官有柿 初もぎ楽し 孫はしやぐ  

天拝老  

‘閑さや 岩にしみ入る 蝉の声”芭蕉がどういう環境で詠んだ句か知らないが，しかし万山せみ  

しぐれ，その上に谷川のせせらぎの音まで加わった初夏の渓谷環境を考えたい．今で言うならいわゆ  

る騒音環境ということになるが，それでもなお我々の心を打つものがある．恐らくは70ホン内外の騒  

音下と考えてよいと思うが，それが何で■閑さや，，かと小馬鹿扱いにされる人もあろう．他方，その  

間じせみの声で，しかも，ただ一匹のせみのことが多いと思うが，‘蝉あつし 松切らばやと 思う  

まで’’とそのせみの鳴声騒音に泣かされることもある．距離や風向により多少は異なるが∴恐らくは，  

これも同様に70ホン内外の音であろう．その同じせみの声が，一つは‘開きや”となり，他は松を切  

ってしまえとまで腹立たしさを感ずる．かと思うと‘生き残れ 一つばかりは 秋の蝉”と上記とは  

全く正反対で，生き残って，もつと鳴いてくれと乞い願う願望にさえなる．   

同じ程度のせみの鳴声が，これに対する人の心情の差異によって，これ程までに異なるものである  

かということを御理解いただければと患って，あえてせみの鳴声を例にとって，先哲の句を引用させ  

ていただいた次第であるが，騒音規制の難しさはここにある．   

某幼稚園の園児の遊ぶ騒音がうるさくて困る，静かにさせろ，という苦情が出たので，当局は，騒  

音公害をたてに規制を加えたという新聞記事を読んで私は暗たんたらぎるをえなかった．園児を持っ  

たことのない人にとっては，一応うなずけないこともないとも患うが，発育盛りの大勢の園児にとっ  

ては，友達同志で元気にわめき飛び跳ね廻るところに生きる意義があるのに，それを小数の大人達の  

わがままが，騒音公害に名を借りて，その活発な遊びを制止，規制する権限が一体あるだろうか．大  

人には自ら好む環境にいつでも逃れ去る自由が残されているのに，一部無理解な大人の利己のみを守  

って，一方的に大勢の園児の，しかも，限られたわずかな時間帯での活発に遊び廻る自由を奪い取る  

とは誠に狭量，身勝手で，公害規制がかかる場合に利用されることは，残念の一語に尽きる．心頭滅  

却すれば火もまた涼し，とはひとり禅坊主のみの専用語ではない．かかる時にこそ多くの利己的大人  

の復唱してほしい言葉ではないかと思う．   

これに似て非なる，同様に情けなく感じた新聞記事を今でも私は忘れることができない．それは，  
おうきつ  

他の蛙の鳴き声が余りにもやかましくて我慢ができない，蛙を塵殺するか，さもなくば池をぶつつぶ  

せの記事である．ここまで来れば，また何をか言わんやで，かかる人にはもはや自然環境を語る資格  

はないといっても過言ではないであろう．何故こうも我々日本人は短絡的利己主義者であるのだろう  

か．   

かかる場合に是非希望して止まないことは，取り細り当局者としては，何が最も重要であるか，重  

点の置き所はどこにあるかを慎重に考えて，誤りのない裁定処置を取っていただきたく，私の僅かな   



人生経験でも疑問視きれる裁定が少なくないので，仮りにも軽卒な杓子定規私達決裁定によって悔  

いを長く後世に残すことのないよう願って止まない次第である．   

迷走台風の被害に思いをはせながら  

予測むり 人の心と 秋台風  

天拝老  

昭和56年9月30日  

所 長 猿  田  南海雄   
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管  理  部  

管  理  課  

テレメータ関係  

1 オンライン テレメータ  

2 福岡県公害監視テレメータ システムの高度化に関する設計調査  

3 般空機騒音モニター  

中央分析関係  

1 化学物質  

2 環境測定分析統一精度管理調査  

3 GC－MSによる分析  

4 蛍光Ⅹ線及びⅩ繰回折装置による組成分析  

保健科学部  

細  菌  課  

病原微生物関係  

1依頼検査  

2 腸チフス菌ファージ型別  

3 コレラ菌検査  

4 食中毒原因菌検査  

5 肉種鑑別検査  

一般細菌関係  

1 食品細菌検査‥…‥  

2 無菌試験  

3 殺菌効力試験  

水質検査関係  

1水道原水及び浄水の細菌検査  

2 飲料水等の細菌検査  

3 放流水等の大胆菌群最確数検査  

環境及び汚濁源監視関係  

1河川水水質測定調査  

2 海水水質監視調査  

ウ イ ル ス 課  

日本脳炎関係  

1 感染源調査  

2 媒介蚊調査  

3 日本脳炎患者発生状況  

4 日本脳炎中和試験  

インフルエンザ関係  

ポリオ関係  

風しん関係  

感染症サーベイランス事業関係  
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疫  学  課  

がん原物質関係  

1 日本列島における環境変異原の実体検索  

2 複合汚染下における変異原の形成  

生化学関係  

1筋萎縮性側索硬化症患者の血級，尿中のシアン定量分析  

衛生統計関係  

1 感染症サーベイランス  

2 環境と人の健康に関する研究  

3 各種健康指標による地域の健康評価  

4 日本脳炎の流行と気象要田との関係の解析  

疫学調査関係  

ファージ46型腸チフス患者の疫学調査  

衛生化学課  

食 品 関 係  

農作物中の残留農薬調査  
1
 
2
 
3
 
 
 

牛乳中の残留農薬調査  

魚介類の総水銀調査  

4 食品添加物使用実態調査  

5 食品中のPCB調査  

6 合成樹脂製容器の規格基準適否検査  

7 野菜中の硝酸塩及び亜硝酸塩  

8 日常食品中の汚染物摂取量調査  

人 体 関 係  

1母乳中のPCB及び残留農薬調査  

2 血液中のPCB調査  

3 血液中のPCQ調査  

家庭用品関係   

1 繊維製品  

2 洗浄剤  

医薬品関係  

放射能関係  

環境汚染関係  

環境科学部  

大  気  課  

大気汚染関係  

1 発生源対策に伴う調査   

2 環境調査  

悪 臭 関 係  

水  質  課  

環境及び汚濁源監視関係  

有明海調査  

豊前海調査  

筑前海調査  
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3
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矢部川水系調査   



5 遠賀川水系調査  

6 大牟田市内河川調査  

7 筑前海流入河Jl  

8 豊前海流入河川調査  

9 工場排水調査  

環境状況及び浄化対策関係  

1瀬戸内海栄養塩削減対策調査  

2 瀬戸内海広域総合水質調査  

3 末規制汚濁源水質調査  

4 りん削減対策調査  

5 化学物質実態調査  

6 削ヒ槽によるし尿処理システムの改善調査  

7 河川及び海域の底質調査  

8 松くい虫薬剤防除安全確認調査に伴う水系薬剤残留調査  

9 有機塩素系殺虫剤による環境汚染状況諏査  
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水銀汚染状況調査  

地下水水銀調査  

大牟田港竣探事業監視調査  

有明地区大規模漁場保全事業（カキ殻除去）に伴う土砂分析  

小石原ノ  

16 PCBを含む底質の環境汚染追跡調査  

17 ため池の水並びにクリーク水に係る水質調査  

被 害 関 係  

水域における魚類の異常へい死原因究明調査  

分析法の検討関係  

1水質分析方法検討試験（COD測定方法の検討）  

2 環境測定分析統一精度管理調査  

3 化学物質の分析法の検討  

水道水，飲料水及び温泉関係  

1 厚生省依頼  

2 一般依頼検査  

環境理学課  

廃棄物関係  

1工場団地の観測井に係る地下水の分析  

2 有害物質に係る産業廃棄物の検定  

3 その他  

騒音振動関係  

1福岡空港周辺航空機騒音データ解析  

2 製茶工場騒音調査  

3 新設綾鉄う首臨書垢  

4 末規制施設騒音発生実儲調査  

5 未規制  

環境生物課  

環 境 関 係   
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1 環境指標の森の植物学的調査  4
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2 松くい虫媒介昆虫薬剤防除安全確認調査  

3 微量環境汚染物質の生物に与える影響の解明に関する研究  

4 大気汚染指標動・植物に関する調査・研究  

5 藻煩による水系環境の評価に関する研究  

6 生物同定検査  

衛 生 関 係  

1 シバンムシアリガタバチによる虫刺症  

2 生物同定検査  

3 殺虫剤効力試験  

学術関係事槙  

公表業績総覧  

1 学会及びその他の研究会における発表   

2 誌上発表  

学 術 研 修  

1 講師派遣  

2 職員の技術研修  

3 集談会  

庶 務・会 計  

職 員 名 簿  

資  料（研究資料原報集）  

赤血球凝集至適pHが著しくアルカリ側に偏したコガタアカイエカからの日本脳炎  

ウイルス分離株の一例  3
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食品中のヘキサクロロベンゼン  

ホルマリン液浸標本による50年前の有明海産魚類の水銀濃度  

面煙源拡散式の具体的な計算方法の比較  

保持指数を用いた水中有機化合物の同定  

GC－MSによる環境水中微量有機化合物の検索1河川水と海水  

GC・MSによる環境水中微量有機化合物の検索 2 工場排水と下水放流水  

市街地河川の汚濁負荷調査  



－1－  

福岡県衛生公害センター年報 8号  

（昭 和 55 年 度）  

業   務   報  

管  理  部  

ーう＝・こよるデータ収集を開始した．また．県環境整備局  

の依頼により，セメント工場の燃料が重油から石炭へ転  

換されたのに伴い，田川市の環境監視の強化に協力した・   

昭和55年度県設置観測局における風向風速別二酸化  

硫黄，浮遊粉じん，二酸化窒素の集計結果を表2－4に，  

また，これらの環境基準適合状況を表5に示す．なお，  

浮遊粉じんについては，デジタル粉じん計による測定値  

の相対感度の校正並びに重量濃度への換算を行ったうえ  

で用いなければならないが，これら必要な換算を行って  

いないので参考値として挙げた．   

二酸化硫黄演度については，全局とも長期的評価に基  

づく環境基準に適合していた．   

二酸化窒素濃度については，苅田第1局が8日間，苅田  

第2局が1日間0．04－0．06ppmを示したが，0．06ppm  

を超えた局はなく，全局とも環境基準に適合していた．   

2 福岡県公害監視テレメータ システムの高度化に  

関する設計璃重   

昭和48年9月から運用を開始した福岡県公害監視テ  

レメータ システムは，汚染状況の変遷及び環境基準の  

改訂などによって，その利用目的と連用形態は変わりつ  

つある．そこで，県環境整備局の依頼により，今後の大  

気汚染常時監視業務の円滑な推進を図るため，現行の公  

害監視テレメータ システムによる大気汚染常時測定デ  

ータの収集及び処理に関する業務を分析し，常時監視業  

務の運営及びテレメータ システムの構成等に関する改  

善策について検討した．   

3 航空機唇音モニター   

当年度は，騒音モニター データとフライトログデー  

タの時間的な照合を行う際，34滑走路を離陸する場合  

のデータも収集できるように，毎月のデータ処理システ  

ムの一部を変更した．これにより，当所に設置されてい  

る騒音モニターで，把握できるすべての航空機騒音デー   

管  理  課  

当年度の謝査研究に関する企画調整事務のうち主なも  

のは，環境庁委託の化学物質分析法開発調査，化学物質  

実態調査及び環境測定分析統一精度管理調査の3業務に  

係るプロジェクト チームの調整推進事務並びに当所で  

行われた環境湘定分析統一精度管理調査結果検討ブロッ  

ク会議の開催事務等であった．   

テレメータ システムによる大気汚染常時監視業務及  

び航空機騒音モニターに関する業務については，従来か  

らの業務のほかに県環境整備局の依頼によって，燃料転  

換に伴う田川市の環境監視の強化，現行テレメータ シ  

ステムの高度化設計調査，福岡空港34滑走路離陸機の  

騒音データ収集のためのデータ処理システムの変更など  

を行った・これらに関連する研究として，大気汚染常時  

監視システムによる収集データの精度向上に関する研究，  

航空機騒音モニター システムの開発研究を行った．   

中央分析に関する業務としては，前記のプロジェクト  

に参加したほかに，環境水中微量ニトロ化合物の分析法  

の開発，ガスクロマトゲラフー質量分析計（GC－MS）に  

よる水中微量有機物の検索，Ⅹ繰回折装置による浮遊粉  

じんの組成分析などを行った．また，GC・MS，蛍光X  

線分析装置及び発光分光分析装置の取扱法習熟のための  

所内研修を実施した．   

テレメータ関係   

1 オンライン テレメータ   

昭和鮎年3月末における観測網は，児設置の12局及  

び北九州市，福岡市，大牟田市の各サブセンターであっ  

た・各局の測定項目を表1に示す．   

当年度は，県関係の観測局のうち行橋局にオキシダン  

ト測定機，直方局に窒素酸化物測定機を新設し，テレメ  
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テレメータ観測局及び観測項目  表1  
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表 2  二酸化硫黄風向風速別平均濃度（昭和55年4月一昭和56年3月）（pp♭）  
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表 3  浮遊粉じん風向風速別平均濃度（昭和55年4月」昭和56年3月）（0．Olmg／m3）  
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表 4   二酸化窒素風向風速別平均濃度（昭和55年4月昭和56年3月）（ppb）  
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平 均  

タが収集できることになった．また，年間マスターファ  

イルの処理システムについて検討し，機種別に平均騒音  

値，横準偏差，パワー平均値，荷重等価平均感覚騒音レ  

ベル（WECPNL）を算出できるようにした．その他，  

騒音値と気象データ（風速，温度，湿度）との相関解  

析，騒音値の時間，曜日，月ごとの変化，騒音値と継続  

時間との関連，ピークレベルの度数分布図の作成等につ  

いて解析プログラムを開発中である．   

各月の航空機記録数を表6に示す．   

中央分析関係   

1 化 学 物 質   

環境中に排出された化学物質の存在を把握し，環境汚  

染を未然に防止するための基礎資料を得る目的で環境庁  

によって全国的規模で化学物質の分析法開発及び実態調  

査が前年度に引き続き行われた・   

当年度は管理課，水質乱大気課，環境理学諌及び衛  

生化学課から選出されたスタッフによって二つのプロジ  

ェクト チームを編成し，分析法開発並びに実態調査を  
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表 5 現場基準を超えた【I司教  

二酸化硫黄  浮遊粉 じ ん  二 酸 化 窒 素   

時間値（時間数）  日平均値（軒数）  

（1）  （2）  （1） （2）  

んユ  名  
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環境基準は次のとおり  

二酸化硫黄：時間値0．1ppm以上日平均値0．04ppm以上；浮遊粉じん：時間値0．2mg／m3以上日平均値0．1mg／rnl以上  

二酸化窒素：時間値（110，ト0．2ppm（2JO．2ppmを超えたもい㌧H平均値mo．040．06ppm（2＝），06ppJnを超えたもの  

で，大気調査ではクロロホルム，1，1，1－トリクロロエタ  

ン，四塩化炭素，トリクロロエチレン，テトラクロロエ  

チレン，塩化メチル，塩化エチル，ジクロロメタン，1，  

2・ジクロロエタン，塩化ビニルであった．以上のうち，  

当課関係分を以下に記述する．  

1・1分析法開発   

当課は，モノプチルナフタレンスルホン顧ナトリウム  

〔アルキル（Cl＿14）ナフタレンスルホン顧ナトリウム〕  

の分析法開発を担当した．その結果の要旨は本誌学術関  

係事績の誌上発表抄録p．59に記載した．  

1・2 実態調査   

本調査は水質の一般調査，精密調査及び大気調査に分  

けられ，当課は一般調査の大牟田沖及び有明海の水質，  

底質について，2－クロロビリジン，1－クロロー2－メチルプ  

ロペン及び1，2，4・ベンゼントリカルボン酸トリス（2・  

エチルへキシル）の分析項目を担当した．その結果，す  

べての試料において上記化学物質は検出限界値以下であ  

っナこ．   

2 環境測定分析統一柵虔管理調査   

本調査は，環境測定分析に関する信頼性の確保と精度  

の向上に必要な基礎資料を得ることを目的として環境庁  

から実施を依頼されたものである．   

ひ素，総クロム，ケルダール窒素及び総りんの分析対  

象項目のうち，ひ素の軋定を担当した．   

3 GC－MSによる分析   

前年度に引き続き疫学諌と共同で実施した“複合汚染  

下における変異原の形成”のうち有機化合物の分析を担  

当した．ベンゾ（α）ビレン，ビレン，フルオランテン，  

クリセン等の多環芳香族炭化水素はディーゼル排気ガス  

及び二酸化窒素に暴露すると，変異原物質であるニトロ   

表 6  月別航空機記録概数  

記  鎖  線  数  
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実施した．   

分析法開発の対象化学物質名はジクロロトルエン（2，  

4－；2，6－；3，4－），桝－アミノベンゼンスルホン酸，モ  
ノプチルナフタレンスルホン酸ナトリウム〔アルキル  

（Cl＿14）ナフタレンスルホン酸ナトリウム〕及びピロー  

ルであった．   

実態調査の対象化学物質名は，一般調査では2－タロ  

ロビリジン，1－クロロー2－メチルプロペン，1，2，4－ベンゼ  

ントリカルポン顧トリス（2－エチルへキシル），2・アミ  

ノー5一クロロー4－メチルベンゼンスルホン懐， ♪・トルイジ  

ン・2－スルホン蘭，2・（2′・ヒドロキシ・3′，5′一ジね〃・プチル  

フェニル）・7・クロロベンゾトリアゾール，エチレンオキ  

サイド，プロピレンオキサイドと試料採取前処理2成分  

で，精密調査ではジイソプロピルナフタレン，1－フユニ  

ル・1－（2，4・ジメチルフェニル）エタン，1・フェニルー1－（3，  

4－ジメチルフェニル）エタンと試料採取前処理2成分  
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定した．   

このほか，各課の分析担当者7名を対象に4月以降2  

回GC－MS使用法の所内研修を行った．これはガスクロ  

マトゲラフー質量分析計・コンビュqタ（GC－MS・COM）  

システムの基礎知識と応用技術の修得を目的としたもの  

である．   

4 蛍光Ⅹ線及びⅩ繰回折装置による組成分析   

前年度に引き続き実施した田川地区におけるセメント  

工場関係の粉じん影響調査はⅩ繰回折装置を用いて浮遊  

粉じんの組成分析する方法で行った．その結果，セメン  

ト工場に近い地点では炭酸カルシウム（Calcite）のピ  

ークが強く観測されたが，工場から離れた地点では炭  

酸カルシウムのピークは弱くなり，二酸化けい素（α・  

quartz）のピークが強くなる傾向があった．   

その他，蛍光Ⅹ線及びⅩ繰回折装置並びに発光分光分  

析装置の使用法の所内研修を各々2回行った．これは両  

装置の基礎知識と応用技術の修得を目的とするものであ  

る．  

化合物が比較的簡単に形成されることが別年度までに  

ほぼ明らかになった．したがって，環境試料中にこれら  

ニトロ化合物が存在する可能性があるので，環境調査を  

するための微量ニトロ化合物の分析法開発を行った．す  

なわち，ニトロ化合物をアミノ化合物に還元し，更にへ  

プタフルオロ酪顧を用いてアセチル化後電子捕獲型検出  

器付ガスクロマトゲラフ（ECD－GC）分析する方法であ  

る．本法によりディーゼル排気ガス中に1－ニトロビレン  

を同定した．次年度以降本法による環境調査を行う．   

また，本年度新たに“ガスクロマトゲラフー質量分析  

計（GC－MS）による環境水中微量有機物の検索”を行  

った．49年度以降環境庁が特定化学物質を指定し，その  

分析法開発と環境調査を進めているが，これに対して，  

環境中に残存する化学物質の検出という観点に立ってこ  

の調査研究を進めた．試料は河川水（200り，海水  

（500り，下水処理場放流水（55り 及び工場排水処  

理場放流水（50り で，農薬，フタル酸エステル顆，  

脂肪顧及び合筆素有機物など約120種余りの有機物を同  

科 学 部  

類の指標として使用可能か否か研究を行った．その他各  

家畜におけるキャンビロバクターの分布調査を実施した．  

病原微生物関係  

1 依 頼 検 査  

昭和55年度病原細菌関係の検査業務は，表7のとお  

りであった．行政依頼の総件数は43件，一般依頼の総  

件数は31件であった．  

2 腸チフス菌ファージ型別  

昭和55年度に県下で分離した腸チフス菌は7件で，  

国立予防衛生研究所におけるファージ型別成績は表8の  

とおりであった．7件のうち2件は熊本県在住の患者で  

あった．腸チフス菌以外にパラチフスA（ファージ1  

保 健  

細  菌  課  

当年度における課の主な業務は食中毒原因菌の検査，  

コレラ菌検査，腸チフス菌検査，水の細菌検査及び食品  

の細菌検査であった．   

当年の食中毒発生は25例で，近年では比較的多い発  

生数であった．特記すべき事例は次のとおりである．本  

年10月中旬に有明海産タイラギ（双殻綱，不等筋目）  

を原因食とした腸炎ビブリオ食中毒が発生，患者は福岡  

県，福岡市，北九州市及び山口県に及び，総患者数950  

名の大規模発生に至った．患者便，タイラギ，海水及び  

井水について総件数80件を検査した．また近年注目さ  

れているキャンビロバクタ一による食中毒が初めて2例  

認められ，原因食品について検索を実施した．一方，本  

年12月中旬に北九州市魚市執こ水揚げされたドクサバ  

フグによる食中毒例があった．中毒患者総数は32名で，  

25件の各種ふぐの刺身についてマウスを使ってテトロ  
●●  

ドトキシン量を測定した．このほかに馬肝臓の刺身を喫  

食した食中毒1例（ネズミチフス菌）があった，   

調査研究業務は，某下水中からアジア型コレラ菌を特  

異的に溶菌するコレラ菌ファージを分離し，コレラ菌分  

ん
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表 7  抑  

項   目  

糞 便 培 養■  

細 菌  〝  

無 菌 試 験  

殺菌効力試験  

同 定 検 禿  
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＊食中毒関係を除く   
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表 8  腸チフス菌フ7－ジ型別成績  

ファ一ジ型  

地 区   件数  
ノヾラチフスA  

（ファジ型1）  
MI EI KI H  

門
尾
上
Ⅲ
本
島
 
 

牛
 
 
 

山
柏
築
大
熊
糸
 
 

2
 
－
一
 
l
 
1
 
2
 
1
 
 
 
8
 
 

1  

3   1  1  1  
計
 
 

4・2 ブドウ球菌食中毒 2件（筑紫保健所管内1件，  

八女保健所管内1件）が発生した．推定原因食品はよも  

ぎ餅と折詰弁当であった．   

4・3 キャンビロバククー食中毒 本菌による食中毒  

は2件認められたが，そのうちの1件は飯塚市某高校で  

発生し患者数は30名であった．調査の結果，原因食は  

学生寮の夕食と推定された．また他の1件は宗像郡某小  

学校において発生し，患者数は172名，原因食は学校給  

食の一部であった．患者便の細菌検査の結果，飯塚市某  

高校では5名中1名の便から，宗像郡某小学校では22  

名中5名の便からキャンビロバクターを分離した．また  

同時に環境調査も実施し，犬の便5件中2件から本菌を  

分離した．この2件のキャンビロバクタ一食中毒は本県  

では最初の事例である．   

4・4」陽炎ビブリオ食中毒 昭和55年10月11日に  

出荷された有明海産タイラギの貝柱等を原因食とした腸  

炎ビブリオによる食中毒が発生しじ 食中毒患者は福岡  

県432名，福岡市361名，北九州市49名，山口県108  

名で届出患者数は950名に達する大規模な発生に至った．  

その概要は表11に示す．発生のピークは10月12日－  

13日，潜伏時間は12－19時間，摂食者の発病率は67％  

であった．症状は下痢（93．3％），腹痛（82．2％），囁  

気（38．3％），嘔吐（35．7％），脱力感（39．4％），発  

熱（37．5％）等であった．細菌検査の結果，19名の患  

者中17名の便から腸炎ビブリオ（血清型；K－63）が分  

離された．一方貝柱等の食品からはK・13，K－20，K－30，  

K・31，K－55，K一郎及び型別不能等の同菌が分離された，  

その概要は表12に示す．   

4・5 ドクサパフグ中毒 昭和55年12月中旬ドクサ  

バフグによる中毒が2件発生し，原因食品の毒性試験を  

当所で実施した．検査方法は食品衛生検査指針（Ⅱ）フ  

グ毒検査法に準拠し，試料の抽出は酢酸抽出法によった．  

その結果は表13に示す．発生事例は次のとおりであっ   

型）菌が1株分離された．   

3 コレラ菌検査   

昭和55年度の海外渡航者の中で下痢症状を訴え，コ  

レラ菌検査を実施したのは32件であった．菌検査の結  

果，コレラ菌はいずれの材料からも検出されなかったが，  

うち2件から腸炎ビブリオ（血清型：K・6，K・12）が  

検出された（表9）．  

表 9  保健所別コレラ菌検査件数  

保健所名   検体敦   検査年月日  渡 航 先  

大牟田  2（2）T  55・8・10  フィリツピン  

朝 倉  3（3）  ／／  ′′  

筑 紫  2（2）  ／／  

′′  

′′  

1（1）  ／／  ′′  

山 門  2（2）  ／／  ／／  

久留米  4（4）  ′′  ′′  

遠 賀  10（10）  ′′  ′′  

八 女  1（1）  ／／  ′′  

糸 島  1（1）  ′／  ′′  

宗 像  2（2）  ′′  ′′  

粕 屋  1（1）  8・21  ／／  

筑 紫  1（1）  9・22 シンガポール  

飯 塚  l（1）  10・：i インド．くリランれ．タイ  

筑 紫  1（1）  56・2・21 フィリツビン   

計  32（31）  

事（）内は海外渡航者  

4 食中書原田菌検査   

昭和55年度は例年になく食中毒の発生が多く，当所  

が担当した発生例は25件であった．表10にその検査内  

容を示す．保健所別検出菌は腸炎ビブリオ10件，サル  

モネラ4件，ブドウ球菌2件及びキャンビロバクター2  

件で，発生の概要は下記のとおりであった・   

4・1サルモネラ食中毒 4件（糸島保健所管内2件，  

浮羽保健所管内1件，筑紫保健所管内1件）が発生し，  

いずれもネズミチフス常による食中毒であった．原因食  

品は4件のうち3件が不明であったが，他の1件は馬肝  

臓の刺身が原因食であった．  
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轟10  食中毒検査件数  

検 査 月 日  検 休 名  検休数  検査結 果  保健所名  

55・4・5   納豆  

5・6   よもぎもち  

6・28   便  

8・15   南棟、わかめ  

9・13   ほたて且  

9t16   便、水道水  

9・25   刺身、その他   

10・14   貝柱  

〝  便、貝柱   

10・15   貝柱  

〝  便、且桂   

10・16   便、貝柱、その他   

10・18   菌株   

10・20   折詰弁当   

10・22   便、井水   

10・23   便   

10・30   便、ウェーハース、その他   

11・6   月桂、その他   

11・7   且桂   

11・8   馬肝臓、便   

12・16   ふぐ  

〝  ふぐ   

12・17   便、生がき、その他  

56・ト30   カレー、その他  

2・l  便  

計  

筑   紫  

久 留 米  

飯   塚  

浮   羽  

筑   紫  

宗   像  

黒   木  

山   門  

遠   賀  

朝   倉  

八   女  

飯   塚  

井  

八   女  

糸   島  

筑   紫  

糸   島  

衛公センター  

山   門  

浮   羽  

遠   賀  

飯   塚  

久 留 米  

筑   紫  

イく  明  

7■ ド ゥ 球 菌  

キャンビロバクタ一  

腹 炎 ビ ブリ オ   

不  明  

キャンビロバクター  

腸 炎 ビ ブリ オ  

′′  

1
 
1
 
5
 
2
 
2
 
3
 
4
 
2
 
8
 
1
 
3
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‖
ノ
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不
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腸
 
 
 ラ

毒
 
 

ネ
 
 
 

〃
 
モ
 
ぐ
 
〃
 
 

レ
 
 
 
 
 
ノ
 
 

サ
 
ム
 
 

2
 
 

不  明  

′′  

サ ル モ ネ ラ  糸   島  

表12  保健所別腸炎ビブリオ検査状況  
表11 地域別及び摂食場所別患者数  

保健所名 患者  
（蓋酔う呈蓋  

そ
 
の
他
 
 

行 政 区 分 飲食店   家庭  その他  
フ  
ギた  

福 岡 県  25  

福 岡 市   97  
北 九 州 市・  7  

山 口 県  

計  129  

3
 
2
 
2
 
史
U
 
 
■
．
〇
 
 

〇
 
 
5
 
 
A
r
 
O
 
O
 
 

A
「
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
8
 
 

4  432   

12  361  遠  賀  3  （2）  
49  山  門  

108  八  女 l （0）  
糸  島  3  （3）  
朝  倉  

飯  塚  9  （9）  
大  隈 1 （1）  
筑  紫  

井  

衛公センター  2  （2）  

計  川  （17）  

16  950  

患者数   958  
発病率＝  ×100＝67血％  

摂食者数 1417  

た。   

事例1：昭和55年12月13日A水産会社が北九州魚  

市場から白かなとふぐ3箱を購入し刺身パックとして販 ●●●●●  

毒したところ，30名の中毒患者が発生した．このうちの  

市販刺身2パック及び丸ふぐ2件についてふぐ毒性検査 ●●●●  

を実施した。その結果，市販刺身2パックから340MU／g  

と197MU／gのテトロドトキシンが検出された．   

事例2：昭和55年12月15日B鮮魚店が飯塚魚市場  

から購入したふぐ3箱を刺身として販売したところ，2 ●●  

名の中毒患者（疑）が発生した．表13に示すとおり21  

■
1
 
2
 
－
1
 
 
▲
一
 
 

l
 
 
 
一
・
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4
 
 
6
 
 

■
■
一
 
 
 
 
l
 
 
 

3  

9
 
 
 
1
 
 

＊且柱以外の且軟休部全部   

件の刺身，皮，おろし身，とうとうみについて検査した  ■●●●●  

結果，いずれも無毒（10MU／g以下）であった．   

5 肉種鑑別検査   

昭和55年6月浮羽，飯塚及び久留米保健所管内収去  

の市販生肉について肉種鑑別を行った．検査方法は食品  

衛生検査指針（Ⅱ）に準じ 寒天ゲル拡散法によった．   
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表13  ふ ぐ 毒 性 試 験   

被収去音名（住所）  ふぐ毒t MU／g（テトロドトキシンtI唱／／g）  検  体  

A水産（岡垣町海老津）  
／／  

／／   

／／  

B鮮魚店（飯塚市吉原町）  
／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

ふ  ぐ  刺  身  No．1  
／／  No．2  

丸   ふ    ぐ  No．1  
／／  No．2  

ふ  ぐ  刺  身  No．l  
／／  No．2  
／／  No．3  
／／  No．4  
／／  No．5  

皮（ふぐ刺身パック） No．1  
／／  No．2  
／／  No．3  
／／  No．4  
／／  No．5  

ふ ぐ お ろ し 身 No．1  
／／  No，2  
／／  No．3  
／／  No．4  
／／  No．5  

／／  No．6  
／／  No．7  
′′  No．8  
／／  No．9  
／／  No．10  

と う と  う み  
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一食晶衛生検査指針（［）ふぐ考毒性試験lこ準拠した・抽出法は酢酸抽出法・マウス単位（MU：体重20gのマウスを  
30分で死亡させる毒t）で示した  
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牛  中  肉  
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牛すき焼．焼肉用  
合挽 ミ ン チ  

豚  肉  
牛バラ焼肉用  
豚バラ．スライス  

豚 ミ ン チ  
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牛豚合挽ミンチ  
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食品衛生検査指針（Ⅱ）寒天ゲル拡散法に準拠した  

十：免疫血清孔と抗原孔との間に沈降帯を生じた検休  

－：免疫血清孔と抗原孔との間に沈降帯を生じなかった換休   
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水平検査関係  

1水道原水及び浄水の細菌検査   

水道法に基づく細菌検査の項目中，大腸菌群及び一般  

細菌数検査は，原水193件，浄水182件であり，その総  

検査件数は375件で，前年度と大差がなかった・   

検査の結果，不適件数は，原水178件（92％），浄水  

11件（6％）であり，その内訳は表16に示すとおりで  

あった．  

表16  水道原水及び浄水・井水等の水質検査  

使用した各種家育の免疫血清は抗ウシ，ウマ，ブタ，ヒ  

ツジ， ニワトリ，ウサギ血清（日本食肉加工協会製）及  

び抗イヌ血清（Wellcome社製）の7種であった．表  

14に示すとおり年中肉1検体は抗ウシ，抗ブタ血清に対  

して，年豚合い挽きミンチ1検体は抗ウシ，抗ウマ及び  

抗ブタ血清に対して，更に合い挽きミンチ1検体は抗ウ  

マ血清に対しそれぞれ特異的沈降反応を示した．   

一般細菌関係  

1 食品細菌検査   

昭和55年度の食品細菌検査件数は表15のとおりであ  

った．検査項目は，一般細菌数及び大腸菌群の検査が大  

部分であった．その他の検査項目としては，ブドウ球菌，  

サルモネラ，耐熱性菌及び乳顧菌の検査であった．大腸  

菌群は92件の検休中30件（32．6％）が陽性であった．  

またブドウ球菌は大部分が陰性であった．  

表15  飲食物等の細菌学的月別検査件数  

不 適 項 目  
項  目  検査件数  不適件数  

大腸菌群 一般細菌数  

水
水
 
 

原
浄
 
水
 
 
 

l
 
 

水
 
 

道
 
 
井
 
 

3
 
 
2
 
 

9
 
8
 
 

1
 
 
1
 
 

178  103  75  

11  4  7  

130  84  46  

（2）  （1）  （1）  

319  191  128  

（2〉  （l）  （1）   

2
、
ノ
 
7
）
 
 

3
 
1
 
 
0
 
1
▲
 
 

2
 
（
 
一
〇
（
 
 

月  別  

（ ）は 行政依頼件数  

2 飲料水等の細菌検査   

飲料水適否検査の項目中，大腸菌群及び一般細菌数と，  

水細菌検査（大腸菌群及び一般細菌数）についての総  

検査件数は，表16に示したとおりで，そのうち行政依  

頼は1件であった．   

検査の結果，不適件数は132件（57％）で例年に比  

べ約2倍であった．   

3 放流水等の大腸菌群最確数嶺雇   

浄化槽放流水及び河川水・湖沼水の大腸菌群最確数検  

査の総件数は，表17に示すように1259件で前年度と大  

差はなかった．大腸菌群検査の結果，放流水については，  

1250件中，3000MPN／100mJを超えるものは90件  

（7．2％）であった．  

検 体  

4 5 6 7 8 9 1011121 2 3  

一般食晶  415 7312 9 20 51317 34 20 42  264  
乳・乳製品  30  8 2  40  

そ の 他  3 6  9   

2 無 菌 試 験   

昭和55年度中の無菌試験は北九州及び福岡両血液セ  

ンターから保存血液12件及び清涼飲料水4件の依頼が  

あった．試験の結果，すべての被検体で菌の発育を認め  

なかった．   

3殺菌効力試験   

昭和55年度中の殺菌効力試革は，消臭殺菌剤7件，  

昧そしょう油添加剤2件及び食品消毒保管庫の殺菌機能  

2件の依頼があった．  

表17  放流水等の大腸菌群最確数検査月別件数  

月  別  

項 目  

4  5    6  7  8    9   10   11  12   1   2   3  

放 流 水  110  105   91 102   90  
（3） （13）  （3） （4）  （8）  

97 116 1250  

（4）（9）（90）  

9  

（2）  

97 116 1259  

（4）（9）（92）  

89  122  110  101  1】7  
（4） （11） （12） （6） （11）  

そ の 他  3  6  

（2）  （0）  

計  110  105   94  102  

（3） （13）  （5） （6）  

96   89  122  110  101 117  

（8） （4）（12）（12） （6） （11）  

（） は放流水における3000MPN／100m／を超える件数   
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環境及び汚濁源監視関係  

1 河川水水質測定調倭   

昭和55年度は，豊前海流入河川調査，遠賀川環境基  

準監視調査，筑後川水質監視測定調査，筑前海流入河川  

調査，矢部川水質監視測定調査，大牟田市内河川水質調  

査が実施された．この調査で弘河川に設定された68測  

定点から採取した試料についての各項目のうち，当課で  

は大腸菌群最確数検査を行った．その検査結果の概要は  

衰18に示すとおりであった．  

表18  河川水の大腸菌群最確数検査成績（れ1PN／100mJ）  

区分  河川名   採水地点  大腸菌群数 基準値  区分  河川名   採水地点   大腸菌群数  
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川 馬場町取水堰  

川（ 

川（雲井電崇横井悪  二こ≡…、  
川 （表地管内慧  

限  

基準値AA：50MPN／100mL・A：1000MPN／100mL・B‥5000MPN／100tnL・C：基準値なし   

各河川の基準値適合状況についてみると，検査した河  
川のうち90％が基準値以上の値を示していた・更に大  

腸菌群汚染状況を各河川について前年度と比較すると，  
地域差はあるものの全般的に悪化の傾向が認められ，豊  
前海流入河川及び筑前海流入河川は，全河川とも基準値  
を大幅に上回っていた．   

2 海水水質監視調査   

当年度実施した筑前海及び有明海の海水水質監視調査  

に関しては，各水産試験場で採水された海水について，  

検査項目中大腸菌群最確数検査を当細菌誅において行っ  

た．その検査結果は，表19に示すとおりであり，いず  

れも基準値（1000MPN／100mり以下であった・  

表19  海水の大腸菌群最確数検査（MPN／100mり  

海域   測定点  採水時  大腸菌群数  

5月14日  0  

5月16日  23  

5月14日  23  

8月27日  23  

遠賀川河口沖（St．1）†  

博多湾口沖（St．2）†  

酎st・8）1：：雲…写呂  

（st－9）1；   



－13一   

同定及び血清学的検査を行った．この業務は現時点では  

業務量もそれ程多くはないが，将来はウイルス課の主要  

業務となることが考えられるので，検査体制の確立に努  

力している．   

調査研究は，1）福岡県における日本脳炎の流行規模  

予軋に関する研究 2）ウイルス感染症の免疫学的研究  

3）野生ネズミ頸のウイルス感染状況調査 4）福岡県  
におけるアルポウイルスに関する研究の4題であり，調  

査結果はその都度，県行政の資料に供してきた．   

以上の調査結果は，各調査項目別に述べるが，昭和55  

年度の特徴は，日本脳炎中和抗体保有調査で15歳以下  

の年齢層の保有抗体はワクチン由来であることが推定さ  

れたこと，また抗体保有率は30歳前後の年齢層では他  

の年齢層におけるよりもやや低いことであった・今後の  

ウ イ ル ス 課  

昭和55年度のウイルス課業務は，厚生省委託による  

伝染病流行予乱調査事業，県衛生部委託の感染症サーベ  

イランス事業及び調査研究業務であった．   

伝染病流行予測調査事業の内訳は，日本脳炎の感受性  

調査及び感染源調査，インフルエンザの感受性調査及び  

感染源調査，ポリオの感染源調査並びに風しんの結婚適  

齢期前後女子を対象とした感受性調査であった．   

感染症サーベイランス事業に係る検査は，患者発生情  

報によりウイルス性感染症の流行が疑われた場合には，  

一感染症ごとに10検体程度を採取し，ウイルスの分離・  

表 20 昭和55年度ブタの日本脳炎Hl抗体保有状況  

HI抗 体 価  
陽性率 2－ME感受性  

（％） 抗体保有率（％）  
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 表 21  昭和55年度ライトトラップによる日本脳炎ウイルス媒介蚊の出現消長  
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■推定数．…】oglO（個体数＋Ⅰ），ライトトラッ70：野沢式NH13型（日没後2時間運転）   
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抗体価の推移に注目したい．インフルエンザは，Aソ連  

型（HINl），A香港型（H3N2）及びB型ウイルスの混  

合流行であった．一方，流行前の各型に対する抗体保有  

率が高いことを考慮すれば，近い将来，抗原変異の可能  

性も考えられ監視業務の重要性が感じられた・   

日本脳炎関係   

日本脳炎（日脳）流行予測調査事業として，ブタの  

日脳HI抗体保有率を指標とした感染源調査を行うとと  

もに，当所の調査研究として，日脳ウイルス媒介蚊（コ  

ガタアカイエカ）の出現消長及び日脳ウイルス保有に関  

する調査を行った．その概要は次のとおりである・   

1 感染源調査   

日脳ウイルスの侵淫度を示すといわれているブタの日  

脳HI抗体保有状況の詣査結果は表20に示すとおりで  

あった．すなわち，8月5日から2・メルカプトエタノー  

ル（2－ME）感受性抗体保有ブタが確認され，日脳ウイ  

ルス汚染開始の情報が得られた．以後抗体保有率は急激  

に上昇，8月12日には100％に達し，ウイルス散布が  

急速に拡大したことが示唆された．   

2 媒介蚊調査   

媒介蚊の調査地点は，昭和朗年度と同じく筑紫野市  

富木の福岡県立種畜場の乳牛舎であった．媒介蚊の発生  

消長及び日脳ウイルス分離状況は表2ト22に示すとおり  

であった．すなわち，8月7日から9月4日までの1箇  

月間に計16株を分離した．  

表 22  昭和55年コガタアカイエカからのウイルス分離成績（筑紫野市吉本乳牛舎）  
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表 23 昭和55年度日本脳炎疑似患者血清のHl抗体価  

患者番号  他  年僻  地区   発病月日   採血月日   HI抗体価  判定  

8・27  9・2  80  陰性  

皇I・ 9  80  

1  男  13  宮田  

2  女  75  飯塚  9・11  10・13  ≧2560  
ノ  

24 地区別・年齢別日脳中利抗体保有状況（昭和55年9月）  

中 和 抗 体 価  抗  体 抗  体  

地区 年齢区分 被横着敢 保有者敢 保有率  

（≧10） （％）  10 20 40 80 160 320 640 ≧1280  
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におけるよりも若干低いので，この年齢層にワクチン接  

種の奨励が必要であると考えられる．   

インフルエンザ関係   

例年同様，インフルエンザ感染源調査と感受性調査を  

行った．これらの結果は表25－26に示すとおりであった・   

感染源調査：昭和55年4月から同弱年3月にかけて，  

かぜ様疾患で受診する病院外釆患者及び学校，施設等に  

おけるインフルエンザ様疾患集団発生時の患者等，合計  

241名についてウイルスの分離を行った．昭和55年4月  

3 日本脳炎患者発生状況   

日脳患者の発生状況は表23に示すとおりで，血清学  

的確認患者は9月11日に発病した75歳の患者1名だけ  

であった．   

以上の成績から，昭和55年はウイルス散布時期が8  

月上旬まで遅延したことが明らかである．このことが，  

近年日脳流行がわい小化する憤向にあるなかでも，当年  

度，特に患者発生数が少なかった一因であったと推定さ  

れる．したがって，昭和弱年度も日脳ウイルスの散布  

開始時期に注目して，流行の予測調査を行う必要がある．  

なお，8月7日に採取したコガタアカイエカからは，目  

脳ウイルス以外のウイルスが1株分離された．非日脳ウ  

イルスは昭和49年以来11株が分離されているので，そ  

れらウイルスの野外での宿主動物及び媒介昆虫の決定な  

ど生態学的検討に着手した．   

4 日本脳炎中和試験   

流行予測事業の一環として，本年度も日脳中和試験を  

行った．対象は，八女，柏屋両地区の健康住民391名で，  

JaGArOl株を用いて帥％プラック減少法により中和抗  

体価を測定した．その結果は表24に示すとおりであっ  

た．年齢別にみた抗休保有率には過去数年に比べて大き  

な差は認められなかった．また，他の都府県の報告にも  

あるように，抗休保有率は30歳代において他の年齢層  

表 25 各型インフルエンザウイルスの年齢別分離状況  

（昭和55年4月－56年3月）  

Aソ連型  A香港型  

（IllNl）  （HユN】）  
B型  被検数  
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表 26  昭和55年度八女地区におけるインフルエンザウイルス各型に対す  

る年齢別HI抗体価分布状況（昭和55年9月抹血）  

ウィルス型 冨警被検数  抗 休 価 仙1．．｛′《′、  抗 休 価  
陰性率（％）  

＜1616  32 64128 256 ≧512  
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＊昭和55年当所分離株  

から5月にかけては各年齢層からB型のウイルスが分離  

され，同型の流行が確認された．冬期においては，昭和  

56年2月及び3月上旬にAソ連型（HINl）と，少数で  

はあったがA香港型（H3N2）の2っのA型ウイルスが  

分離され，流行の主流はAソ連型であったが，一部にA  

香港型も流行したことが分った．Aソ連型ウイルスは6  

歳から30歳までの低年齢層からだけ分離された．   

感受性調査：インフルエンザ流行前の昭和55年9月  

に八女地区の児童，生徒及び一般住民の各年齢層にわ  

たる合計222名について，インフルエンザ各型に対する  

HI抗体保有状況を調査した．その結果，児童，生徒な  

どの低年齢層においては，いずれの型のインフルエンザ   
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ルスは2型1株で，これはワクチン由来株と同定された・  

なお，非ポリオウイルスとして分離された26株のうち，  

21株はエコーウイルス14型であり，これらのうちの柑  

株は筑紫地区在住被検者の検体から分離された・   

風 しん関係   

昭和55年度の風しん感受性調査は，八丸 柏屋両地  

区の住民392名を対象として実施した．その結果は表28  

に示すとおりであった．年齢別の抗体保有率には昨年と  

比べ大きな変化は認められなかった，すなわち，20歳以  

下の年齢層では抗体陰性率が50％以上で，低年齢層を  

中心に風しんが流行する可能性が依然として存在する・  

ただし柏屋地区のワクチン接種層16歳から19歳の女子  

については，抗休陰性率が3．7％と極めて低かった．こ  

のことは，今後風しん生ワクチンの投与により，抗体陰  

性者が減少することを示している．しかし，現時点では，  

妊娠可能年齢層の40％前後が抗体陰性者であるので，  

風しんの流行時には妊婦はなお注意が必要であろう・   

感染症サーベイランス事業関係   

感染症サーベイランス事業として実施したウイルス学  

的・血清学的検査は，表29に示すとおりである．2月の  

上旬に飯塚の小学校において，嘔吐下痢症の集団発生が  

あり，ELISA法を応用したロタザイム（Abbott社製）  

を使用し，便からロタウイルス抗原の検索を行った．そ  

の結果，12件中1件が傷性であった．また，同時期に拍  

屋地区の小児にも2件の陽性例が認められた．ロタウイ  

ルスは冬季の小児下痢症病原体として，今後とも十分な  

注意が必要であろう．  

ウイルスに対しても抗体陰性者は少なく，また，保有抗  

体価も高い者が多いが，加齢とともに抗体陰性率は上昇  

し，保有抗体価は低下した．昭和53年1月にAソ連型  

ウイルスが出現して以来，2っのタイプのA型ウイルス  

が4冬にわたり流行したことは前例のない現象であり，  

このことは感受性調査の結果からは説明することが困難  

である・したがって，A型インフルエンザウイルスの抗  

原変異については，今後とも注意深く監視する必要があ  

る．   

ポリ オ関係   

本年度から，厚生省委託による流行予測事業として，  

新たにポリオの感染源調査が加わり，ポリオウイルスの  

分離を実施した．対象は，筑紫，相屋，三井3地区の0  

歳から6歳までの乳幼児218名であった．これらの被検  

者から9月に採取した便を材料として，ポリオウイルス  

分離をMK（サル腎）細胞を用いて行った．その結果  

は表27に示すとおりであった．分離されたポリオウイ  

表 27  ポリオ感染源調査により検出されたウイルス  

分離ウイルスの型  

地区  被検数  
ポリオ   コ ー  コクサッキー  
2型  1型14型 25型  B5型  

粕 尾  89   0  0  3  0  1  

筑 紫  65  1  0 18  1  0  

三 井  64   0  1 0  0  2  

計   218  1   1 21 1  3  

表 28  地区別・年齢別風しん抗体保有状況 川召和55年9月）  
平 均  

抗体価   

2n   

HI抗体 陰性率   

＜ 8  （％）  8  

HI 抗 休 価  
地区 年齢区分 検体数  16  32  64 128 256  512 ≧1024  

0 － 5   34  

6 －15    44   

16 － 20   21   

21－ 30   25  

31－ 40   20   

41－ 50   26  

51－ 60   21  

61以上   31  

12－13（女）27  

14－15（女）28  

14－15（男）30  

16－19（女y27  

16－19（男）28  
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表 29 昭和55年度感染症サーベイランスによるウイルス学的及び血清学的検査成練  

ウイルス検査  血 清 険 査  
採 取  

月  日  
採取機関  検査材料  

陽性数  型  陽性数  型  

2・2 飯塚保健所  便  12   

〝  〝  血  清  12  

2・13 粕屋保健所  便  10  

2・19 三瀦保健所  うがい液  7  

〝  〝  血  清  7  

1 ロータウイルス1）  

2   ロータウイルスl）  

4   インフルエンザ3）  

（A／HINl）  

予研で検査中  

6   インフルエンザ  

（A／HINl）  

1）ELISA法による抗原検出  

3）鶏卵肥よる分離  

縮乾国後ジメチルスルホキシドに溶解した．使用した菌  

株は，サルモネラ菌m98，TAlOOでラット肝S9  

ミックスの存在下，非存在下で，変異原性をみた．結果  

は，次のとおりであった．  

1）工場地域における月別大気汚染物質の変異原性は，  

11－3月の冬季に高く，夏季に低い候向を示した（表30）．   

2）昭和52一朗年の3年間における都市大気の変異原  

汚染は，年次的には顕著な差異が認められず，変異原汚  

染が必ずしも減少していないことが分かった（表31）．   

3）現在まで，137試料について，変異原性を測定し  

た．すなわち変異原における大気汚染をm98，TAlOO  

株のS9 ミックス存在下，非存在下における1m3当た  

りの変異性として評価すると，各変異株に対する His＋  

復帰変異コロニーは正規分布型を示した．そこで最も検  

出頻度の高いm98株S9 ミックス存在下における  

成績から，1m3当たりの変異原性（His＋復帰変異コロ  

ニー＝reV．）はA－Eの5群に分類することができた．  

A群は＜2．3rev．／m3，B群は2．4－8．7rev．／m3，C群  

は8．8－30．7rev．／m3，D群は30．8－117rev．／m3，E群は  

＞118rev．／m3であった．これによって変異原による大  

気汚染は，A群は非汚染大気，B群はわずかに汚染した  

大気，C群は中程度汚染大気，D群は比較的高い汚染大  

気，及びE群が高度の汚染大気に区分し評価することが  

できた．   

2 複合汚染下における変異原の形成   

環境庁委託研究“大気複合汚染の生体に及ぼす影響に  

関する研究’’（主任研究者：鈴木武夫）の申で榛記の課  

題について研究を実施した．当年度はビレンが二顧化窒  

素に暴摩されたときに生成されるニトロ誘導体の変異原  

性について検討した．その結果ビレンのニトロ誘導体と   

疫  学  課  

当年度の疫学課の主な業務は，文部省科学研究費によ  

る委託研究，環境庁の委託研究，九大神経内科が受託し  

た厚生省委託研究“筋萎縮性側索硬化症患者の血中シア  

ン値’’の分析測定の分担研究，厚生省委託の“環境と人  

との健康に関する研究’’のうちの飲料水申の各種無機成  

分と循環器疾患死亡率との関連性についての調査，及び  

福岡県医師会依頼の感染症サーベイランスが挙げられる．   

文部省及び環境庁委託の研究は，大気汚染物質中のが  

ん原物質の簡易迅速検出法に関する研究で，当年度は変  

異原の形成について検討した．いずれも3か年の特定研  

究で当年度は三年次にあたった．一方シアン分析は124  

件測定し，筋萎縮性側莱硬化症患者との因果関係が解析  

された．飲料水中の各種無機成分と循環器疾患死亡率と  

の関連性については直方市，久留米市の二地区を選び調  

査した．感染症サーベイランスは県内知箇所の医療機  

関から毎週30項目の疾患について患者発生報告を受け，  

当所で電子計算機を使って処理し整理されたデータを各  

週各月の感染症発生例の情報として医師会に提供した．   

がん原物賞関係  

1 日本列島における環境変異原の実体検索   

文部省特別研究，環境科学人体影響研究に関する委託  

研究として榛記課題に関する研究（主任研究者：杉村  

隆）を，前年度から引き続き実施した．当年度は，大  

気汚染物質に含まれる変異原の検索を県内の工場地域  

（0市），都市域（F市）の大気について，月別，年次  

別に検討した．試料は，ハイポリウム エアサンプラー  

を用いて採取した浮遊粉じんをメタノールで抽出し，濃  
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表 30 工場地域における大気汚染物質の変異原性  

（His＋復帰変異コロニー／d）  

（昭和53年5月一昭和54年3月）  

表 31 都市域における大気汚染物質の変異原性  

（His＋復帰変異コロニー／正）  

濫月浩二晶詣」聖－                           TAlOO  

（FLg／m3）（FLg／h3）＋S9－S9 ＋S9 －S9  

測 採 、。．．．‥L．      TA 98   TA lOO   
浮遊粉 メタノ‾  
じん畳 ル抽出  定 取  

点 月（JLg．凝）（鰐．傭）＋S9 －S9 ＋S9 rS9  ∩
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しては，1こトロビレン，1，8一文は1，6－ジニトロビレン  

が挙げられ，いずれも変異原性が高いことが分かった．   

生化学的係  

1茄萎梅性側索硬化症患者の血液，尿中のシアン定  

t分析   

昭和55年7月，九州大学医学部脳研神経内科窯岩教  

授から，厚生省の難病指定を受けた運動ニューロン疾患  

の1っである筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者の血液，  

尿中のシアン定量分析が依頼された．1昭和55年9月か  

ら昭和56年3月までに分析した件数は，ALS患者53  

件（血液30，尿23），ALS以外の運動ニューロン疾患  

々者9件（血液6，尿3），運動ニューロン以外の疾患  

々者27件（血液19，尿8），及び健常人35件（血液  

17，尿18）の総計124件であった．   

表 32  血中シアン  

試 料  件数 喫煙  CN（〟M）  

＋  1．03土0．61  

0．56土0．26  
ALS患者 （；…   
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1．08士0．46  

0．33土0．14   

0．45士0．10  
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1．26士0．57  
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測定結果は表32，33に示す．この結果から，血液に  

おいては，喫煙による影響が大きいことが分かったが，  
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表 34  昭和55年度感染症サーベイランス発生報告数  

（昭和55年14週－56年12週）  

表 33  尿中シアン  

試 料   件数 喫煙  CN（〝M）  

感 染 症 北九州  福岡  筑豊 筑後 合計  
0．74士0．51  

0．44士0．44   

0．81士0．62  

0．50  

0．23  

0．66士0．58  

0．47±0．47  

0．43士0．31  

ALS患者 （：… 二   百 日 せ き111  
溶連菌感染症 670  

異 型 肺 炎 2】0  

麻  疹1303  

風  疹  9  

水  痘3018  

流行性耳下腺炎 763  

無菌性髄膜炎  9  

急 性 脳 炎  一  

乳児嘔吐下痢症1428  

流行性唱吐下痢症 915  

手 足 口 病1146  

伝 染 性 紅 斑 317  

突 発 性 発 疹 516  

ヘルパンギーナ 901  

咽 頭 結 膜 熱 35  

流行性角結膜炎  －  

ウイルス性肝炎 36  

川  崎  病  5  
細菌性下痢症 1  
細菌性髄嘩炎 1  
インフルエンザ様疾患645  

不 明 発 疹 症139  

伝染性単核症 1  
アフター性口内炎 11  

R Sウイルス感染症 一  

仮性ク ルー プ  ー  

出血性勝胱炎  3  

帯状ヘルペ ス  5  

合  計 12198  
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本調査の目的であるALS患者の血液，尿中のシアン含  

有値については，昭和弱年度も調査することにより，  

他疾患患者との差異鑑別の可否を詳しく検討する予定で  

ある．   

衛生統計関係   

1 感染症サーベイランス   

感染症サーベイランスは福岡県医師会の依頼により当  

年度も引き続き実施した．すなわち，50定点観測所か  

ら県医師会に報告される30疾患の感染症情報は当所の  

コンピュータを用い遂次整理蓄積され，これらのデータ  

を基に，感染症情報集計表を作成し週報及び月報として  

県医師会に報告した．昭和55年度における別定点観軋  

所からの報告総数は，福岡地区が14708名（39．1％），  

北九州地区が12198名（32．4％），筑後地区が7726名  

（20．5％）及び筑豊地区が2992名（8．0％）で，合計  

37624名であった．昭和55年度の疾患別地区別報告数  

は表34に示す．   

2環境と人の健康に関する研究   

地方衛生研究所全国協議会は昭和55年度の厚生省委  

託調査研究として，飲料水中の各種無機成分と循環器死  

亡率との関連性を調べる目的で“環境と人の健康に関す  

る研究，，を受託した．この調査の一環として，本研究の  

詣査要衝に基づき，本県調査地区の循環器死亡率の算出  
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業務を担当した．調査対象地区は久留米市，直方市が選  

定され，昭和48－52年の5年間における粗死亡率，訂正  

死亡率（直接法，間接法），標準化死亡比を計算した．  

その結果は表35に示す．   

3 各種健康指標による地域の健康評価   

毎年衛生年報には人口動態総覧として，市町村別及び  

保健所別に，出生率，死亡率，自然増加率，低体重児率，  

喪 35  昭和48－52年累計の死因別，性別標準化死亡比  
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行政依頼による業務としては，県衛生部の依頼で農産  

物の残留農薬，魚介類の水銀，食品添加物，魚介類の  

PCB及び医薬品家庭用品試験などの恒常的な調査のほ  

かに合成樹脂製容器の規格基準検査及び野菜中の硝酸塩，  

亜硝酸塩存在量調査を実施，また前年度に引き続き県水  

産林務部の依頼で松くい虫の“薬剤防除安全確認調査’’  

の一部を分担した．   

県衛生部経由の厚生省委託業務としては，母乳中の  

PCB及び有機塩素系農薬，人の血液中PCB の性状及  

びPCQ存在量調査並びに日常食品申の汚染物摂取量調  

査を行った．   

科学技術庁委託業務としては，恒常的な環境放射能調  

査のほかに，昭和55年10月に実施された第26回申国  

核実験の影響を調査する目的で，雨水ちり，浮遊じんの  

全ベータ放射能調査及び牛乳中の131Ⅰの核種分析を行  

表 36  食品の試験項目別成分数  

乳児死亡率，新生児死亡率，周産期死亡率，死産率，婚  

姻率及び離婚率の10種の人口動態統計指標が掲載され  

ている・昭和53年の人口動態総覧を用い主成分分析を  

試みた結果，第1主成分から第3主成分までで，約朗％  

の情報が集められた．第1主成分は死亡率と高い正の相  

関を持ち，出生率や自然増加率とは高い負の相関を持っ  

ことから，ほぼ死亡童の大きさを表わすものと考えられ  

た・宮田，黒木，田川，大牟田，若松の各保健所管内で  

は第1主成分のスコアーが高く，逆に，福岡市南区，筑  

紫，福岡市西区，束区，粕屋の各保健所管内では第1主  

成分のスコアーが低かった．一万，第2，第3主成分の  

積極的な意味付けは困難であった．   

4 日本脳炎の流行と気象要因との関係の解析   

昭和55年度の九州地方での日本脳炎患者発生数はば  

名で，その数は全国での発生数39名の約半数を占めた．  

九州地方における患者の大部分は熊本県で発生したが，  

隣接する福岡県も従来愚者発生数の多い児である．ここ  

数年の福岡児における日本脳炎の流行は小規模であった  

が，年ごとにその流行の様相は異なっている．この流行  

の変化の一要因としては，流行の基本的要因である媒介  

蚊の発生状況に直接関与する気象条件の影響を挙げるこ  

とができる．そこで福岡地区の過去20年間の気象デー  

タ（日別降雨量，日別平均気温及び日照時間）10980個  

について，当所の電子計算機を使用して，各気象データ  

の種々の積算と血清学的確認患者数との相関係数を総計  

36糾0個算出した．その結果，日本脳炎の流行規模が小  

さかった昭和49年から同55年にわたる期間では，5月  

下旬及び6月上旬における降雨量と日本脳炎患者発生数  

との間に有意な負の相関が認められた．   

疫学調査関係   

ファージ48型腸チフス患者の疫学調査   

本県では過去ファージ46型の腸チフス菌が昭和53年  

に1件，昭和別年に4件及び昭和55年に7件の合計12  

件検出された．ところが，昭和55年は熊本県の2件を  

加え九州では9件の同ファージ型腸チフス菌が検出され，  

国立予防衛生研究所はファージ46型による腸チフス菌  

の同時流行と判断したので，県保健対策課を経由して疫  

学調査の依頼が当課にあった．そこで53年三，54年，55  

年に発症した患者の疫学調査を実施したが，同時流行で  

あるという調査結果は得られなかった．  

試験項目  行政依頼  一般依頼  
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一  般  成  分  57  

食品添加物  0  
台所用合成洗剤  36  

容 器 包 装 250  

製 品 検 査  0   

存  料  77  
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唆
 
 

自  剤  0  1  

也  料  0  1  

色  剤  9  0  

味  料  30  3  

化【坊 止 別  41  0  

小麦粉等改良剤 10  1  

溶  剤  0  6  

ひ  素  0  8  

重金属（Hg，Cd，Pb等）206  14  

秩  留  農  薬1168  10  

P  C  B  97  0  

ビ  タ      ン   0  111 

そ   の   他＊ o  ll  

合  計  1981  473  

＊蛍光染料．ホルムアルデヒド．シアン，pH  

表 37  行政依頼による人体の試験項目別  

成分表  

試験項 日  成分散  
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血液中P C B  

血液中P C Q  

母乳中P C B  

母乳中残留農薬  

合 計  

衛生化学課  

昭和55年度に実施した業務は次のとおりであった．  
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表 38 医薬品家庭用品試験項目別成分表  
食 品 的 係  

1 丘作物中の残留よ薬爛査   

県衛生部公衆衛生課の依頼によって福岡県内で採取さ  

れた野菜31検体，果実4検体及び玄米2検体の合計37  

検体について残留兵薬の分析を行った．その結果，有機  

塩素系農薬のうち，総HCH，総DDTがしゅんぎく，  

試験項 目   行政依頼 一般依頼  

丸  剤  

カ  プ セ  ル 剤  

膿 溶 性 製 剤  

顆  粒  剤  

精  製  水  

枚方ヨードグリセリ ン  

歯科用ヨードグリセリン  

血 液 用 硫 酸 銅 液  

繊  維  製  品  

住 宅 用 洗 浄 剤  

家 庭 用 洗 浄 剤  
ツ  バ  キ  仙  

台   計  

（
U
 
（
U
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
つ
＿
 
（
U
 
O
 
▲
q
 
6
 
 

かぼちゃ，なす．レタス，たまねぎ，きゅうり，ぶど  ●  ●  ●  ●     ●  ■                  ●  ●  ●  ●     ●  ●  ●  ■     ●  ●  
の一部から■ゎずかに検出されたが，農薬の残留基準値  

ヽ
れ
ノ
●
と
 
 

l  

1
 
 
9
 
．
4
 
 
1
 
 
 
 
 
．
▲
一
 
 

2  

比較して非常に低い値であった．   

また．有機りん系農薬のうち，スミチオンがぶどう1  

●●● 検体から検出されたが，その濃度は基準値の1／5以下の  
低い値であった．このように当年度調査した農作物で農  

薬の残留基準値を超えるものはなかった．   

2 牛乳中の残留丘薬爛査   

県衛生部公衆衛生課の依頼によって福岡県内の7工場  

から採取された市販用牛乳7検休について有機塩素系農  

薬の分析を行った．その結果は表40に示すように総  

HCHは0．00ト0．006ppm，総DDTはND－0．004ppm，  

ディルドリンはすべてNDで，牛乳の有機塩素系農薬  

の暫定基準値と比較して，かなり低い値であった．  

麦 畑  牛乳中の残留農薬検査（ppm）  

表 39  放射能委託調査の試験項目別成分数  

試験項目  成分数  備  考  

炊   分  

力リ ウ ム  

カルシウム  

塩素イオン   

pH  
蒸発残留物  

降 水 量  
全べ 一 夕  

空間線拉  
′′   

1311  

即sr   

137C s 
試料送付  
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換休番号 検休採取地 総HCH 総DDT ディルドリン  

1  筑紫野市  

2   春 日 市  

3   筑紫郡  
4   久留米市  

5   嘉穂郡  
6  〝  

7   柳川市  

0．005   0，002   ＜0．005  

0．002   0，002   ＜0．005  

0．004   0．002   ＜0．005  

0．006   0．002   ＜0．005  

0．004   0．004   ＜0．005  

0．002   0．002   ＜0．005  

0．001 ＜0．001  ＜0．005  

サベイメーターによる測定  

モニタリングポストによる測定  

日本分析センターへ（核種分析用）  

牛乳の有機塩素系農薬の暫定的基準  

8－HCH：0・2pph DDT：0．06pp．  
ディルドリン：0・005p■n  

3 魚介類の総水銀憫査   

県衛生部公衆衛生課の依頼によって，福岡県内の魚市  

場で採取された九州近海，東支那海産等魚介類30検体  

の調査結果を表41に示す．いずれも魚介類の給水銀の  

暫定規制値0．4ppm を超えるものはなかった．   

4 食品添加物使用実態鯛査   

県衛生部公衆衛生課の依頼によって保健所で収去され  

た食品97検体及び一般依頼による食品11検体について  

食品添加物の分析を行った．検査件数は表42に示すよ  

うに検査対象食品によって検査項目が重複するために延  

べ194であった．また，調査結果は甘味料のサッカリン  

ナトリウム，発色剤の亜硝酸ナトリウム，酸化防止剤の  

プチルヒドロキシアニソール，保存料の0－フユニルフェ   

った．   

一般依頼業務としては，食品と薬品に関する食品成分  

試験と製品検査が主な試験項目であるが，当年度は食品  

関係に集中した．   

全業務の試験項目は表36から表39に示すとおりで，  

行政依頼3531成分，一般依頼479成分，総数4010成  

分であり，年々行政依頼の比重が大きくなっている・   

調査研究業務のうち，当年度に研究が完了し．学会等  

に報告したものは，1）福岡県における日常食晶申汚染  

物摂取量調査，2）人の血液中のPCQ濃度，3）福岡  

県における血液中重金属調査であった．   

また，環境庁委託業務による化学物質の分析法の検討  

のうち，ジクロロトルエンの分析法を当課で担当し，そ  

の分析法を開発した．  
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した結果，魚介類はND（0．01ppm未満）から0．03ppm  

の値であり，牛乳はすペてNDであった．   

このように今回調査した食品中のPCB濃度は，厚生  

省の暫定的規制値の1／10以下であった．   

6 合成樹脂製容器の規格基準適否検査   

県衛生部公衆衛生課の依頼によって保健所で収去され  

たフードパック等の合成樹脂製容器25検体について厚  

生省告示第98号及び434号に従って材質試験及び溶出  

試験を行った．試料の材質はポリエチレン1検休，ポリ  

塩化ビニル5検体，ポリスチレン15検休，その他4検  

体であった．これらの試験結果は表43に示すようにい  

ずれも規格基準に適合していた．   

7 野菜中の硝酸埴及び亜硝酸億   

県衛生部公衆衛生課の依頼によって福岡県内の栽培農  

家から採取した野菜10検休について硝蘭塩及び亜硝酸  

塩の分析を行った．その結果，硝酸塩は160－2700ppm，  

また，亜硝酸塩は0．03－0．76ppmであった．   

8 日常食晶申の汚染物摂翫量欄重   

昭和盟年度以来，県衛生部公衆衛生課を経由，厚生  

省委託事業として，日常摂取する食品を通じて取り込ま  

れる汚染物の実態量を知り，住民の健康影響に関する調  

査を行っている．試料採取方法は前年度と同様にマーケ  

ットバスケット方式によって行った．分析対象汚染物質  

は有機塩素系農薬，有機りん系農薬，PCB，HCB及びカ  

ドミウム，鉛などの重金属であった．その結果，有機塩  

素系農薬のうち，総HCH及び総DDTは魚介類，肉・  

ノール，ジフェニル及びチアベンダゾールが検出された  

が，いずれも使用基準以下であった．   

5 食品中のPCB憫査   

県衛生部公衆衛生課の依頼によって，福岡県下に流通  

している食品中のPCBによる汚染状況を把握する目的  

で魚介類20検休及び牛乳7検体について，PCBを分析  

表 41 魚介類の総水銀調査（ppm）  

魚  挿 検休数   漁 獲 地  給水銀  

玄界灘．五島沖   0．05   

〝．黄海  0．14－0．16  

乗支那海  0，06  

玄界灘．山l‾1沖  0．03－0．04  

有明海  0．09  

さ    ば  

あ   じ  

えんまだい  

き
 

さ
 
 

l
 
 
 
■
 
 

し
 
く
 
 
 乗支那海．鐘崎沿岸  

〝  

〝  

五島沖，銚子沖  

玄界＃．沖の島周辺  
′′  

0．07 － 0．13   

0，04 － 0．06   

0．04   

0，Ol－ 0．02   

0．03 － 0，05   

0．02  

い    か  

く ちぞこ  

い わ し  

し い ら  

め ん ば  

か つ お  

とびう お  

か れ い  

あ らかぶ  

あ お な  

小 ふ ぐ  

ペ  ら  

かわはぎ  

き   す  

小 さ め  

山陰沖  0．08  

周防ま  0月5  

山陰沖  0．02  

他の島沖  0．10  

〝  0．13  

鐘崎沿岸  0．04  

表 42  食 品添加物試験結果（g／kg）  

主要用 途  検 査 品 目  検査件数  対 象 食 品  測定結果  

甘  味  料 サッカリンナトリウム  

発  色  剤 亜 硝 酸  

漂  白  剤 二酸化イオウ  

小麦粉等改良剤 臭 素 酸  

溶  剤 プロピレングリコール  

酸化防止剤 プチルヒドロキシアニソール  

33   みそ．清涼飲料水他  Nl）－0．026  

9   ハム・ソーセージ他  ND－0．012  

1  天ぶら粉  ND  

ll  小麦粉  ND  

6   米こうじ，明太子他  ND  

19  いりこ．サラダオイル他  ND－0．008  

20  塩あじ．チューインガム他  ND  

4   バター．天ぶら油他  ND  

21  食パン．洋菓子  ND－0．28  

3   オムレツ他  ND  

3  〝  ND  

3  〝  ND  

3  〝  ND  

】9   レモン▲ オレンジ他  ND－0．003  

19  〝  ND－0．039  

19  〟  ND－0．002  

ジブチルヒドロキシトルエン  

〝  没食子酸プロピル  

保  存  剤 プロピオン酸  

〝  ソルビン酸  

デヒドロ酢酸  

安息香酸  

パラオキシ安息香酸エステル類  

オルトフユニルフェノール  

ジフェニル  

チアベンダゾール  

〝
 
〝
 
〝
 
〝
 
〃
 
〃
 
 

ND：検出限界値以下   
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蓑 43 合成樹脂製容器の規格基準適否検査（ppm）  

過マンガン酸 蒸 発  

カリウム消費最 残留物  
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ポリエチレン  

ポリ塩化ビニル  

ポリスチレン  

そ  ゾ） 他  

ND ND  

－  291－1496  

ND：検出限界値以下  

卵薪などの食品に含有されていることが分かった・また  

PCB は総HCH などと同じような傾向を示した．有機  

りん系農薬はいずれの食品にも検出されなかった．重金  

属の申でカドミウムは，米及び白色野菜・海草類，ひ素  

は白色野菜・海草類及び魚介類，水銀は米及び魚介薪に  

主として含有されていることが分かった．また，鉛はい  

ずれの食品にも検出されなかった．以上の各々の汚染物  

質の1日摂取量はFAO及びWHOなどが設定してい  

る1日許容摂取量よりはいずれも低い値であり，人に対  

する健康への影響はないと考えられる．   

人 体 関 係  

1母乳中のPCB及び残留農薬調査   

昭和46年以来，県衛生部保健対策課を経由，厚生省  

の委託業務として，有機塩素系化合物による人体汚染の  

実態を把握する目的で，授乳申のPCB及び残留農薬の  

調査を行っている．試料の採取は当年度も前年度と同様  

に朝倉及び八女保健所管内で実施した．   

分析結果を表44に示す．総HCHの申ではβ－HCH  

が，また，総DDTの中では？，P’－DDEがほとんどであ  

り，ともに残留性が高いことを示している．また昭和46  

年以降の経年変化を図1に示す．総HCH，総DDT及  

びディルドリンは漸減候向にある．しかし，PCB は総  

HC打などに比べて，昭和46年以降顕著な減少がみられ  

ず，非常に残留性の高いことを示している．   

2 血液中のPCB調査   

県衛生部からの依頼によって，県内のカネミ油症検診  

受診者63名及び健常者41名の血液中のPCBを調査し  

た．カネミ油症検診受診者の内訳は油症患者の追跡調査  

に伴うもの32名（油症認定患者），油症未認定者検診  

に伴うもの31名（未認定者）であった．   

油症認定患者の血液中PCB濃度は最高29ppb，最低  

表 44  母乳中のPCB及び残留農薬分析結果（ppm）  

最 高  最 低  平 均  

PCB  O．05  0．006  0．02  

α．HCH  O．OO7  ＜0．001  0．002  

β－HCH  O．43  0．006  0・159  

r－HCH  O．001  ＜0■001  ＜0・001  

∂－HCH  ＜0．001  く0．001  く0．001  

捨HCH  O，43  0．006  0．16  

♪，♪’・DDT  （＝）47  0．005  

♪，♪一．DDE  O．川  0．OUf）  

♪，♪′・DDD  U．011  0，00l  

o，♪‘・DDT  O．00：i  ＜0．001  

給DDT  O．22  0，018   

ディルドリン    0．007  く0．001  

46 47 48 49 50 5152 53 54 55  
測 定 年 度   

図1 母乳中のPCB及び残留農薬の経年変化  

○：総HCH．●：嫁DDT，▲：PCB，  
△：ディルドリン   
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家庭用品関係   

県衛生部業務課の依頼によって，収去された繊維製品  

などの家庭用品について，家庭用品に関する法律（昭和  

49・9・26厚生省令第34号）に基づく試験を実施した．   

1 繊 維 製 品   

おしめ及びよだれ掛けなど乳幼児用繊維製品（出生後  

24か月以内）63検休並びに下着及び靴下などの繊維製  

品（乳幼児用を除く）32検体の合計95検体について  

ホルマリン検出試験を行った結果，いずれも基準値以下  

であった．   

2 洗  浄  剤   

塩化水素又は硫酸を含有する液状の住宅用洗浄剤8検  

体及び水酸化カリウム又は水酸化ナトリウムを含有する  

家庭用洗浄剤2検体の合計10検体について，規格試験  

を行った結果，いずれも基準に適合していた．   

医薬品関係   

県衛生部薬務課の依頼によって，厚生省の昭和55年  

度医薬品等一斉取締りの一環として精製水2検体，複方  

及び歯科用ヨードグリセリン各々1検体について，第9  

改正日本薬局方による規格適否試験を行った．その結果，  

いずれの検体も規格に適合していた．  

0．9ppb，平均5．9ppbであった．また未認定患者の場  

合は，最高5ppb，最低0．4ppb，平均2．1ppbであ  

った．更に健常者の場合は，最高11ppb，最低1ppb，  

平均3．3ppbであった．   

本調査は昭和49年から実施している．渡度について  

当年度と過去との調査結果を比較すると，ほとんど変化  

は認められなかった．同様にPCBのガスクロマトグラ  

ム上に示されるピークパターンについて当年度と過去の  

結果を比較したが，大きな変化はなかった．   

3 血液中のPCQ憫査   

県衛生部からの依頼で，県内のカネミ油症検診受診者  

106名及び健常者28名について，血液中の PCQ を分  

析した．   

カネミ油症検診受診者における血液中PCQ濃度は最  

高10ppb，最低ND（0．02ppb未満），平均0．7ppb  

であった．一方，健常者における血液中PCQ濃度は最  

高0．07ppb，最低ND，平均0．01ppbであった．   

また，九州大学油症治療研究班の依頼によって，6箇  

所の研究機関で，規格化された血液試料について，PCQ  

の分析のクロスチェックを行った結果，各機関とも近似  

した値が得られた．  

表 45  全 ベ ー タ 放射能及 び空間線量 調査概要  

項  目  測 定 結 果  備  考  

雨水ちり（mCレkrげ）  0．0－29  

〝  （ 〝 ）  0．1－25  

土   壌（ 〝 ）   1200  

”  （ 〝 ）  3500  

〝  （ 〝 ）  72  

〝  （ ” ）  28  

日 常 食（pCi／g）  0．8一 川  

上  水（pCi／J）  3．0－ 3．4  

〝  （ ” ）  3．7－10  

牛   乳（ 〝 ）  l．l－1．5  

”  （ 〝 ）  1－1－1．3  

米  （pCi／g）  1．0  

降雨時の1日毎  

大型水盤による1箇月毎  

深さ0－ 5c皿直接測定法   

〝 5－20cm   〝  

〝 0－ 5c皿冷塩酸抽出法  

〝 5－20cm   〝  

洗
洗
 
 
 

口
産
資
産
費
洗
洗
根
水
水
 
 

源
蛇
生
消
生
消
水
水
 
菜
 
〃
 
仝
 
 

水
水
地
地
地
地
前
後
 
 

〝  ）  0．7  

〝 ）  8．5  

〝  ）  6．3  

〝 ）  1．8  

〝 ）  2．1  

〝 ）  2．3  

〝  （  

ほうれん革（  

′′  （  

大   根（  

〝  （  

”  （  

前
後
肉
 
 

た  い（ 〝 ）  2．7  

海   水（pCi／～）  0．5  

海 底 土（pCi／g）   19  

〝  （ 〝 ）  2．2  

直 接 法  

冷塩酸抽出法  

空間線色（〟R／hr）  7．0－ 9．0  サーベイメーターによる測定   

〝 （cps）  26 －13  モニタリングポストによる測定   
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また同業務課の依頼によって，カプセル剤，顆粒剤及  

び丸剤の51検体について，同様に第9改正日本薬局方  

による崩壊試験を行った．その結果3検体が不適合で，  

それらのすべてが中国から輸入された丸剤であった・   

更に同薬務課の依頼によって，血液比重測定用硫酸銅  

液16検体の比重測定を行った．   

放射能関係   

科学技術庁の委託事業として，表45に示すように空  

間線量及び全ベータ放射能調査を行った．また，上水と  

牛乳とについて90Sr及び137Csの放射能核種分析を，  

また，牛乳については131Ⅰの測定も行った．当年度の  

調査結果は，全項目にわたって前年度とほとんど変わら  

ない値であった．   

卦こ昭和55年10月に第26回中国核実験の影響調査  

として，雨水ちり，浮遊じんについて全ベータ放射能朔  

定及び牛乳について131Ⅰの測定を行った．その結果核  

実験の影響は認められなかった．   

環境汚染関係   

前年度に引き続き，県水産林務部の依頼による松くい  

虫薬剤防除安全確認調査の一都として，遠賀都岡垣町矢  

矧川河口に生息する魚類についてスミチオン空散後の魚  

体内薬剤残留濃度の消長を調査した．空散は昭和55年  

6月6日及び6月16日の2回行われ，空敵前後に採取  

したフナについて薬剤スミチオンの分析を行った．その  

結果1回目は空散6時間後に最高濃度に達し，5日後に  

は0．057ppmに減少した．第2回目は空散直後に最高  

濃度に達し，6時間後は検出限界値（0．01ppm）以下  

になった．なお，第2回目散布前の6月13日に薬剤が  

0．012ppm検出されたが，これは第1回目空散による薬  

剤が残留していたものと考えられる．  

科 学 部  

大気汚染関係  

1 発生源対策に伴う調査  

1・1窒素酸化物測定方法調査  

環境庁の委託により，窒素酸化物発生施設における代  

表的窒素酸化物排出量測定法の問題点の把握及び間接測  

定の解析に資するため，県内の硝酸製造施設2，セメン   

ト製造施設3，熱水発生ポイラ→1について調査を実施  

した．  

施設及び測定法ごとの測定結果を表47に示す．測定  

結果から，硝酸製造施設の定電位電解法では，SOx除去  

バブラーによる，排ガス中に共存する二酸化窒素の損失  

誤差があり，また熱水ボイラーの非分散赤外綽吸収法で  

は，排ガス中に共存する二酸化炭素，水の妨害が考えら  

れた．  

1・2 石炭利用施設ばい煙等排出状況実態調査  

石炭利用の増加に伴う大気汚染拡大の防止を図る目的  

で，環境庁の委託により，石炭専焼のセメント焼成炉に  

ついてばい煙等の排出状況謝査を実施した．  

測定項目は，硫黄酸化物，窒素酸化物，塩化水素，塩   

素，ふっ素，酸素，一酸化炭素，二酸化炭素，水銀，ダ  

ストの粒径分布及びダスト申金属濃度であり，排ガスの  

系統ごとに測定した．測定結果のうち，主な項目を表48  

に示す．この結果から，窒素酸化物濃度は重油専焼時の   

調査結果に比較して，変動が大きく，かつ，平均値も高  

い値を示した・また，セメント焼成炉排ガスから水銀が  

微量検出された．   

環 境  

大  気  課  

当年度は発生源対策に伴う調査業務として，県環境整  

備局公害課経由の環境庁委託による1）窒素酸化物測定  

法調査，2）石炭利用施設ばい煙等排出状況実態調査，  

3）非特定重大障害物質発生源等対策調査を実施した・  

また，公害防止協定を締結している金属精錬工場に対し  

て，協定の遵守状況を確認するための立入謝査及び総量  

規制地域（大牟田市，苅田町）の重油申硫黄分の抜取  

り調査も行った．環境調査としては，県環境整備局公害  

課の依頼により，八女市において大気汚染測定単による  

大気汚染物質の調査を，また，大牟田市にある金属精錬  

工場からのカドミウム排出に係る環境調査を浮遊ふんじ  

んの分析により行った．   

また，県環境整備局公害課経由の環境庁委託による化  

学物質実態調査として，クロロホルム，四塩化炭素等10  

物質の大気中塩素系炭化水素類について3箇所で夏期と  

冬期の2回調査を行った．その他，市，町からの依頼に  

よる環境調査としては，前年と同じく，行橋市，苅田町  

及び水巻町からの分析依頼があった．   

悪臭調査は苦情処理によるものが2件あった．   

研究業務では，‘‘酒石酸塗布ガラスビーズ法による空気  

中トリメチルアミンの分析法の検討”が完了した．以上  

の業務における全測定項目件数は表46のとおりである．  
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ている SA工場の濃度は996．1－52．Oppb（平均値：  

223．2ppb）とかなり高濃度であった・また，3工場の  

敷地境界での濃度は16．4ppb－ND（平均値：11・3ppb）  

であった．   

大気汚染防止対策としては，MT工場のフレアスタッ  

ク及びホルマリンタンク排気洗浄塔以外はすべて排ガス  

が直接大気中に放出される状態であった・  

1・4 金属精錬工場の立入調査   

福岡県，熊本県，大牟田市及び荒尾市の4者との間に，  

公害防止協定を締結している大牟田市の金属精錬工場に  

おいて，煙道排ガス中の金属濃度及び付近の環境調査を  

4者合同で実施した・   

本県が担当したY工場140m煙突，59・5m煙突の測  

定結果を表49に，大牟田市内7地点での環境調査結果  

を表50に示す．  

1・5 重油中硫黄分調査   

硫黄酸イヒ物総量規制地域に指定されている大牟田市及  

び苅田町の重油使用施設（大牟田市16，苅田町6）の  

重油申硫黄分の測定を行ったところ，すべて届出値以下  

であった．   

2 環 境 調 査   

2・1八女市における大気汚染調査   

八女市における大気汚染の実態を把握し，併せて，県  

内の大気汚染監視体制を補完することを目的として，県  

環境整備局公害課の依頼により，照諦口誠年3月24日か  

ら30日まで同市の大気汚染状況を調査した・測定結果  

は表51に示すとおりで，すべて環境基準値以下であっ  

た．なお，昭和弱年度の測定結果と比較するとオキシ  

ダントの平均濃度が増加したが，他の汚染物質の平均濃  

度はほぼ同じであった・   

2・2 大牟田市における浮遊粉じん調査   

大牟田市にある亜鉛製錬工場と福岡県，大牟田市，熊  

本県及び荒尾市との間では，カドミウムの環境大気濃度  

を0．1／唱／m3以下とする公害防止協定が締結されてい  

る．これに基づき，県環境整備局公害課及び大牟田市の  

依頼により，大牟田市内8箇所において昭和55年4月  

から昭和弱年3月までの闇にハイポリウムエアサンプ  

ラーで採取した浮遊粉じん申の金属分析を行った・結果  

は表52に示すとおりであった・なお，協定値を超えた  

件数は全体で9件あり，前年度よりも1件減少した・   

2・3 化学物質実態調査   

標記の調査のうち，当課は塩素系炭化水素の実態調査  

を担当した．すなわち，福岡県庁，三郡山及び志賀島に  

おいて，環境大気中のクロロホルム（0・㍊ppb），1，1，1・  

トリクロロエタン（0．18ppb），四塩化炭素（0・03ppb），   

表 46  測定項目別件数  

項  目  県  項   目    県  

煙道排ガス調査   

ば い じ ん   

カ ド ミ ウ ム  

鉛   

亜  鉛  

風  向  

風  連  

日  射  t  

紫 外 線 t  

交  通  t  
ホルムアルデヒド  

四境化炭素  

ク ロ ロ ホ ルム  
1．1，1－トリクロ  
ロエタン  

トリクロ＝コエチレン   

テトラクロロエチレン  

塩化 メ チ ル  

ニ塩化メ チル  

モ′クロロエタン  
1，2－ジタロロエ  

タン  
塩化 ビ ニ ル  

浮遊粉 じ ん  

カ ド ミ ウ ム  

336  0  

336  0  

336  0   

336  0   

240  0  

67  0  

18  0   

18  0   

1と蔓  0   

18  0   
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水  銀   

塩  素   

ふ  っ  素   

酸  素   

一酸化炭素   

二酸化炭素   

硫黄酸化物   

窒素酸化物   

塩 化 水 素   

燃料中硫黄   

燃料中窒素   

燃料中水銀   

燃料中ふっ素   

水  分   

流  速   

温  度  

環境大気調査   

二酸化硫黄   

浮遊粒子状物質   

一酸化窒素   

二酸化窒素   

一酸化炭素   

オキシダント   

オ   ゾ  ン   

全炭化水素   

非メタン炭化水素   

気  温   

湿  度  

錯  138  0  

亜  鉛  138  0  

銅  138 16 

lこi8  0  

138 16  

鉄  93 16   

カ ル シ ウ ム   20  0  

降下ばいじん総t  ol12   

不溶解性成分   0112   

溶解性成分   0112   
水素イオン濃度   0 88   

貯  水  t ol12  
硫黄酸化物（PbO2法）0249  

悪臭物質調査   

ア ン モ ニ ア  4  0  
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1・3 非特定重大障害物質発生源等対策調査   

大気汚染防止対策の基礎資料にするため，ホルムアル  

デヒトを排出すると思われる工場の発生源，敷地境界及  

び一般環境における濃度を求めることを目的に，環境庁  

の委託を受けて調査を行った．対象工場はホルマリン製  

造工場（MT），ホルマリン・フェノール樹脂等熟硬化  

性樹脂を製造する工場（OT）及びホルマリン・尿素樹  

脂を使用している工場（SA）であった．測定の結果，  

密閉連続運転方式のホルマリン製造プラントにおける濃  

度は23．Oppb－NDと比較的低濃度であったが，回分式  

に樹脂を製造する OT工場やホルマリン樹脂を使用し  
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表 47 窒素酸化物測定結果（ppm）★  

調査期間  連 続 測 定 法  手 分 析 法  

施 設  名  

年月日一日 定電位電解法化学発光法 会社測定器 PDS法 Zn道元NEDA法  

硝酸製造施設   

（脱硝前）  

硝酸製造施設   

（脱硝後）   

Aセメント焼成炉  

Bセメント焼成炉  

Cセメント焼成炉  

熱水ポ イ ラ  

577  
597  

166  188  

116  11g  

453  430  

426  414  

92  99  

579  

（紫外線吸収法）  

135  

（化学発光法）  

112  

（紫外線吸収法）  

441  

（化学発光法）  

408  

（化学発光法）  

99  

（赤外線吸収法）  

351  580  

151  168  

112  110  

430  436  

410  426  

95  95  

56．1．21－23  

56．1．26－28  

56．2．3－ 5  

56．2．25－27  

56．2．23－25  

56．2．18－20  

♯子分析測定時における瞬間値の平均値（測定回数：10－13）  

表 捕  石炭専焼セメ ント工場での排ガス測定結果  
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表 49  Y 工場測定結果（mg／／W〝）  

ダスト濃度  カドミウム  鉛  亜鉛  
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兼 50  大牟田市内でのハイポリュームによる浮遊粉じん分析結果（〟g／m3）  

粉じん濃度 カドミウム 鉛  亜 鉛  鋼  鉄  マンガン クロム  

（  

院   

校   

所   

館   

館   

最高  226   0．102  0．97  

最低   55  ＜0．003  0．04  

平均 116   0．026  0，28   

最高 113   0．154  0．45  

最低   62  ＜0．003  0．17  

平均   86   0．058  0．34   

最高   57  ＜0．003  0，06  

最低   40  〝  0．03  

平均   49  ”  0．04   

最高 132   0．021 0．41  

最低   43  ＜0．003 ＜0．03  

平均   80   0．008  0．15   

最高 132   0．008  0．15  

最低   37  ＜0．003 ＜0．03  

平均   81  0．002  0．06   

最高 156   0，138  0．94  

最低   41 ＜0．003 ＜0．03  

平均   84   0．035  0．24  

4．72   0．129   3．80   0．118  ＜0．03  

0」33   0，033   0．72    0．030  〝   

1．31   0．078   1．91   0．054  〝  

新地アパート   

（4）  

内 野 医  

（4）  

白光中学   

（3）  
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（5）  
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（4）  
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′′  八 本 町 平均   57  ＜0．003  0．04   

（2）  

（） は測定件数  

はすべて検出下限以下であった・四塩化炭素については  

0．05－0．13ppbですべて検出され，テトラクロロエチレ  

ンは18検体中3検体について0．15－0・48ppbで検出さ  

れた．   

2・4 行橋市，苅田町及び水巻町における大気汚染調  

査   

行橋市では昭和45年度から8地点で硫黄酸イヒ物（PbO2  

法）及び降下ばいじんを，また，苅田町では昭和41年  

度から13地点で硫黄酸化物を，更に，水巻町では昭和  

47年度から3地点で降下ばいじんを測定しているが，  
当所はそれらの検体の分析を行っている・その結果は表  

㍊に示すように，硫黄酸化物，降下ばいじん共に，前  

年度とほぼ同じ値であった・   

悪 臭 関 係   

書鶏囁及び養豚場嘲査   

直方市には，養鶏場と養豚場が近接して存在する地区  

がある．これらの事業場から発生する意臭に対して付近  

の住民から苦情が出たため，県環境整備局公害課ととも  

に昭和55年11月に調査を実施した・その結果は表別，  

55に示すとおりで，いずれの項目も規制値以下であった・   

兼 51  八女市における大気汚染物質測定結果  

項  目  最 高 最低 平 均  

二 酸 化 硫 黄（ppm） 0・048 0．003  

浮遊粒子状物質（mg／m3）0，250 0．005  
二 酸 化 窒 素（ppm） 0．059 0・010  

一 酸 化 窒 素（” ） 0．093 0．000  

一一 酸 化 炭 素（” ） 3．3   0．2  

オキ シダ ント（” ） 0．060 0．001  

オ   ゾ   ン（” ） 0．032 0．000  

全炭 化 水 素（ppm C）3．36 1・73  
非メタン炭化水素（” ）1．66  0，13  

風向（主風向）  E． WSW  
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 トリクロロエチレン（0．60ppb），テトラクロロエチレ  

ン（0．12ppb），塩化メチル（1ppb），塩化エチル  

（3ppb），ジクロロメタン（8ppb），1，2－ジクロロエ  

タン（7ppb）及び塩化ビニル（2ppb）を夏期と冬期  

に測定した．括孤内の値は検出下限値である・結果は四  

塩化炭素とテトラクロロエチレンの一部を除いた8物質  
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兼 52  大牟田市におけるハイポリウムエアサンプラ一による浮遊粉じん分析結果  

（昭和55年4月一昭和56年3月）（〟g／m3）  
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内 野 医 院   
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七浦公民館   
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市 役 所（5） 平均  

白光中学校（5） 平均  

八 本 町（7） 平均  

若 宮病 院（5） 平均  

三川公民館（6） 平均  

有 明 高 専（5） 平均  

手鎌消防車庫（1）  

（）は測定件数  

表 54  養鶏場悪臭物質調査結果（ppm）  行橋市．苅田町 水巻町大気汚染調査  兼 53  

降下はいじん  硫黄酸化物  

（t／緑／月）（SO3mg／100Cm㌢月）  
敷地境界線  

規制値  
項  目  数地境界繰  敷地内  

年 月  

（昭和）  
行橋市  水巻町  行橋市  苅田町  ア ン モ ニ ア   0，4  ＜0．2  

メチルメルカブタン  ＜0．001  ＜0．001  

硫 化 水 素  ＜0．002  ＜0．002  

硫 化 メ チ ル  ＜0．0002  ＜0．0002  

二 硫 化 メ チ ル  ＜0．0002  ＜0．0002  
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表 55  養豚場悪臭物質調査結果（ppm）  
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敷地境界線  

規制値  
項  目  敷地境界線  場 外  

ア ン モ ニ ア   ＜0．2  ＜0．2  

メチルメルカブタン  ＜0．001  ＜0．001  

硫 化 水  素  ＜0．002  ＜0．002  

硫 化 メ チ ル  ＜0．0002  ＜0．0002  

二 硫 化 メ チ ル  ＜0．0002  ＜0．0002 
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平  均 3．84  

前年度平均 －4．さ8  

＊ 欠測  

科水及び温泉関係としては，4業務があり総計34業務  

であった．これらを依頼者別にみると公害関係は環境庁  

補助及び環境庁委託18，厚生省委託1，林野庁委託1，  

その他10業務で，他に環境庁からの直接委託業務とし  

て，1）水質分析方法の検討，2）環境測定分析統一精  

度管理調査，3）化学物質分析法の検討（関係各課から  

の選出メンバーによるプロジェクト）の3業務があった．  

更に，厚生省からの直接委託業務として一‘環境と人の健   

水  質  課  

昭和55年度の当課の業務は，公害関係としては環境  

及び汚濁源監視関係9，環境状況及び浄化対策関係17，  

被害関係1，分析法の検討3，計30業務，水道水，飲  
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項目別に水産試験場と当課で分析を実施した・   

試料採取は48時間中昼間の満潮時に2回実施した・  

1回目の満潮時の2時間後と2回目の満潮時の2時間前  

とに表層水と表層から2m下の水を採取し，これらの2  

試水を等量ずつ混合したものを試料とした・年間試料数  

は80であった．   

測定項目は乃・ヘキサン抽出物質，カドミウム，シア  

ン，由，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀，  

PCB，フェノール類，亜鉛及び全クロムであった・なお，  

PCBの軋定は1回（8月）4測定点について行った・  

分析結果はいずれの測定点においても環境基準値以下で  

あった．   

2 豊前海研巨査   

昭和55年6，10，12月及び弱年3月に豊前水産試験  

場が豊前海の3測定点で採取した海水について，項目別  

に水産試験場と当課で分析を実施した・  

康に関する研究”の1業務があった．一般依頼業務は水  

道法に基づく原水水質試験及び浄水水質検査，飲料水の  

適否検査，依頼者の要請による各種水質試験及び検査，  

温泉法に基づく鉱泉分析及び小分析であった．   

以上の全業務における項目別分析実施件数は38603で  

その詳細は表56に示すとおりであった．また，当咋度  

に誌上発表及び学会発表を行った研究は“原子吸光法に  

よる水中の直鎖型アルキルベンゼンスルホン酸塩の間接  

定量”ほか15編であった．各業務の概要は以下のとお  

りである．   

環境及び汚濁源監視関係   

以下の9業務は，いずれも県環境整備局公害課の依頼  

によるものであった．  

1 有明海隅重   

昭和55年5，8，11月及び鵠年3月に有明水産試験  

場が有明海の10測定点で月1回採取した海水について  

表 56  項 目 別 分 析 実 施 件 数  

項  目  物性 定性 定量  項  目  物性 定性 定量  

1210   

1120  

1340   

372   

1170  

720   

1147  

699  

718  

62   

23  

13  

14  

】3  

15  

18  

pH  

DO  

TOC  

BOD  

COD  

SS  

T－N  

NHrN  

NO2－N  

NO3－N  

NO2・N＋NO3－N  

有機態N  

T-P 

PnOm・P  

KMnOl消費量  

強熱減量（Ⅰ．L．）  

HEM（乃・ヘキサン抽出物質）  

硬度（CaCO3）  

K  

Na  

Ca  

Mg  
Cl  

残留塩素  

含水率  

Fe  

Mn  

Zn  

Cu  

Pb  
T－Cr  

C;,s 

Cd  

As  

T－Hg  

R－Hg  

T－CN  

有機りん  

陰イオン界面活性剤（MBAS）  

F  

フェ／一ル類  

S  

SO42‾  

HCOJ  

遊離炭酸  

ラドン含有量  

魚類生息試験  

ジイソプロピルナフタレン  

2932  

1
 
3
 
0
 
仁
U
 
▲
U
 
7
 
6
 
▲
4
 
4
 
∧
U
 
7
 
8
 
4
 
4
 
3
 
2
 
2
 
7
 
7
 
7
 
7
 
6
 
■
b
 
6
 
■
b
 
2
 
0
 
1
 
4
 
8
 
1
 
8
 
2
 
9
 
1
▲
 
7
 
2
 
2
 
6
 
亡
U
 
3
 
4
 
2
 
5
 
3
 
5
 
8
 
7
 
2
 
2
 
2
 
2
 
7
 
6
 
■
b
 
O
 
5
 
0
q
 
2
 
亡
U
 
3
 
4
－
 
 

8
 
 
 
 
R
U
 
 
 
 
8
 
 
 
 
3
 
亡
U
 
1
 
1
 
1
 
1
 
8
 
4
 
 
 
 
q
V
 
7
 
7
 
7
 
1
 
A
－
 
1
 
 

9
 
1
 
8
 
7
 
8
 
7
 
7
 
 

1
 
一
．
1
 
 
2
 
 
1
 
 

8
 
 
（
U
 
 

■
h
）
 
 
5
 
 

1・フユニルート隠4－ジメチルフユニル）エタン 18  

〝  （3．4－  〝  ） 〝  18  

2－（2′一ヒドロキシー3／5′・ジーterトナチルフユニル）12   

・5・タロロベンゾトリ7ゾール  

3
 
4
 
3
 
6
 
1
 
A
V
 
3
 
（
U
 
 

A
V
 
 
 
 
 
7
 
 
3
 
 
3
 
9
 
A
「
 
2
 
 

8
 
8
 
6
 
8
 
3
 
 

PCB  

PCP  
スミチオン  

濁度  

色度  

蒸発残留物  

臭気  

味  

外観  

その他  

小計  

総計  

4
 
 
9
 
 
3
 
 

－
一
．
4
－
 
0
 
 

3
 
 
3
 
 
6
 
 

■
．
a
 
8
 
 

3
 
 
3
 
 
 

3
 
 
2
 
 
3
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

2
 
 

9
 
 
1
 
 

9
 
つ
〕
 
 

0
 
 3

 
 
 



ー32 一  

試料は満潮時に表層水と表層から5m下の水を採取し，  

これら2試水をそれぞれ等量ずつ混合したものと，干潮  

時に同様に採取，混合したものである．年間試料数は24  

であった．測定項目は 光一ヘキサン抽出物質，カドミウ  

ム，シアン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル  

水銀，PCB及び全クロムであった．なお，PCBの測定  

は1回（6月）1汎1定点について行った．   

測定結果はいずれの軋定点においても環境基準値以下  

であった．   

3 筑前海調査   

昭和55年5，8，11月及び弱年1月に福岡水産試験  

場が筑前海の2測定点で各月2回採取した海水について  

項目別に水産試験場と当課で分析を実施した．   

試料は表層水，表層から2m下の水，表層から5m下  

の水を採取し，これら3試水を等生ずつ混合したもので  

あり，年間試料数は16であった．   

測定項目は〝－ヘキサン抽出物質，カドミウム，シア  

ン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀，  

PCB及び全クロムであった．なお，PCBの測定は1周  

（5月）2測定点について行った．   

測定結果はいずれの測定点においても環境基準値以下  

であった．   

4 矢部川水系調査   

7河川に対して設定された8測定点及び1ダムに設定  

された1測定点で採取した試料のpH，BOD，SS（以  

上生活環境項目）の測定を12回（月1回），mC（特  

表 57  矢部川水系水質測定結果（pH以外mg／J）  

空川整及望 測定点 pH  bOD  SS  COD  TOC  T－N  T－P  
湖 沼 名  

1．4－1．8   1．3－11．2  

1．5±0．2   4．6± 2．8  

1．0－1．4   1．g－11．2  

1．2士0．2   4．7士 2．5  

1．2－2．8   0．8－10，7  

2．1士0．7   5．5士 3．7  

1．2－3．5   0．9－26．4  

2．6±1．1  7．1± 6．8  

3．1－8．3   3．3－18．4  

5．9士2．1 11．0± 4．9  

1．2－2．8   1．5－12．6  

0．6－ 1．9  0－ 】4  

0．9± 0．4  4±  4  

0．2－ 1．2  0－ 12  

0．7± 0．3  3±  4  

0．7－10，  0－ 】1  

2．1± 2．6  5±  4  

0．7－ 5．2  0－ 19  

1．g士1．3  5士  6  

1．6－ 4．4  0－  50  

3．0±1，0   10± 16  

0．2－ 2．6  0－ 19  

1．2－2．3   0．02－0．04  

1．9土D．5   0．03±0．01  

1．7－3．2   0．02－0．03  

2．3土0．7   0．03士0．01  

2．5－3．6   0．04－0．08  

3．0土0．5   0．05土0．02  

3．2－5．5   0．05－0．14  

4．2±1．0   0．08±0．04  

2．0－2．5   0．10－0．43  

2，3±0．2   0．25±0．14  

1．7－2．8   0．03－0，10  

2．2±0．5   0．05士0．03  

2．0－3．7   0．13－0，31  

2．7士0．7   0．22士0．09  

1．4－2．4    0．21－0．44  

1．9士0．4   0．32±0．09  

0．6－2．2   0．01－0．08  

1．4士0．7   0．03土0．03  

矢部川上矢馴橋（；：；；…：…  

7．0－8．ざ  

7．4±0．4  
星 野 川 尾野川橋（  

辺＃川中通橋（；二；；三：；  

白木川山下楕（；二；；：：；  

楠田＝三関堰（；芸言：：＿  

堰（；：；；三：；  

川i≡≡   

1．0士 0．6  6±  6  1．8±0．7   4．7± 3．0  

0．9－ 5．9    30－2370   2．4－6．6   3．4－35．0  
．・lい 瑞  

6．9－7．8  

7．2士0．3  

6．8－7．7  

7．1±0．3  

橋（  
3．1±1．6   332± 664  

0．9－ 3．9  3－121  

2．2± 0．9    29± 32  

0．9－ 4．7  1－ 11  

2．4±1．7  4±  3  

4．6±2．2  12．2± 8．5  

3．0－6．2   4．0－15．0  

5．0士1．5   8．9士 3．2  

1．0－6．9   2．1－11．0  

3．4士2，1  6．0士 3．9  

塩 塚 川 晴天大橋（  

日向神ダム鶴 橋I；：冨主…：芸  

上段：最小値一点大値．下段：平均値及び標準偏差  

表 58  遠賀川水系水質測定結果（pH以外mg／J）  

河川名 刺定点  pH  BOD  SS  COD  TOC  T－N  T・P  

口橋（；二2三言二；  

野楠（ 

1．0－7．7    2－ 3g  

3．1±2．4    7±10  

0．4－2．2    0－18  

0．9±0．5    5± 5  

0．7－1．8    2－ 34  

1．1士0．3  15± 9  

0．8－2．3    4－ 24  

1．5±0．4  13± 5  

1．1－2．7    0－142  

1．7士0．5   32± 48  

1．2－4．8   2．4－13．5   0，8－2．2  

3．0±1．6   7．5士 3．6  1．4士0．6  

0．05－0．10  

0．07士0．02  

八木山川 

i≡   
1．0－2．6   1．5－13．0  

1．8士0．8   5．7土 3．4  

1．2－3．4   2．2－13．0  

2．1士0．9   6．1± 3．5  

2．0－4．1   2．9－15．3  

2，9±1．1  7．1± 4．3  

2．6－8．8   3．6－12．3  

4．8±2、8   7．5± 2．4  

0．g－1．4   0．00－0．04  

1．1±0．2   0．02士0．01  

1．0－1．7   0．03－0．07  

1．2士0．3   0．04士0．01  

l，1－3．1   0．06－0．11  

2．1±0．8   0．08士0．02  

0．9－2．3   0．08－0▲19  

1．6士0．6   0．14士0．05  

1．2－1．7   0．04－0．10  

1．4士0．2   0．07士0．02  

穂波川天道橋（写二；；言二；  

千手川望簑羞菖（；：；；三：；  

中元寺川三ケ瀬橋（ 

大嶋川花の木堰（写：；；三：；  
0，9－3．5    2－ 40   2．4－5．6   2．0－18．6  

1．9士0．8  12±10   3．9土1．4   9．0士 4．6  

上段：最小値一最大値．下段：平均値及び標準偏差   
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表 59  大牟田市内河川水質測定結果（pH以タhg／J）  

河川名  刺定点  pH  BOD  SS  COD  TOC  T－N  T－P  

3．5－7．4    0．52－l．1  

5．0士1．7   0．81士0．19  

1．4－2．7   0．15－0．36  

2．0士0，6   0．21±0．07  

1▲3－2．4   0．03－0．12  

1．8土0．4   0．09土0．03  

2．2－4．4   0．19－0．87  

3．0±1．3   0．53±0．23  

2．0－3．0   0．26－0．70  

2．3士0．5   0．48±0－15  

1．0－3．1   0．07－0．20  

1，9士0．9   0．15士0．07  

1．6－3．8   0．03－0．15  

2．5土0．9   0，07土0．04  

1．0－1．4   0．06－0．19  

1．1±0．2   0．13±0．04  

1，9－4．0   0．12－0．33  

3．1士1．0   0．22土0．09  

4．4－40．  9－28   丁．4－61．   6．5－30．1  

22．1±10，4    6± 5  22．1士20．2  20．2士 8．6  

1．3－ 6，7    7－86   2．6－ 5．4   2．2－32．2   

3．5±1．8   28±23   3．9土 0．9 13．6土 臥2   

0．7－ 5．0    3－30   1．6－ 3．8   2．2－24．2  

1．8士1．1 14士 8   2．4士 0．8   8．4土 6．3  

1．l－15．  12－66   3．6－12．   3．8－30．5   

6．8± 4．7   35士15   6，4± 3．2 14．3± 8．2  

1．9－13．  5－74   2．6－ 7．4   3．0－20．2  

7．4士 3．6   20±18   4．8士1．6 12．0土 5．7  

1．4－13．  7－31   2．2－11．   2．4－27．3  

大牟捌五 月 楕【；：：主：二；  

三 池鉄  
河 口 鉄  慧†  

7．0－8．2  

7．5士0．3  

1  

川  

川  

川   

諏訪 ハ  

馬場町取水堰†；：三主…二…  

6．9－7，8  

7．3±0．2  

7．2－7．9  

7．5士0．2  

新堂 面 摘†   

和 幸返 橋†  
壁面   

新 川 橋‡；：：妄言二…  
11．8土 8．7   

2．1－12．7  

5．9士 3．4  

2．0－23．9  

10，5± 7．1  

1．7－21．8  

5．1士 4．3  17士 7   5．1土 3．3  

0．8－ 2．7    2－54   1，4－ 4．2  

1．6士 0．6  12±13   2．4士1．0  

1．0－ 8．5    5－30   2．8－ 7．6  

3．4士 2．5  17± 8   4．6士1．8  

1．4－11．  4－59   3．2－10．  

白銀  
三池電力所 
井  莞‡   

6．8－7．9  

7．3±0－2  

三池干拓内楕‡；二；芸…  
限  

7．0－8．0  

7．3士0．2  
塚 崎 橋（  4．0士 2．9  16±16   5．2土 2．5   9．5土 6．7  

上段：最′ト値一最大値．下段：平均値及び標準偏差  

殊項目）の測定を12回，カドミウム，シアン，鉛，六  

価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健康項  

目）．COD，全クロム，全窒素，全りん，MBAS（以  

上特殊項目）の測定を4回実施した．ただし，湖沼の環  

境基準が適用されるダムの水については，その生活環境  

項目であるCODの測定を12回実施した．また，PCB  

の測定は3軋定点の試料について1回実施した．   

健康項目の測定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（MBASと全クロムを除く）の  

測定結果は表訂に示すとおりであった．   

5 遺書川水系調査   

5河川に対して設定された6測定点で採取した試料の  

pH，BOD，SS（以上生活環境項目）の測定を12回  

（月1回），TOC（特殊項目）の測定を11回，カドミ  

ウム，シアン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキ  

ル水銀（以上健康項目），COD，全クロム，全室素，全  

りん（以上特殊項目）の測定を4回実施した．ただし，  

MBAS（特殊項目）の測定は5測定点の試料について  

4回，PCB（健康項目）の測定は1測定点の試料につ  

いて1回実施した．   

健康項目の測定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（全クロム，MBASを除く）の  

瓢定結果は衰亡強に示すとおりであった．   

6 大牟田市内河川爛査   

5河川に対して設定された9測定点で採取した試料の  

pH，BOD，SS（以上生活環境項目）及びTOC（特殊  

項目）の測定を12回（月1回），カドミウム，シアン，  

鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健  

康項目），COD，全クロム，全窒素（以上特殊項目）  

の測定を4回，全りん，MBAS（以上特殊項目）の測  

定を6回実施した．ただし，PCB（健康項目）の測定  

は3測定点の試料について1回実施した．   

健康項目の測定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（全クロムを除く）の測定結果  

は表労に示すとおりであった．   

7 筑前海流入河川調査   

21河川に対して設定された22測定点で採取した試料  

のPH，BOD，SS（以上生活環境項目），TOC（特殊項  

目）の測定を12回（月1回，ただし，永岡橋測定点は11  

回），COD，MBAS，全窒素，全りん（以上特殊項目）  

の測定を4回（ただし，永岡橋測定点は3回）実施し  

た．また，8測定点で採取した試料の塩素イオン（特殊項  

目）の測定を12回，15軋定点で採取した試料の全クロ  

ム（特殊項目），カドミウム，シアン，鉛，六価クロム，  

ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健康項目）の測定  

を4回実施した．ただし，PCB（健康項目）の測定は  

7測定点（宗像保健所管轄測定点も含む）の試料につ  

いて1回実施した．   

健康項目の卸定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（MBAS，塩素イオン，全クロム  

を除く）の測定結果は表60に示すとおりであった．   

8豊前海流入河川調査  

17河川に設定された21測定点で採取した試料につい  

て，pH，BOD，SS（以上生活環境項目）及びCOD，  

mC，塩素イオン（以上特殊項目）の瓢定を12回（月  

1回），カドミウム，全シアン，鉛，六価クロム，ひ素，   
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喪帥  筑前海流入河川水質測定結果（pH以外mg／I）   

芸健莞 河川名 刺定点 pH   T・N  T・P   

O．4－1．9   0．04－0，12  

1－2±0．6   0．09±0．03  

0．8－4．3   0．02－0．28  

1．8士1．7   0．11±0．11  

0．6－3．4   【）．05－0．43  

2．5±1．3   0．27±0．16  

1．0－3．8   0．13－0．44  

2．6±1．2   0．29±0．15  

2．1－4．1   0．31－0．63  

3．1±1．1  0，51±0．15  

2．2－2．6   0．06－0．18  

2．4±0．2   0．12±0．05  

1．7－2．4   0．07－0．23  

2．1±0．3   0．16±0．08  

1．1－2．2   0．03－0．06  

1．5±0．5   0．04±0．01  

2．1－3．2   0．31－0．52  

2．7±0．5   0．39±0．10  

1．2－1．8   0．02－0．06  

1．4±0．3   0．04±0．02  

2．0－2．7   0．09－0．19  

a3±0．3   0．13土0，05  

1．2－3．3   0．09・－0，18  

2．2±1．1  0．12士0．04  

1．2－1．9   0．05－0．19  

1．7±0．3   0．12±0．06  

1．1－2．3   0．05－0．23  

1．6±0．5   0，11士0．08  

1．0－1．5   0，04－0．05  

1．2±0．2   0．05±0．01  

1．8－1．9   0．06－0．10  

1．9±0，1   0．08士0．02  

0．7－1．2   0．01－0．09  

0．9±0．2   0．03±0．04  

0．9－2．1   0．10－0．34  

1．5士0．6   0．24士0．12  

1．2－4．1   0．19－0．71  

2．8士1．2   0．45士0．22  

0．6－2．7   0．04－0．36  

1．7士0．9   0．21±0．13  

3．3－8．1   0．44－0．91  

5．7±2．2   0．68±0．20  

0．5－1．1   0．03－0，10  

0．9±0，3   0．06±0．03   

BOD  SS   

l．1－ 6．2    5－139  

2．6±1．7   39± 41  

1．1－ 2．7    0－590  

1．8土 0．4   60±168  

1．1－ 8．1   3－ 83  

4．6± 2．5   23± 28  

1．9－ 9．2    4－250  

5．0± 2．6   43士 67  

2．2－20．  4－ 52  

9．1± 5，5  19±15  

1．3－ 4．3   1－206  

2．2± 0．9   49士 60  

1．3－ 9．5    6－100  

3．7± 2．6   24士 27  

0，7－ 2．7    0－ 40  

1。5± 0．6    9士11  

4．0－12．  2－170  

6．3± 2．2   30± 46  

0．8－ 2．8    0－ 39  

1．3± 0．6  11±11  

1．0－ 7．0   1－ 88  

2．8土1．8   2g± 27  

1．4－ 4．9   1－270  

2．8±1．2   48± 74  

0．9－ 3．6    0－140  

1．7± 0．8   45± 41  

0．8－ 4．8    2－ 48  

2．1±1．2  】9±14  

0，5－ 2．2    3－340  

1．0± 0．5   45± 95  

0．8－ 3．3    7－220  

1．8± 0．8   49± 57  

0．5－ 2．0    0－ 59  

1．0± 0．4  10士17  

1．4－10．  2－570  

COD  TOC   

l．6－ 4．7   3．8－17．9  

3．1土1．3   8．5士 3．8  

l，4－ 6．4   3．0－17．6   

3．0士 2．3   7．2± 4．4   

2．7－ 7．4   1．7－36．7   

5．9土 2．2 13．0± 8．8   

2．8－ 7．8   4．3－16．4   

5．9± 2．2  11．0± 3．8   

5．2－ 8．0   3．9－21．4   

7．0± 1．3  13．3± 5．5   

2．4－ 7．4   3．4－23．0   

5，1士 2．3  1t）．7士 6．4   

2．2－ 7．0   3．4－21．2   

5．1± 2．3  10．3± 5．4  

l．2－ 3．0   3．3－15．9  

l．9士 0．8   6．7± 3．5   

5，0－ 8．8   4．0－22．6  

6．5±1．6  13．3± 5．6   

0．2－ 3．0   2，3－12．2  

1．8土 1．3   5．5± 3．2   

乱2－ 6．2   1．6－20．2  

4．7±1．4 】0．4± 5．5   

2．0－ 6．3   2．8－27．5  

4．5± 1．9  11．3± 6．9  

1．2－ 5．8   1．7－22．7  

3．6士1．g   7．3± 5．8  

1．2－ 7．0   2．3－57．6  

3．g± 2．5  13．1±15．0  

1．4－ 3．6   1、7－15．4  

2．5±1．0   5．6± 3．g   

2．6－ 4．2   2．0－19．1  

3．3± 0．7   7．7± 5－2   

0．6－ 3．0   1．5－12．9  

1．5±1．1  4．8± 3．3   

2．1－ 5．0   2．1－23．2  

3．7± 1．5   9．5± 6．5   

3．4－ 9．1   3．2－16．2  

6．5士 2．4  10．7± 3．4  

1．6－ 5．4   2．7－27．1  

4．0土1．7   8．9± 6．5   

6．8－34．   4，5－33．5  

16．3±12．5  19．6± 8．4  

1．4－ 4．3   1．9－53．1  

2．3±1．4   8．7±14．1  

多々馴大隈橋（ 

久原川深井橋† 

須恵川酒殿楕（ 

宇美川亀山新橋（；二；；ニ：；  

中 川久保橋（；：；；三：；  

谷山川右ケ崎摘（ 

花鶴橋（；二；；三二；  

大馴橋（ i  

大根川   

湊 川湊  橋（；二：；三：；■  

瑞梅寺川池田川摘（ 

桜井川汐井楠（；二て；三：；  

富山川加布羅橋（；二：；ニ：；  

長野川赤坂橋（；：：；三二；  

一別川深江橋（；二；；三：：  

加茂川佐波橋（；二：；：：：  

福吉川福吉橋（；：；；三：：  

宝満川岩本橘（；二：；：二；  

山［川永岡楕（；：；；三二；  

和笠川大野橋（；二：；三二≡  

年額川瓦山橋（；：；；：二；  

諸岡川諸岡癌（；：：；ニ：；  

那珂川警弥郷橋（；二；；：：；   

4．】士 2．9   

2．6－ 8．8   

6．7± 3，2  

1．1－10．   

4，3± 2．9   

6．9－48．  

25．7±19．2  

1．1－ 2．6  

1．8士 0．5  

126±163   

4－240  

57± 67   

8－300  

77± 93   

8－220  

49士 58   

1－650  

67±184  

上段：最小値一最大値．下段：平均値及び標準偏差  

全水銀，アルキル水銀（以上健康項目），全クロム，全  

窒素，全りん，MBAS（以上特殊項目）の測定を4回  

実施した．PCB（健康項目）の測定は9測定点の試料  

について1回実施した．更に，3河川に対して設定され  

た3軋定点及び1補助測定点で4回，通日測定として24  

時間を通して2時間ごとに採取した試料のpH，BOD，  

SS，COD，TOC，塩素イオンの測定を実施した（なお，  

補助測定点は8時間ごとに試料採取を行った）．   

健康項目の測定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（全クロム及びMBASを除く）  

の測定結果は表61に，通日測定結果（生活環境項目）  

は表62に示すとおりであった．   
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表 別  豊前海涜入河川水質測定結果（pH以外mg／J）  

河川名  刺定点  pH  bOD  SS  COD  TOC  T－N  T－P  

小波馴二崎橋（ 
0．8－1．6   0．07－0．12  

1，2±0．3   0．】0：土0．02  

0．6－2．1   0．07－0．25  

1．3士0．6   0、14±0．08  

0．8－1．3   0．04－0．11  

1．1士0．2   0．07±0．03  

0．6－1．2   0．01－0，06  

1．0士0，3   0．04：土0．02  

0，6－l．6   0．01－0．07  

l．1士0．4   0．04士0．03  

0．9－2．0   0．16－0．30  

1．5士0。5   0．20±0．07  

0．4－1．4   0．03－0．06  

0．9士0．4   0．04：土0．0】  

0．5－1．5   0．01－0．04  

0．9土0．4   0．02±0．0】  

1．2－2．6   0．02－0．08  

乙0士0．7   0．05土0．03  

0．3－1．7   0．02－0．05  

0．9士0．6   0．03：土0．02  

0．6－1，1   0．00－0．03  

0．9：土0．3   0．01：土0．01   

0．3－1．7   0．02－0．06  

l．0士0．7   0．04士0．02  

0．6－1．4   0．01－0．09  

】．0土0．4   0．04士0．03  

1．1－2。2   0．03－0．24  

1．5士0．5   0．13±0．09  

0．6－1．0   0．03－0．07  

0．8±0．2   0、04±0．02  

0．5－1．0   0．03－0．07  

0．丁士0．2   0．05土0．02  

0．5－0。6   0．02－0．05  

0．5±0．1  0．03士0．02  

0．6－2．1   002－0．11  

1．4：土0．8   0．06土0．04  

0．2－】．7   0．02－0．06  

0．9士0．6   0．03土0．02  

0．4－1。3   0．03－0．19  

1．0：土0．4   0．08土0．08  

0．8－2．0   0．02－0．10  

1．2士0．5   0．05±0．04  

0．8－3，5    2－113  

1．6士0．8   23士 29  

0、9－4．6    3－ 87  

2．2±1．2   22± 29  

0．7－5．4  3－ 62  

1．7士1．3   21士17  

0．4－5．9  1－140  

1．5：土1．5   20士 38  

0．4－2．2  1－ 65  

1．1±0．6   16±18  

1．3－4，8    4－ 68  

2．5士1．3   17±18  

0．4－2．5    4－ 88  

1．2士0．7  15± 23  

0．5－1．9  1－ 44  

0．9士0．4    9土13  

0、7－2．7     0－ 35  

1．4±0，6   10± 9  

0、5－2．5    0－ 21  

1．1士0．6    7± 7  

0．1－1．4     0－  6  

0．7土0．3    3± 3  

0．7－1．8    0－ 47  

1．2士0．3    9±14  

0．4－1，9    0－10  

1．0：土0．4    3± 4  

0．8－5．1  0－ 20  

2．2士1，8    7士 6  

0．1－1．4  0－ 12  

0．8士0．3    5士 4  

0．4－1．5    0－14  

0．9士0．3    5± 4  

0，3－9．8    0－12  

1．6：土26    3：土 3  

0．4－1．6    0－16  

1．1土0．4    6± 5  

0．7－2．3    0－14  

1．0士0．5    3士 4  

0．6－2．8  l－ 34  

1．3士0．7    9士10  

0．4－1．3     0－  5  

0．9士0，3    5± 5  

1．6－ 6．4  3．0－19．4  

3．3士 1．6  9．5士 5．4  

2．2－10．  3．4－17．2  

4．2± 2．3  9．5± 3．9  

1．7－ 7．8  3．0－16．2  

3．6士 2．1 8．5土 4．2  

1．3－11． l．3－14．8  

3．2士 2．8  6．3土 3．5  

0－2－ 7．2  2．3－10．1  

2．6土 1．9  5．9士 3．0  

3．1－ 9．8  3．5－18．1  

5．6± 2．010．8士 4．4  

1．6－ 6．8 1．8－16．2  

2．8士 1．4  8．6士 3．8  

0．6－ 4．8  0．6－ 9．3  

2．2±1．3  4．7± 2．5  

l．8－ 7．8 1．9－16．9  

3．7：土 1．9  7．5士 4．7  

1．5－ 4．0 1．9－14．4  

2．7士 0．8  6．1± 4．2  

0．6－ 3．3  1．4－10．0   

1．6：土 0．8  4．7± 3．0   

1．4－ 5．4  l．5－33．1  

3．2± 1．4  8．5± 8．7  

1．7－ 5．0 1．2－13．8  

2．4± 0．9  5．1士 3．5  

1．5－ 9．1  0．8－19．1  

3．7士 2．2  6．8± 5．5  

1．1－ 3．6  1．0－12．8  

2．1士 0．8  5，0± 3．8  

1．4－ 4．5  1．2－11．9  

2．6士 1．0  5．0± 3．2  

1．8－20． 】．0－20．2  

川橋（ 

音寺橋（；二三；：二；  
川†；  

長峡   

今川汐止堰（；二ご；：二；  

野口楠（ †  

一今  日   

江尻川常盤橋（ 

楠（ 

楕（ 枝川i…≡  

音無川松原橋（；二；；：二；  

宮橋（；二；：：：；  

幡橋（ 

城井川 

†…   

岩丸川西の楕（ 

極楽馴神木橋（ 

如寺川吾妻楕（；：；；：二；  

上河馴滝ノ本橋（；二；；；二；  

角田川角旺＝‖楕（；二；；：：：  

中 川疇の上堰（ 

岩岳川沓洗橋（；：：；三：；  

佐井川佐井川楕（ 

黒 川新川摘（ 

友枝川貴船橋（ 

4．0士 与．1  

1．4－ 4－2  

2．6± 1．0   

0．6－ 3．4  

2．0士 0．9  

0．8－ 6．9  

3．5± 1．8  

0．8－ 3．4  

2．0：土 0．8  

6．4：土 5．4   

0，8－14．5  

5．5± 3．7   

1．0－12．8  

4．2士 3．2  

1．6－18．9   

丘8：土 4．9  

2．4－12．6  

4．9士 3．0  

上段：最小値一最大値．下段：平均値及び標準偏差   

9 エ場排水調査  

県環境整備局公害課と各保健所は特定事業場（延べ  

701）に対して，水質汚濁防止法に基づく排出水調査の  

ため，立ち入り採水を行い，その分析，測定を当課で担  

当した．測定結果は表63に示すとおりで，排水基準に  

適合しなかった事業場数は93であり，その不通率は約  

13％であった．排水基準不適状況をみると，pH，BOD  

及びSSの排水基準を超えた事業場の大部分は食料品製  

近業であった．また，メッキ菜では全クロム，亜鉛及び  

シアンが，鉱業ではカドミウムが，科学技術に関する専  

門教育を行う事業場では全水銀がそれぞれ排水基準を超  

えているのがみられた．   

環境状況及び浄化対策関係   

1 瀬戸内海栄♯塩削減対策調査   

瀬戸内海環境保全特別措置法第12条3に規定する指  

定物質削減指導方針の策定又は変更のための調査及び指   
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表‘2  豊前海流人河川水質の通日測定結果  

（pH以外mg／J）  
表 尉  工場排水測定結果（pH以外m＆／J）  

分析項臼 馴、値 最大値 ）測定数  河川名  利定点  測定月 pH BOD SS  

51 
l  

1  

8（；：；妄言：；…長吉：；；主l；  

pH  3．2  

BOD  o．o  

SS  o  

COD  o．o  

HEM  o  

Cd  o．00  

pb  o．o  

T・CN  o．00  

Cr8十  0．00  

T・Ⅰセ  0．0000  

R－Hg  o．0000  

As  o．00  

有織りん  0．O  

PCB  o．0000  

T・Cr  o．o  

Zn  o．o  

Cu  o．o  

Fe（溶解性） 0．0  

フェノール類 0．00  

F  o．1  

Mn（溶解性） 0．O  

cl＊  9．0  

T－N  o．12  

T・P  o．01  

12．4  8
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今 川  今川汐止嘩  
0．5－0．9  0－  9  

0，7士0．1 4士 2  11（；二；主：：…  

7」→7．7 1，9－5，9 32－140  

7．4士0，2 3．3士1．3 73士 39  

7．1→7．5 1．2－1．9  3－ 16  

2（  

5（；二；  士0．11．5士0．2 11士 4  

7．0－7．3 1．4－2．5  6－ 20  

8（；二；  士0．1l．9士0．3 11士 4  
長峡川  亀 川 橋  

111；：…主三：：：二：主；二；呈主；   

J7．1－7．5 2．4－4．4 18－ 87  

▲    2†；二…妄言：；  3．3士0．5 35士 20  

5（；：；主：：；2：；主三：；  

2－ 17   

9士 4  

l－ 12   

5士 3   

0－ 12   

4士 3  

1－ 88  

24± 28  

l－  4   

2士 2  

1－ 14   

6士 7  

0．32．8  

1．3士0．9  

0．4－1．5  

0．7土0．3  

0．9－1．7  

1．1±0．2  

l  

7．2－7．4  

7．3士0．1  

i  

7．4 －8．4  

8．0±0．3  

†  
7．2－7．7  

7．4士0．2  

8  

ll  

2  

沓 尾 楕  

5（ 
8† 

＊ 川田井堰  

11† 

2†；：三妄言：；；：3主ここ；2：主：；   

＊基準値なし  
＊補助測定点，上段：最小値→最大値，下段：平均値及び標準  
偏差   

定物質削減指導等を実施することを目的とする調査であ  

った．調査対象地城は瀬戸内海環境保全特別措置法第5  

条に定める福岡県の地域で調査対象事業所数は細事業  

所で102試料について全りんの測定を環境整備局公害課  

の依頼により実施した．なお併せて，一般項目について  

も調査を実施した．   

2 瀬戸内海広域総合水質爛査   

瀬戸内海における，水質汚濁の広域化，深刻化に対処  

し，総合的な水質汚濁防止対策の効果を把握するために  

必要な資料を得る目的で，その実態調査を県環境整備局  

公害課の依頼により実施した．   

調査内容は海域調査（海域における水質調査及びプラ  

ンクトン調査）及び河川調査である．当課は，豊前海に  

流入する7河川の7地点のpH，COD，アンモニア性窒  

素，亜硝酸性窒素，硝酸性窒素，りん酸性りん，全室素  

及び全りんの調査を担当し，昭和55年5月に錮査を実  

施した．   

3 未規制汚濁源水質隅査   

本調査は水質汚濁防止法で規制対象となっていない汚  

濁源業種及び項目について，排水水質等の実態調査を実  

施し，同法に基づく規制措置に関して必要な基礎資料を  

得ることを目的としたものである．   

昭和55年10月から同紙年1月まで，未規制業種に  

係る事業場のうちでパン菓子製造業数4，飲料製造業数  

4，飼料，有機肥料製造業数4を対象にそれぞれ排水の  

調査を県環境整備局公害魂の依頼により実施した．   

測定項目はpH，BOD，COD，SS，n－ヘキサン抽出物  

質であった．以上の項目について特殊施設からの排水と  

処理後の排水を分析測定した．なお，総分析検体数は60  

であった．   

4 りん削減対策隅査   

本調査は宮栄養化対策を効率的に推進するため，工場，  

事業場等の原料，副原料の転換，生産工程の改善及び薬  

剤の回収等の工程におけるりん削減の方途について実態  

調査を行い，業種ごとの指導方法を検討するための基礎  

資料を得ることを目的としたものである．   

昭和55年11月から同弘年1月まで，水産練製品製  

造業，味そ・しょう油・食用アミノ酸製造業，単体飼料   
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8 松くい虫薬剤防除安全確綺Ⅶ査に伴う水系薬剤残  

留萌査   

県水産林務部緑化推進課は昭和55年6月初旬から6  

月下旬まで松くい虫防除対策として県北部地域にスミチ  

オン空散を実施した．これに伴って散布地域の井戸水，  

プール水（県環境整備局公害課依頼業務），河川水，汽  

水（水産林務部依頼業務）の薬剤汚染の有無を知るため  

に当課へ搬入された合計95検体の分析を実施した．な  

お水産林務部依頼業務は林野庁委託業務で，当所の環境  

生物課が主体となり，当課は水質関係の調査を分担しナ∴   

9 有機塩素系殺虫剤による環境汚染状況調査   

環境庁による“瀬戸内海の底質及びそれに流入する河  

川の底質，及びその流域の土壌調査”の補完調査として，  

哨和55句三8月に河川水2検体（佐井川，長峡川）につ  

いてドリン系農薬の分析を県環境整備局公害課の依頼に  

より行った結果，ドリン系農典はいずれも検出されなか  

っナこ．  

10 農薬lこよる河川汚濁璃査   

昭和泌咋3月に大隈保健所管内の河川で魚類の異常  

へい死が発生したため，採水した試料4検体について，  

硫黄分，PCPの分析及び魚類（グッピー）の生息試験  

を県環境整備局公害課の依頼により実施した・生息試  

験では供試魚のへい死は観察されなかったが，硫黄分，  

PCPは1検体に検出された・  

11水銀汚染状況飼主   

宝満川上流岩本僑での水質及び底質の全水銀の調査を  

昭和55年10月県環境整備局公害課の依頼により実施し  

た．その結果は水質0．0000mg／J，底質0．01／唱／gであ  

っ■た．   

12 地下水水銀調査   

昭和55年8月中旬に，県内某地区において，団地専  

用水道水から水銀が検出される事態が発生した・ただち  

に原因究明と，実態把握のため，県環境整備局整備課及  

び所持保健所とともに，現地調査を実施し，分析検討を  

行った．その結果，有機水銀（塩化メチル水銀及び塩イヒ  

エチル水銀）は検出されなかったが，数箇所の周辺の  

ボーリング水から無機水銀が検出されじ 水銀の検出レ  

ベルは，その後減少傾向がみられた・   

また水銀が検出されたポーリング井戸のコアの分析を  

行ったところ，バックグラウンド値との間に差異は認め  

られなかった．   

水銀検出の原因については，不明であり，現在も調査  

を継続中である．  

13 大牟田港濠漢書業監視網重   

大牟田港唆深事業実施に伴い，余水処理施設から大卒   

製造業，植物油脂製造業，高炉による製鉄業（コークス  

炉を有するもの），繊維製衛生材料製造業及びソーダ工  

業については各々1事業場，電気機械器具製造業につい  

ては2事業場を対象に調査を県環境整備局公害課の依頼  

により実施した．測定項目はpH，COD，アルカ リ度，  

全りん，りん酸性りん，全窒素，有機性窒素，硝酸性窒  

素，亜硝酸性窒素及びアンモニア性窒素であった．以上  

の項目について各工程からの排水と処理後の排水を分析  

測定しじ なお，総分析検体数は47であった．   

5 化学物質実態調査   

環境庁委託業務として，l昭和55年9月県環境整備局  

公害課とともに有明海2箇所（1箇所の検体採取地点数  

3）において採取した検体の精密環境調査及び一般環境  

洞声を実施しじ精密環境調査として，水質，底質，触  

類各6検体合計18検体，一般環境調査として，水質，  

底質各6検体合計12検体を分析しナ∴ 当課が担当した  

分析項目は精密環境調査として，ジイソプロピルナフク  

レン，1－フユニルー1－（2，4・ジメチルフェニル）エタン，1－  

フユニルー1－（3，4－ジメチルフェニル）エタン，一般環境  

調査として，2－（2′一ヒドロキンー3′，5’－tert－プチルフユニ  

ル）－5・クロロベンゾトリアゾールであった．   

6 浄化稚によるし尿処理システムの改善調査   

本調査は，福岡県における，いわゆる無届浄化槽の設置  

及び維持管理状況について実態を把握し，今後の浄化槽  

によるし尿処理行政の円滑な推進に資するための調査で，  

県環境整備局整備課の依頼により実施したものである．   

昭和56年2月及び3月に八女，飯塚，京都，筑紫及  

び久留米保健所管内のし尿浄化槽排水帥試料について，  

BOD，塩素イオン及び亜硝酸反応の測定を実施した．そ  

の結果，BOD は6．2－590mg／l，塩素イオンは55．6r  

267mg／Jであった．   

7 河川及び海域の底質調査   

県環境整備局公害課の依頼により，職和泌年4月か  

ら同粥年3月まで，6河川水系と有明海に設定された  

45測定点から1回底質試料を採取し，分析を行った．   

測定項目はpH，含水率，強熱減量，COD，硫化物，  

雅一ヘキサン抽出物質，カドミウム，シアン，鉛，ひ素，  

全水銀，全クロム及びPCBであった．なお，PCB の  

測定は矢部川及び有明海の各1測定点，筑後川の2測定  

点並びに豊前海流入河川水系の4捌J定点の計8測定点に  

ついて行った．   

6河川水系の闇で測定値を比較すると，矢部川ではひ  

素の含有量が，大牟田市内河川ではカドミウムの含有量  

が比較的多い傾向があった．  
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田川航路部へ放流される処理水について監視調査を県環  

境整備局公害課の依頼により実施した．昭和55年5，  

7，8，9及び10月に月1匝l余水処理排水口で採取し  

た試料についてSS，カドミウム及び全水銀を測定した．  

14 有明地区大規模漁場保全事業（カキ穀除去）に  

伴う土砂分析   

県水産林務部水産振興課は有明海において近年カキの  

異常発生がみられるため，カキ殻除去工事を実施した．  

それに伴って工事区域の土砂2検体について溶出試験及  

び分析を県環境整備局公害課の依頼により行った．分析  

項目は含水率，シアン，カドミウム，鉛，全クロム，六  

価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀，全りん及び  

PCBであった．  

15 小石原Jtl合成洗剤等挙動調査   

筑後川水系の小石原川水域における甘木市からの合成  

洗剤等の挙動調査のため，昭和55年11月及び昭和三強  

年1月に小石原川本流及び支流に測定点を設け，流量，  

BOD，SS，COD，TOC，塩素イオン，全室素，全りん，  

MBAS の通日調査を県環境整備局公害課の依頼により  

実施した．  

16 PCBを含む底質の環境汚染追跡職査   

故紙再生工場排水口の周辺底質のPCB汚染状況を把  

握するため，附和55年8月に調査を県環境整備局公害  

課の依頼により実施した．調査地点は7地点であった．  

17 ため池の水並びにクリーク水に係る水質調査   

三橋町のため池の水並びに大木町のクリークの水に係  

る苦情に対処するため，水質調査を県環境整備局公害課  

の依頼により実施した．三橋町のため池の水については  

昭和55年4月と6月の各月に2地点で1回ずっ，また  

大木町のクリークの水については同年11月に2地点で  

1同水質試料を採取L／，pH，BOD，SS，CODなどの調  

査を実施した．   

被 害 関 係   

水域における魚類の異常へい死原因究明憫重   

昭和55年6月に新宮町の牢田川で魚類の異常へい死  

が発生した．その原因究明のために採水した試料を用い  

て魚類（グッピー）の生息試験と水質試験とを県環境  

整備局公害課の依頼により実施した．その結果，供試魚  

のへい死は観察されず，また測定した水質についても異  

常値がみられなかった．したがって，原因物質は既に流  

下拡散して試料申に全く含有されていなかったか，ある  

いは含有されていたとしてもその量は供試魚に対して影  

響を及ぼさない程度の極めて少量であったものと考えら  

れる．また同年8月に山川町のため池で，10月に大任町  

の養魚池で魚額の異常へい死が発生したため原因究明誼  

査を行った．異常へい死の原因は現地の池がいずれも停  

滞水域であり，周辺から汚濁水が流入し，溶存酸素の欠  

乏状態を生じたことによるものと推定された．   

分析法の検討関係   

以下の3業務はいずれも環境庁からの委託によるもの  

であった．  

1水質分析方法検討試儀（COD測定方法の検討）   

環境庁告示によるCbD試験方法に比べて，操作が簡  

便で，かつ測定コストが低廉な測定方法について，それ  

らの方法が代替法として有効であるか香かについて検討  

した－ これらの検討試験は長崎県衛生公害研究所と福岡  

市衛生試験所とともに担当し，総括的調整は当所が行っ  

た・この結果は本誌学術関係事績p．59に要約した．   

2：曙墳測定分析統一柵度管理職査  

本調査は，環境測定分析に関する信頼性の確保と精度  

の向上に必要な基礎資料を得ることを目的として全国都  

道府県，政令市の公害研究機関において実施された．   

昭和55年7月から8月まで，日本環境衛生センター  

を通して各機関に送付された同一標準試料（底質）に  

ついて分析を行った．   

分析対象項目はひ素，全クロム，指定された溶出方法  

に従って調製した溶出液並びに溶出液を取り除いた残連  

のケールグール窒素及び全りんであった．   

3 化学物賃の分析法の検討   

当所が依頼された化学物質のうち当課で担当したもの  

は，研一アミノベンゼンスルホン酸及びピロールである．  

分析法は本誌学術関係事摸p．58，59に要約した．   

水道水，飲料水及び温泉関係   

1 厚生省依頼  

1・1環境と人の健康に関する研究   

地方衛生研究所全国協葛会は昭和55年度の諷査研究  

として，飲料水申の各種無機成分と脳卒中，心臓血管病  

などによる死亡率との関係を追求し，併せて人のミネラ  

ル摂取源としての飲料水中の無機成分の役割を明らかに  

することを目的とした表記課題を実施した．当課は分担  

研兜業務として，飲料水申の無機成分の分析を担当した．  

調査対象地としては県内の2市を選定し，昭和55年12  

月，2市の水道から各5検体合計10検体の水道水を採  

取し分析した・分析項目はpH，蒸発残留物，カリウム，  

ナトリウム，マグネシウム，カルシウム，鉄，亜硝酸性  

窒素，硝酸性窒素，塩素イオン，硫酸イオン，総アルカ  

リ度，P－アルカリ度，溶性けい酸，亜鉛，カドミウム，  

銅，マンガン，鉛，ひ素，ふっ素イオン，クロム，水銀，  

電気伝導率であった．   
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2・2 飲料水の適否検査（飲料水簡易検査）   

当年度実施した飲料適否検査の総件数は158件であっ  

た．そのうち不適件数は，65件（不適率41．1％）で，  

不適率は前年度（33．3％）に比べて増加した．項目別  

の不適率は表65のとおりで，濁度及び鉄による不適が  

多く認められた．   

2・3 鉱泉分析   

当年度実施した鉱泉分析は13件であった．鉱泉分析  

の結果，判明した泉質及びその数は，単純温泉1，アル  

カリ性単純温泉7，単純弱放射能温泉1，単純放射能冷  

鉱泉3，カルシウム・ナトリウム一塩化物温泉1であっ  

た．  

2 一般依頼検査   

2・1水道原水及び給水の精密検査   

水道法で定められた精密検査の総件数は672件（前年  

度尉0件）であり，その内訳は原水365件，給水307件  

であった・それぞれの不適件数を調べたところ原水㌘4  

件（不適率75．0％），給水45件（不適率14．6％）で  

あった・項目別の不適件数及び総不適件数に対する割合  

は表朗に示すとおりで，例年同様，濁度，色度，鉄に  

よる不適率が高かった．なお原水についての水質基準値  

はないが，原水の清濁の程度及びその内容を把握するこ  

とは浄化法の検討に対して参考となるため，給水の水質  

基準値を用いて不適件数及び項目別の不適率を示した．  

表 鋸  水道原水及び給水の項目別不適件数  
環境理学課  

昭和55年度における当課の主要業務は廃棄物関係で  

は県環境整備局整備課依頼により工場団地の観測井に係  

る地下水の分析，有害物質に係る産業廃棄物の検定，そ  

の他産業廃棄物適正処理指導のため，産業廃棄物最終処  

分場からの湧出水の分析，住宅床下土壌に生成した物質  

の同定及び簡易水道浄水池横の採石場跡に生じた溜り水  

の分析等を行った．   

以上の業務のほか，環境庁委託による化学物質実態調  

査及び環境測定分析統一精度管理調査に参加した．前者  

では2－アミノー5－クロロヰメチルベンゼンスルホン酸と  

♪－トルイジンー2－スルホン酸の2物質を，後者では全クロ  

ムの分析を当課で担当した．   

騒音振動関係では県環境整備局公害課の依頼により，  

福岡空港周辺航空機騒音データ解析，某施設移転候補地，  

製茶工場等の騒音，振動調査，新幹線鉄道騒音振動実態  

調査，環境庁委託による末規制施設の騒音，振動発生実  

態調査を行った．   

研究業務では製紙汚泥の試料採取方法の検討，航空機  

騒音コンターに関する研究，在来線鉄道騒音の評価方法  

に関する研究を行った．   

廃棄物関係   

1 エ場団地の観測井に係る地下水の分析   

A工場周辺地下水の排水方法及びカドミウム含有量調  

査の目的で，工場団地の観測井の地下水を採水し，カド  

ミウム及びpHを測定した．   

2 有害物質に係る産業廃棄物の検定   

有害物質に係る産業廃棄物の排出事業所立入検査によ  

って採取した試料及び処理業者取扱いの廃棄物について  

検定試験を行った．その結果，2試料のばいじんから埋   

項目別不適件数  
不適件数  総不適件数  
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立処分に係る判定基準値以上のカドミウムを検出したが，  

いずれも適正に保管，処分されていじ そのほかの試料  

はすべて埋立処分に係る判定基準値以下であった．   

3 そ  の  他   

3・1産業廃棄物最終処分場からの湧出水の分析   

産業廃棄物適正処理指導の目的で最終処分場からの湧  

出水の分析を行ったが有害物質は検出されなかっじ   

3・2 住宅床下土壌に生成した物質の同定   

住宅床下土壌に生成した物質を分析しその処置につい  

て検討した．物性試験，主成分分析，廃棄物処理法で規  

制対象となっている有害物質の分析を行った結果，主成  

分は硫酸アルミニウムであった．標記物質は中和凝集沈  

殿処理を行い安定化させたのち，埋立処分するのが適正  

であろう．   

3・3 簡易水道浄水池横の採石場跡に生じた溜り水の  

分析   

上記溜り水が地下水に及ぼす影響の有無を判断するた  

めに分析を行ったが，有害物質は検出されず地下水への  

影響はないと判断された．   

麟音振動関係   

1 福岡空港周辺航空機疇音データ解析   

昭和㍊，封年度に騒音コンター作成の基礎資料を得  

る目的で航空機騒音基礎調査を実施したが， この基礎  

資料等をもとに算出した荷重等価平均感覚騒音レベル  

（WECPNL）の予測値が実測値とどの程度適合するか  

について比較検討を行った．比較した地点及び実測値は  

昭和別年度に実施した航空機騒音に係る環境基準達成  

状況調査の20地点及びその地点における測定結果であ  

る（1地点原則として連続7日間の測定を実施）．その  

結果，実測値と予測値の差（絶対値）が1以下，2，  

3，4及び5以上であったものは145データ申それぞれ  

67（全体の46％），21（14％），24（17％），16（11％）  

及び17（12％）であった．   

なお，解析は管理課と共同で行った．   

2 製茶工場唇音調査   

広川町にある製茶工場から発生する騒音に対し，周辺  

住民から苦情があったため，昭和55年6月12日実態調  

査を行った．その結果を要約すると次のとおりである．   

1）工場内には粗揉機，申揉機，精揉機等の施設が設  

置されているが，苦情者宅に最も影響を与えているのは  

精揉機で，その騒音レベルは施設中心から1m地点で  

84dB（A）であった．  

「2）工場から発生する騒音はほぼ定常音で，苦情者宅  

に面する工場数地境界線上での騒音レベルは誠一68dB  

（A）であった．   

3）防音対策として精揉機をトンネル状に囲った結果，  

苦情者宅前で4－6dB（A）の滅音効果が得られた．   

3 新幹線鉄道騒音振動実態調査   

県内の新幹線鉄道は昭和餌年3月開業以来，列車速  

度約100km／hで運行されていたが，旧炭鉱地帯の路盤  

が安定したことにより昭和55年10月から約200km／h  

にスピード アップされた．このスピード アップによる  

騒音，振動の変化を把握するため商方市一久山町聞の新  

幹線鉄道沿線5地区において実態調査を行った．調査は  

沿線市町の協力を得て県環境整備局公害課とともに昭和  

55年7月24日から9月12日までの期間中（スピード  

アップ前の調査），昭和55年10月2日から10月9日ま  

での期間中5日間（スピード アップ後の調査）行った．  

測定地点は軌道中心から直角方向に，騒音については25，  

50，100及び200mの4地点，振動については原則とし  

て12．5，25及び50mの3地点であった．測定方法は  

“新幹線鉄道騒音に係る環境基準について（告示）’‥‘環  

境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について（勧  

告），，に定める方法によった．その結果，騒音は評価値  

で3LlldB（A）平均7．9dB（A），振動は同じく評価値  

で2－13dB平均7．4dBそれぞれスピード アップ前に  

比べ大きくなった．   

また，上記の調査に引き続き，新幹線鉄道騒音振動が  

問題となると思われる地点において，その実態を把握し  

今後の騒音振動対策及び監視体制等の検討資料を得るた  

めに実態調査を行った．諏査は昭和三強年1月30日から  

2月7日までの期間中5日間，直方市一久山町間の沿線  

15地点（主に民家前）を選定し行った．その結果，騒  

音は75T86dB（A），振動は45－69dBであった．   

4 未規制施設辱音発生実態Ⅶ査   

本調査は環境庁委託業務で，騒音規制を高め，住民反  

応に対応した規制を期するために，苦情対象となってい  

る施設や都道府県の公害防止条例による〟積出し施設”  

などから調査対象施設を選定し，当該施設の騒音発生状  

況等を把握し，特定施設の見直しなど騒音規制改訂のた  

めの検討資料を得ることを目的として行ったものである．   

調査対象施設は冷却塔10台，空気圧縮機8台，送風  

機7台，かんな盤5台，冷凍機10台，と石切断機10台，  

丸のこ盤5台，帯のこ盤5台，旋盤7台，コンクリート  

ブロックマシン10台，コンクリート桂・管製造機10台，  

研削盤3台，撚糸機5台，バーナ5台の合計14種類100  

施設である，調査項目は1）工場・事業場の概要，2）  

調査対象施設の概要，3）騒音レベルの測定であった．  

調査は県環境整備局公害課とともに北九州市，福岡市，  

久留米市及び大牟田市の協力を得て，昭和55年8月か   
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調査項目も従来どおりで，各林分について種類組成，  

樹勢度，人為影響，樹木の葉のクロロフィル量，着生地  

衣群苫群落などの調査を従来の調査の場合と同じ方法で  

行った．  

1・2 結果の概要   

組成は各林分とも前回の調査結果とほとんど変らなか  

ったが，豊津の林分で高木層のアカマツとクロマツが多  

数枯死伐採されたため階層構造が著しく変化した・   

植生関係及び環境・人為関係の諸評価の結果を表67，  

68に示す．また，表68の右半には各林分のクスノキと  

コジイ又はスダシイの葉のクロロフィル（a＋b）量  

と各項墳指梼の森及びその近辺の他の林分の着生地衣辞   

表 槌  昭和55年度調査した環境指標の森  

ら12月までの間に行った．   

5 未規制施設振働発生実態鯛査   

本調査も環境庁委託業務で，振動規制法に特定施設と  

して規定されていない施設の振動発生状況等を把握し，  

特定施設の見喧しなど振動規制法改訂のための検討資料  

を得ることを目的として行ったものである．調査対象施  

設は遠心分離機7台，振動コンベア4台，圧縮機・冷凍  

機7台，ダイカストマシン3台，撚糸機2台，レース編  

機4台，抄紙機6台，コルゲートマシン4台，大型ゴミ  

用粉砕機3台の合計9種類40施設である．調査項目は  

1）工場の概要，2）調査対象施設の概要，3）施設の  

設置状況，4）振動レベルの測定，5）周波数分析であ  

った・調査は県環境整備局公害課とともに昭和55年9  

月から12月までの間に行った．  

所 在 地   略称  植  生  

ミミズ′ヾイ・スダシイ群集  

イチイガシ群集  

ハクサンボクーマテバシイ群集  

コジイークロバイ群集  

スダシイ・ヤプコウジ群集  

コジイ・クロバイ群集  

イチイガシ群集  

アカマツ群落  

クスノキ群落  

春日市・春日神社 春日  

夜須町・中津屋神社 夜須  

岡垣町・成田不動寺 岡垣  

朝倉町・恵蘇八幡宮 朝倉  

中間市・転任公開 中問■  

添田町・須佐神社 添口】  

浮羽町・賀茂神社 浮羽  

豊津町リト笠原神社 豊津  

三橋町・三柱神社 三橋  

環境生物課  

当課の主要業務は毎年固定化しているので，当年度も  

主要業務には大きな変化はなく，例年どおり，県環境整  

備局依頼による“環境指標の森”の植物学的調査及び原  

水産林務部依頼による松くい虫媒介昆虫の‘－薬剤防除安  

全確認調査’’を実施した．依頼検査では，例年どおり衛  

生害虫同定検査の散発的な依頼があったほか，数年ぶり  

に殺虫剤効力試験の依頼があり，最近衛生害虫関係の業  

務は次第にちょう落する傾向にあるとはいえ，現実的に  

は衛生害虫学分野の検査体制はなお地研業務からはずし  

がたいことを痛感した．   

当所単独企画による研究業務はすべて前年度来の継続  

課題あるいはその関連課題で，新たに着手した課題はな  

かった．   

環 境 関 係  

1 環境指標の森の植物学的Ⅶ査   

福岡県環境保全に関する条例に基づき，県環境整備局  

により昭和48一弘年度に指定された‘一環境指標の森”30  

林分の植物学的調査は当課が担当し，9－11林分ずつそれ  

ぞれ3年日ごとに順次継続訝査が行われている．当年度  

は昭和49年度に指定された9林分の第3回目の調査を  

行った．  

1・1調査林分，調査項目，調査方法   

調査林分の所在地，植生は表66に示す．岡垣の林分  

では貯水槽が建設されたため調査区を少し移動し，添田  

の林分では調査区の一部が伐採されたため調査区から除  

外したが，その他の7林分では前回と同じ調査区につい  

て調査した．  

■ 前回まで垣生  

麦 67  植生関係評価値  
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表 68 環境・人為関係評栖鳳クロロフィル量，着生植物  
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30林分の  

平 均＊  
6．29†  6．02†   44．6   30．7    50．8   126．4  

評価値の  
とりうる  0－100 0－100  0－100  0－300  
範  囲  

良否 と 小さいほ小さいほ 小さいは ′トさいは  
評価値の ど良い ど良い  ど良い  ど点い  

大きさ  

＊ 全環境指標の森 30林分の昭和53－55年度の評価値の平均  

＊＊ 各環境指腰の森及びその付近の林分で得られた最高値だけを示す  

† 昭和52－55年度間の環境指標の森での測定値の平均  

2 松くい虫媒介昆虫薬剤防除安全確認鯛査   

県水産杯務部の依頼による梓記の調査に閲し，中型及  

び大型土壌動物及び水生動・植物に対する影響調査を当  

課が担当，魚体及び河川水中の残留薬剤の分析はそれぞ  

れ衛生化学課及び水質課が担当した．動・植物諏査はす  

べて林野庁の指定した方法によったが，薬剤分析は当所  

で採用している試験法によった．試験地は前年度までと  

同じ遠賀郡岡垣町糠塚の矢矧川河口周辺のクロマツ杯で，  

調査期間は昭和55年5月28日から同年7月旭日にわ  

たった．   

薬剤散布：ヘリコブター2機（ペル206B型及びベ  

ルKH4型）により空散．使用薬剤の種類，濃度，散  

布量は前年度と同様．第1回散布は昭和55年6月6日，  

第2回散布は同年6月16日であった．   

2・1中型土壌動物相及び生息密度の変動   

中型土廣動物としての調査対象は粘管目昆虫及びダニ  

目であった．ダニ目は同定が困難であったので，種別に  

分類せず全ダニ目の総個体数について観察した．粘菅目  

昆虫の薬剤散布前後の動態は次のとおりであった．   

種数は散布区調査地点では減少する傾向がみられ，無   

苔群落で得られたIAPの最高値を示す．   

春日，岡垣，夜須の3林分は植生関係及び環境・人為  

関係の両総合評価値とも全林分の平均より良く，三橋，  

豊津，浮羽の3林分は両総合評価値とも平均より悪く，  

添田と朝倉の林分は植生関係，中間の林分は環境・人為  

関係の総合評価値が平均より良く評価された．前回の評  

価と比較して変化が比較的に大きかったのは添田，夜須，  

豊津の3林分で，添田では一部不良調査区が除外された  

ため樹勢度，狭域周囲植生人為度，人為影響度の評価が  

良くなり，夜須ではスダシイ大径木の腐朽菌による被告  

と倒木により樹勢度と高木・亜高木層の植生自然度の評  

価が悪くなり，豊津ではアカマツとクロマツの被害，伐  

採などにより樹勢度，低木・草本層の植生自然度，人為  

影響度の評価が悪くなった．   

樹木の葉のクロロフィル量についてはいずれの林分で  

も特に異常な測定値は認められなかった．また，着生地  

なかま 衣＃苔群落の調査では中間以外の8杯分ではそれぞれの  

杯分及びその隣接林分又は近辺の他の林分でIAPの高  

い良く発達した群落が認められ，これら林分の近辺では  

大気環境に大きな問題はないと判断された．  



ー43一   

消長とよく符号した．このことは調査点上空における空  

散の方式に第1回目と第2回目との間で相違が生じたた  

めと思われる．   

2・4 水生昆虫相及び生息密度の変動   

試験区水城が汽水域であるため，例年どおり，水生昆  

虫類は採集されず調査不能であった．   

2・5 浮遊性甲殻類相及び生息密度の変動   

調査期間中に認められた浮遊性甲殻類は鯉脚亜綱，椀  

脚亜綱，月形亜綱に属するもので上流，下流両調査地点  

において優占種はタマミジンコ科の一種であった．種数  

は上流，下流両調査地点とも第1回散布2日後調査で最  

小であり，第2回散布2日後調査において最大であった．   

第1回散布前調査日から第1回散布2日後調査日にか  

けて，種数，生息個体数ともに減少し，種構成は大きく  

変化したが，これは調査開始後間もなく水門が閉鎖され，  

水域環境が激変したことによった．両調査地点とも種数  

や種構成の変動には薬剤散布と関連づけられるような特  

定の候向はみられなかった．   

2・6 水生植物の葉緑素の変動   

試験区内水域の上流散布区内及び下流無散布区内の調  

査地点において河床の沈石あるいは河岸のくい等に付着  

する緑藻類について，薬剤散布前後における葉緑素の増  

減を測定した．その結果，上流散布区内謝査地点では葉  

緑素量は薬剤散布とは関係なく，日数経過とともに増加  

する債向を示した．他方，下流無敵市区内調査地点では  

第1回，第2回秦剤散布とも散布2日後に薫緑素量が減  

少した．しかし，第1回薬剤散布の数日前から下流調査  

地点の下流の水門が閉鎖され，調査地点一帯は湛水状態  

となったためこの地点周辺の緑藻類にとって環境が著し  

く悪化したことから，葉緑素畳の減少が薬剤散布に起因  

すると断定することはできない．   

2・7 河川水における薬剤の残留   

河川水における残留薬剤の最高値は第1回，第2回  

薬剤散布とも散布直後採水検体にみられ，それぞれ  

0．087ppm及び0．072ppmであった．残留薬剤の最高  

値を示した試水は第1同，第2回とも下流調査地点（無  

散布区内）において採水した検体であった．残留薬剤が  

検出限界値（0．0004ppm）以下となったのは第1回散  

布では両調査地点とも1週間後であったが，第2回散布  

では上流調査地点（散布区内）においては散布1日後，  

下流調査地点においては散布2日後であった．なお，散  

布直後の残留薬剤濃度が上流調査地点におけるよりも下  

流調査地点において高かったが，これは下流調査地点に  

近い水門の上部に流下薬剤が滞留したためと思われる．   

散布区調査地点では増加する傾向がみられた．生息個体  

数は散布区調査地点においては明白な季節的推移を認め  

なかったが，無散布区調査地点では日数岸過とともに増  

大した．これは土壌表面近くに生息する ム〃わ椚βJれ  

S？inata MacGi11ivrayの個体数増大によった．しかし，  

以上に述べた動態の薬剤散布との関連は明らかでない．  

他方土壌表面近くに生息するダ′ね5βαsp．は無散布区調  

査地点では明白な増減はみられなかったのに対し，散布  

区調査地点では減少傾向を示した．ダ′如βαsp．は過去  

4か年の調査を通じて，散布区調査地点では日数経過と  

ともに生息個体数が減少する憤向がみられた．したがっ  

て，このことは薬剤散布の影響である可能性も考えられ  

る．なお，ダニ目の総個体数は全調査期間を通じて無散  

布区調査地点におけるよりも散布区調査地点における方  

が大きく，薬剤散布の：影響は認めがたい．   

2・2 大型土壌動物相及び生息密度の変動   

主な調査対象は昆虫綱，膏脚綱，倍脚綱及び蜘蛛目で  

あった・このうち蜘蛛目の生息個体数は散布区調査地点  

において，第1回目及び第2回目の散布2日後に減少す  

る憤向がみられたが，その減少はわずかで薬剤散布の影  

響によったとは判定しがたい．   

その他の大型土壌動物の理数及び生息個体数の推移に  

は薬剤散布との関連を示唆するような明らかな変動は認  

められなかった．   

2・3 魚 類   

いけす飼育：第1回薬剤散布に伴う調査では下流水門  

が開放状態であったため，満潮時には試験区内全域に海  

水が流入し，供試魚（フナ）の飼育が不能であったた  

め実施できなかった．帝2回薬剤散布に伴う調査では田  

植のため水門が閉鎖され実施可能となった．第2回薬剤  

散布に伴う調査において実施した“いけす飼育，’では供  

試魚のゆう泳異常，形態異常，へい死はみられなかった．   

魚体内の薬剤残留：第1回薬剤散布に伴う調査では，  

試験区内の水域から投網法によって採集したフナを，第  

2回薬剤散布に伴う調査では，試験区内水域の定点でい  

けす飼育したフナを供試した．魚体内の残留薬剤の濃度  

及びその推移の償向は2回の調査の間でかなり大きな差  

があった．すなわち第1回散布に伴う調査においては散  

布6時間後にピーク（2．Oppm）に達し，5日後にはな  

お検出可能（0．057ppm）であったのに対して，第2回  

散布に伴う調査においては散布直後にピーク（0．042  

ppm）が現れ，6時間後には検出限界値付近まで減少，  

2日後には検出されなかった．これらの事実は第1回散  

布と第2回散布とにおける河川水申の残留薬剤の濃度，  
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3 微暮環境汚染物賞の生物に与える影響の解明に関  

する研究   

工場周辺における土壌動物の虫体重金屑濃度   

環境汚染が土壌動物にどのような影響を及ぼしている  

かを明らかにする目的で，大牟田市内の工場周辺及びそ  

の近辺の公園緑地，北九州市内の公園緑地及び福岡県内  

の大規模工場がない地域で採集した陸生貧毛類の体内に  

含有されるカドミウム，亜鉛，銅及び鉛の濃度を測定し  

た．昭和51年から昭和55年の期間中に採集し，10％ホ  

ルマリン液中に24時間固定後，75％エチルアルコール  

液中に保存した模本のうち，フトスジミミズ，ヒトツモ  

ンミミズ，フキソクミミズ及びへンレキミミズを供試虫  

体として用いた．供試虫体は胃内容物を除去した後，  

105℃で5時間乾燥し，乾重ト1．5g（2－9個体）を  

1プールとし，硝酸と過塩素酸による分解後，その重金  

属濃度を原子吸光法により測定した．測定した検体数は  

23であった．   

虫体のカドミウム濃度は北九州市内の公園緑地では大  

規模工場がない地域の約3倍，大牟田市内の工場周辺及  

び公園緑地では大規模工場がない地域の約15倍であっ  

た．虫体の鉛濃度は大牟田市内の工場周辺及び公園緑地  

において大規模工場がない地域よりも少し高い憤向が認  

められた．しかし，虫体の亜鉛及び銅濃度には工場周辺  

及び工場に近い公園緑地と大規模工場がない地域の間に  

有意差は認められなかった．   

4 大気汚染指標動・植物に関する調査・研究   

者生地衣辞苔群落による都市及び近郊の環境評価   

一久留米地区の場合一   

前年度までの福岡，北九州，大牟田の3地区の調査に  

引き続き当年度は久留米及び豊前の両地区それぞれ朗  

及び47地点の神社林の着生地衣蔚苫群落の調査を前3  

地区の場合と同じ方法で行った．豊前地区の調査費料は  

未整理なので．久留米地区の概況について述べる．   

着生地衣蘇苔群落の発達状況を調査方形区の理数及び  

IAPクラス別相対頻度によって福岡，北九州，大牟田  

の3地区と比較すると表餌に示す結果が得られ，久留  

米地区では他地区特に北九州及び大牟田地区よりも着生  

地衣蘇苔群落の発達がかなり良好で，このことから評価  

すれば，この地区の環境は比較的に良いものと判断され  

る・また，この地区内での地域的な差異として，市布地  

では周辺の田園地帯よりも着生地衣辞苔群落の発達が良  

くない傾向が認められたが，他の3地区ほど明らかでは  

なかった．   

5：藻類lこよる水系環境の評価に関する研究   

5・1藻類培養試験による那珂川水系の制限栄養物質  

の推定   

淡水域の宮栄養化の現状をAGP法により評価する研  

究を前年度に引き続き行った，当年度は，博多湾流入河  

川のうち，都珂川の試料水を用い，栄養塩添加実験によ  

り制限栄養物質を推定した．測定点は前年度調査した8  

測定点のうち，水質が清浄であった南畑ダム及び松尾橋  

と，前2者に比べやや富栄養化の進んでいた警弥郷橋の  

3箇所を選んだ．接種藻には助肋鯨油働押印阿山椚軌  

tum Printz を用い，添加した栄養塩は窒素源として硝  

酸ナトリウム，りん源としてりん酸一ナトリウムを用い  

た・実験結果では，りんを加えた場合の万が窒素を加え  

た場合よりもAGP値が高くなった．したがって，那珂  

川では，りんが制限栄養物質となっていると考えられた．  

また季節による制限栄養物巽の転換はみられなかった．   

5・2 藻類増殖に及ぼす界面活性剤の影響   

合成洗剤に含有される界面活性剤の生物影響に関して  

はすでに多くの報告があるが，ここでは，含りん合成洗  

剤の河川流入による公共用水域の富栄養化の間魔に関連  

し，同斉け申の界面活性剤は淡水藻類の増殖にどのように  

表 69 4地区における着生地衣帝苔群落の種数及び1APクラス別相対頻度＊  

種 数 クラス＊＊  lAP クラス†  

調査地区  

Ⅰ  打  m   Ⅳ  Ⅴ  l   Ⅱ  Ⅱ   Ⅳ   Ⅴ  

久留米  0  0．1   1．2  l．7   0・6  

福 岡  0．1  0．7   1．1   1．2  1．9  

北九州  3．2   2．0   0．9   0．2   0  

大牟田  2．1  2．0   0．7   0．7   0．3  

0  0  0．9    1．5    1．8   

0  0．5  l．2    l．1  1．3   

2．6    2．5    1．0    0．4    0   

3．2   1．9    0．7    0．8    0．5  

各地区内での出現頻度（％）  

4地区全休での出現頻度（％  

＊■Ⅰ：0－1種，汀：2・4種．ロ：5－8種．Ⅳ：9－12種．Ⅴ：13種以上  

†Ⅰ：IAP≦1．Ⅱ：1＜1AP≦5．Ⅲ：5＜1AP≦10．Ⅳ：10＜1AP≦15，Ⅴ：1S＜IAP   
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5卵／寄主と推定された．寄主を十分に与えた条件下で  

産卵行動を自由にすると，寄生者は約120日間にわた  

り，1－2日ごとに平均4．5卵／寄主を産出した．このこと  

から，寄主の個休数が十分な環境下では，寄生者は効率  

的産卵を行って大発生するものと思われた．   

2 生物同定検査   

当年度内に依頼された生物同定検査は計12件で，す  

べて一般からの依頼であった．検査内容別では，住居内  

に発生した不快害虫9件，食品中異物，水道水中異物，  

人休刺こう虫各1件で，以上の成績は表71のとおりであ  

る．表に示したもののうち次の検査例はやや珍しいので，  

その概略を補足する．検査番号231（イガの一種丁伽紺  

Sp．）は，暖房用配管の保温材に発生したものである．  

表 71  衛生関係生物同定検査－・覧  

影響するかを，人工培養掛こよる藻類増殖における界  

面活性剤添加の阻害効果によって検討した．接種藻には  

Se［enastrum ca？ricornuium Printz とChloYella el一  

拍胤融加Gemeckを用い，界面活性剤には喧鎖型アル  

キルベンゼンスルホン顧ナトリウム（LAS）を用いた．  

LAS濃度増加とともにSelenastYum，Chlorellaのいず  

れも AGP値は下がり，ChlorellaではLAS濃度の高  

い場合，フロックを著しく形成した．しかし，藻類増殖  

阻害が認められたLAS濃度は6mg／J（栄養塩濃度：窒  

素3mg／J，りん0．3mg／りで，河川のメチレンブルー活  

性物質濃度実測値から判断して河川のLAS濃度がこの  

ような値に達することはまれであろうから，合成洗剤の  

河川流入により富栄養化に括抗して同時的に藻類増殖阻  

害が起こるとは実際問題としては考えにくいようである．  

兼 70  栄養塩濃度（N．3mg／J，P：0．3mg／りに  

おけるLAS濃度（mg／L）とAGP値（mg／L）  
区分誓言 検査別 件数  成 梼  

一般 ＝ 水道水中異物】 

〝 71住居内発生l（三晶詣孟イム洒の 〝   72 住居内発生 l チヒサケナガシンクイ成虫  

〝   73 住居内発生 1 かノブシチャタテ成虫  

〝 77 住居内発生 2（芸；与；妄語宗遼  
〝 105 住店内発佳 l カップシチャタテ成虫  

〝131食品中異物1（去二認諾ノ血属  
〝 143 人 体 刺 攻 1 タロアリガタバチ成虫  

〝 169 住居内異常発生 1 ニクダニ科の一種の成休  

〝  231 住居内異常発生 1 イガの一種の成虫・幼虫  

〝  242 住居内異常発生 1 キスイムシ属の一種の幼虫  

接種湧別AGP 値  
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Se：滋k乃郎fmmc（ゆわcom祝仙m，  
Ch：CJ血相貼gJ坤ざOf壷α  

6 生物同定検査   

八女市役所建設課の依頼による井水中の異物検査1件  

があった．当該検体の生物同定検査の結果，遠沈沈直中  

に鉄バクテリアの一種，根足虫類（ナベカムリ），種名  

不詳の繊毛虫類，ズーグレアを認め，浮遊異物の大部分  

は鉄バクテリア集落のはく離物であった．   

衛 生 的 係   

1 シバンムシアリガタパテによる虫刺症   

前年度に引き続き発生条件等に関する生態学的観点か  

ら，この昆虫の害虫化の問題を明らかにしようとした．  

前年度の研究において，この昆虫の発育に関する特性は  

ほぼ把握できたので，当年度は産卵行動・習性について  

調査した．この寄生昆虫を1寄主に強制的に産卵させる  

と，最大17卵／寄主産んだが，羽化した成虫の大きさは，  

5卵／寄主まででは一定の大ききで，それ以上に卵数が  

増加するに従って小さく なった．したがって，この寄  

生昆虫に高率の生存，繁殖を保証しうる栄養条件は最高  

国 2  キスイムシの一種（Cり，卯坤如g〟5Sp．）  

の幼虫  

A：背面 B：側面   
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検査番号131（ノメイガ亜科の一種U虎〃sp．）は蛸化  

または越冬のために移動中の野外性昆虫が食品（食パ  

ン）に迷入したものであろう．また検査番号242（キス  

イムシ属の一種CりやJ坤如g〟5Sp．の幼虫）では，同  

虫の数千に及ぶ大群が新築家屋内に出現したもので，土  

壁に使用したわらに異常発生したもののようであった，  

同様の例はこれまでにも当県下でしばしば被害報告があ  

り，検査依頼により同虫を確認している．今後県内でこ  

の昆虫が新築家屋に発生，住民から不快害虫の異常発生  

として市町村関係機関に被害相談される事例が頻発する  

ことも予想されるので，同虫を図2に示す．   

3殺虫剤効力試験   

当年度，某化学工業株式会社の依頼により殺虫効力試  

験 

剤及び0．5％同油剤で，それぞれイエバエ成虫及びチャ  

バネゴキブリ駆除の実地試験と，それに伴う薬剤残留面  

の室内接触試験であった．   

イエバエ駆除実地試験（1件）：三井郡北野町の其養  

豚場において，上記乳剤の豚舎内散布，浸漬布片処理，  

主要発生源薬剤注入によるイエバエ駆除効果を粘着リボ  

ントラップによる薬剤処理前後の豚舎内イエバエ成虫  

個体群の動態によって判定した．その結果，イエバエ個  

体群は豚舎内薬剤散布3日後に著明な減少を示したが，  

浸漬布処理による効果は顕著でなかった・このことは同  

試験区内に大小のイエバエ発生源が多数散在することに  

よると判断された．   

イエ′ヾェ成虫に対する浸漬布残留効力試験（6件）：  

薬剤（上記乳剤原液）処理直後及び規定日教程過ごと  

の残留面と伝研系イエバエ成虫（♀♀）との24時間接  

触試験を実験室内条件（25℃）で実施した結果，60日  

後残留面でもなお十分な殺虫効力が示された．   

チャバネゴキブリ駆除実地試験（1件）：実験室内に  

べニヤ合板製モデルハウスを設置，同ハウスの床及び側  

壁に上記油剤を残留噴寮，無処理のシェルターに供試虫  

（川崎系チャバネゴキブリ吉♀）を収容，それをモデル  

ハウス内に置き，供試虫は薬剤処理ハウス内を自由に行  

動させ，日数経過による死虫率を観察した．その結果，  

試験開始20日後に供試虫の雄100％，雌96％が死亡し  

た．   

チャバネゴキブリに対する油剤のベニヤ合板壁面残留  

効力試験（6件）：上記実地試験モデルハウスに用いた  

ものと同質ベニヤ合板に規定量の油剤を処理，モデルハ  

ウス内に放置，規定日教程過後の残留面と供試虫（川崎  

系チャバネゴキブリ♀♀）との継続接触試験を実験室条  

件（25℃）下で実施し，KT一知を求めた．その結果，  

処理16日後までの残留面ではKT一知値は7－9時間で，  

32日後の残留面ではKT－50値は12時間であった．  

学 術 関  

昭和55年度円に当所が公表した調査，研究の業績及び  

研修活動の事績を以下に集録する．  

公表業績給覧  

当年度内に当所から各種学会誌，学会その他の研究会  

に発表した業績は次のとおりである・  

1学会及びその他の研究会における発表  

保健科学関係  

1人口規模と死亡率に関する一考察  篠原志郎・  

片岡恭一郎：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭  

和55年5月26日   

死亡現象の地域比較でよく使用される標準化死亡比  

（SMR）及び間接法による訂正死亡率（SDR）の値が，  

わが国の実際の市区町村の間でどんな特性をもっている  

かを知ることは疫学研究上重要なことである．昭和50  

係 事 練   

年の人口動態統計及び同年の死亡数を記載した各県の衛  

生年報から，主要死因として総死亡数，脳血管疾患，心  

疾患，悪性新生物（全がん，胃，食道，肝臓，気管・  

気管支及び肺がん），肺炎及び気管支炎，高血圧性疾患，  

肝硬変，全結核，糖尿病の13死因を選んだ．昭和即年  

当時，全国には3370個の市区町村があり，全国構成に  

おける市区町村の分布を調べるため1003個のランダム  

抽出を実施し，更に人口規模別に葡ペるため420個を追  

加抽出した．その結果，全国構成における総死亡数でみ  

た場合，SMRの平均値101，棲準偏差19，最大値301，  

最小値0であった．その分布型は理論正規分布に近似し  

ているが，平均値付近では高い構成割合を示した．他の  

死因についても，同様な憤向がみられた．人口規模別で  

は，総死亡数の場合，人口5000人未満のSMRの標準偏  

差は23，人口30万人以上の場合は8で約3分1である．  

他の死因では約1／5であった．このように人口規模と分  

散の大きさとの関係を連続的につかむことができた．   
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4 福岡県における血液中重金属lこついて  芥野卑  

男・北森成治一片岡恭一郎・中川礼子・上和田幸子・小  

河 ♯：訝㌘回福岡県公衆衛生学会，砧阿㈲，昭和55  

年5月26日；第47回九州山口薬学大会，昭和55年10  

月26日   

福岡県における住民の血液中重金属の正常値レベルを  

明らかにする目的で，福岡市郊外の住宅地域に居住する  

健康な男性労名，女性15名の計74名を対象として非  

必須金属と考えられているカドミウム及び鉛，並びに必  

須金屑であるマンガン，亜鉛，銅及び鉄の分析を行った．  

血液中の重金属濃度はわずかながら鉄，亜鉛及び鉛が男  

性に高く，銅が女性に高い値を示した．各金属ごとの熱  

度分布は，男性の鉄及びマンガン，女性の亜鉛が正規型  

の分布を示し，男性の亜鉛，銅及び鉛，並びに女性の鉄，  

銅，鉛及びマンガンが対数正規型又はそれに近い分布型  

を示した．   

今回の調査は福岡県の一地域住民から得たものであり，  

福岡県住民を代表しているとはいいきれないが，数理に  

ついて血液中重金属の濃度分布の傾向はある程度把握で  

きたと思われる．  

5 コレラ菌汚染調査並びに分離ファージの性状につ  

いて  乙藤武志・小河 幸‥J、石二郎・松尾和美・常  

盤 寛：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55  

年5月26日   

近年コレラ菌が河川等からしばしば検出され，本菌の  

環境汚染は公衆衛生上重要な問題となっている．昨年は  

当県においてもコレラ患者の発生があり，本菌汚染の実  

態把握のため県内7河川，14地点において河川水を主体  

に泥及び魚介類を，また，4下水処理場の汚水を調査し  

た．菌検索の結果，コレラ菌は分離されなかったが，  

NAGビブリオ2株を分離した．ファージ検査において  

は，K型ファージは分離されなかったが，某下水処理場  

汚水からコレラ菌H218SMrを溶菌するファージ（FK）  

を分離した．FKファージは腸内細菌，ブドウ球菌等の  

菌株を潜菌しなかった．このファージはアジア型コレラ  

菌に高い感受性を示すがェルトール型コレラ菌には低い  

感受性を示し，MukerjeeのファージⅣに数似していた．  

しかし，このファージはファージⅣとは末同定コレラ菌  

の一部で溶菌性が異なるし，また形態学的性状等でも明  

らかに異なっていた．  

6 コレラ菌ファージの分離とその性状について  

乙藤武志・常盤 寛・霜鳥翔一■・武谷健二綿：帯33回  

日本細菌学会九州地区総会，熊本市，昭和55年11月13  

日   

2 県内のアルコール飲料消費暮と死亡率の関係 第  

2報 がん死亡率との関係  篠原志郎・片岡恭一郎：  

第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年5月  

26日   

がん死亡率と環境要因としてのアルコール飲料消費量  

とたばことの関係について相関分析を行った．資料は専  

売公社の“たばこ販売統計年報’’（昭和48－52年），市  

町村別のアルコール飲料販売量（昭和48－52年）及び  

福岡県内各市町村別の死因別死亡数（昭和45－52年）  

を用いた．たばこ及びアルコール飲料は20歳以上の人  

口で除した1人当たりの消費量とし，死亡数からは標準  

化死亡比（SMR）を求め相関係数を計算した．その結  

果，しょうちゅうと胃がん（女）に負の相関，ビールと  

は全がん（男女共），肺がん（男），子宮頸がんといず  

れも正の相関，ウイスキー類とは肺がん（男）に有意な  

正の相関がみられた．特にたばことは肺がん（男・女）  

に正の相関がみられ，他に全がん（男），食道がん（男），  

直腸がん（男）とも有意であった．また，たばこの影響  

を除いた偏相関ではしょうちゅうと全がん（女），胃が  

ん（女）のいずれも負の相関，ビールとは全がん（男），  

胃がん（女），結腸がん（男）と正の相関，ウイスキ  

ー類と肺がん（男）とに正の相関が有意にみられた．  

この環境要因の中ではビールとウイスキー類並びにたば  

こは互いに高い相関がみられ，しょうちゅうはこれらと  

は相関が低かった・これらの相関分析は地域を変え，時  

期を変え同様の分析の積み重ねが必要と思われる．  

3 県内のアルコール飲料消費暮と死亡率の関係 弟  

1報 消費動向を中心として  片岡恭一邸・篠原志  

郎：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年5  

月26日  

1973年から1977年までの県内市区町村を単位とする  

アルコール飲料消費量データを入手し，当県におけるア  

ルコール飲料（清酒，しょうちゅう，ビール，ウイス  

キー類）の最近の動向と死亡率との関係について検討  

した．アルコール飲料の度数分布は各種類とも対数正規  

型を示した．宿酒，しょうちゅう，ビール，ウイスキー  

類の1人当たり年平均消費量はそれぞれ21．9，4．2，  

34．9，1．即であった．消費動向は，清酒は下降，しょ  

うちゅう及びウイスキー類は上昇，ビールは横ばい候向  

を示した．死因別死亡率とアルコール飲料との単相関係  

数は0．2－0．3程度であった．その中でもしょうちゅうと  

有意性のある死因が多く，結核，脳出血，喘息，消化性  

潰瘍，肝硬変，その他の不慮の事故及び自殺等社会環境  

と深く関係のある死因が正の相関を示した．  
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Mukerjeeのコレラ菌ファージⅣ感受性試験は，エル  

トール型コレラ菌とアジア型コレラ菌の鑑別に重要な性  

状の一つとなっている．このファージⅣと形態学的，血  

清学的には異なるが，溶菌パターンで非常に類似したコ  

レラ菌ファージ（FK）を下水から分離した．このFK  

ファージは，被検アジア型コレラ菌25株をすべて溶菌  

し，一万被検エルトール型コレラ菌帥株に対しては溶  

菌性を示さなかった．また，FK ファージは環境由来の  

コレラ菌（USA分離株）46株中4株を溶菌し，ファー  

ジⅣは同46株中3株を潜菌した．両ファージに対し感  

受性の異ったのは1株だけであった．このFKファージ  

はNAGビブリオ37株中5株（0－37）に対しても洛菌  

性（100RTD）を示した．   

＊九州大学付属医療技術短期大学 ＊＊九州大学医学部  

7 伽椚即ねふα¢ferJeノ…；による食中毒の集団発  

生例について  小石二郎・乙藤武志・小河 幸・松尾  

和美・片岡恭一郎・常盤 寛・中村幸男・高橋克巳・栗  

原羊－＊・菊地大蔵＊＊：第46回日本感染症学会西日本地  

方総会，高知児，昭和55年11月21日   

僻和55年9月中旬，福岡県宗像郡の某小学校に集団  

食中毒が発生した．原因究明の結果，Cα桝♪〆〃∂αCfβr  

欠如扉に汚染した学校給食によるものと判明したのでそ  

の概要を報告する．発症率は172名で34％に達した．  

主要症状は，発熱（87％），腹痛（78％），頭痛（70％），  

ド痢（65％），以下倦怠感，悪感，脱力感，吐気，嘔吐  

であった．発症者のうち生徒7名，給食関係者3名及び  

同関係者の飼育犬3頭について糞便検査を行い，生徒3  

名，給食関係者2名，同犬2頭から本菌を分離した．原  

因食品は確認できなかったが，9月8日の給食材料のう  

ち生ハム，鶏肉を使用した五目冷めんと推定された．   

＊福岡県衛生部公衆衛生課 ＊＊福岡県宗像保健所  

8 福岡県における最近のインフルエンザA香港型  

（HaⅣ3）及びA ソ連型（HlⅣ1）の混合流行について  

福吉成典・多田俊助・武原雄平・乙藤干寿・千々和勝己  

・高橋克巳・伊藤節子＊・堀l徹＊＊・河内清司＊＊・中宮  

安夫榊：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55  

年5月26日   

＊福岡県衛生部保健対策課 ＊＊陸上自衛隊福岡地区病院  

福岡県における最近のA型インフルエンザHaⅣ℡及び  

ElⅣ1型の混合流行について  福吉成典・多田俊助・  

武原堵平・乙藤〒寿・千々和勝巳・薫原 巌＊・高橋克  

巳・伊藤幹子＊＊：第45回感染症学会西日本地方会，福  

岡市，昭和55年5月30日  

＊（現）有岡県添田保健所 ＊＊福岡県衛生部保健対策課   

上記2魔の要旨は本誌誌上発表抄録p．55と同じ   

9 福岡県lこおける最近のインフルエンザ流行につい  

て  福吉成典・多田俊助・武原雄平・千々和勝己・葦  

原 巌＊：第39回日本公衆衛生学会総会，千葉市，昭和  

55年10月30日   

福岡県において昭和52年7月から同55年5月にかけ  

てのインフルエンザ（以下“イ”）の流行期及び流行閑  

期を含めて3年間にわたり継続的に，全年齢層の外来か  

ぜ様患者及び集団発生児童を対象とし，粥5件の被検う  

がい液から‘‘ィ”ウイルスの分離を試み，次のような結  

果を得た．   

昭和52年7月から同㍊年3月までは当初A香港型ウ  

イルス，次いでAソ連型ウイルスの流行であった．A香  

港型ウイルスは各年齢層から分離されたが，Aソ連型ウ  

イルスは30歳以下の若齢者からだけ分離された．昭和  

53年7月から同封年3月までの流行は極めて小さく，  

わずかに学童集団発生の1小学校児童から，Aソ連型ウ  

イルス5株を分離しただけであった．昭和54年5月か  

ら同55年3月にかけての“イ”流行は，A香港型ウイ  

ルスが再び出現しAソ連型との混合流行であった．A香  

港型ウイルスは各年齢層から分離されたが，Aソ連型ウ  

イルスは30歳以下の若齢者からだけであった．昭和別  

年9月の県下住民の“イ’’ウイルスに対する抗体陰性率  

は，Aソ連型に対して30歳以下は43％で，31歳以上は  

64％であり，むしろ高齢者の万が高率であるにもかかわ  

らず，ウイルスは30歳以下からだけ分離された．昭和  

55年4月から5月にかけて，再び“イ”の集団発生があ  

り，4月以降の流行はB型ウイルスであった．本ウイル  

スは各年齢層から分離された．B型ウイルス分離は鶏卵  

法よりも培養細胞法が優れており分離率も極めて高く，  

分離期間も鶏卵法より短期間であった．   

＊（現）福岡県添田保健所   

10：福岡県における最近のブタインフルエンザについ  

て  多田俊助・福吉成典・武原雄平・乙藤千寿・千々  

和勝己・葦原 巌＊・高橋勝巳：第27回福岡県公衆衛生  

学会，福岡市，昭和55年5月26日   

昭和52年3月まで40歳末満のヒトの抗休保有者は認  

められなかった．一万ブタについての抗体調査でも全く  

ブタ塑インフルエンザ（“イ”）の侵淫は証明されていな  

かった．昭和52年の流行予測謝査で40歳未満の若年齢  

層についてブタ型“イ”抗体保有状況をみると，約800  

名中9名が抗体陽性であった．更にこれら9名について  

過よう素願力リウムートリプシン処理法による HI試験  

の結果，3名に抗体を認め，このうち1名からはAソ  

連型“イ’’ウイルスが分離され，更にその患者血清には  

同ウイルスに対する有意の抗休上昇が認められた．一万，   
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13 シバンムシアリガタパテの生態 山崎正敏：弟  

32回日本衛生動物学会大会，金沢市，昭和55年4月5  

日   

近年日本各地で，シバンムシアリガタパテによる虫刺  

症が頻発しているが，日本における本虫の生態の実態は  

明らかでない．これを究明するためにタバコシバンムシ  

を寄主として実験室内飼育を試み，次のことが分かった・  

発育可能温度は20－35℃，発育期間は20℃で詣日，35℃  

で14日，有効積算温度は270．3日度，発育限界温度は  

16．0℃；雌成虫の寿命は最大約 4か月，50％死亡日は  

71日．このような成虫の寿命の長さ，高温での発育の早  

さが，夏期室内での本虫の大発生要因の一つであると思  

われる．   

14 ＝福岡県における日常食品中の汚染物摂坂土間査   

高田 智・北 直子・毛利隆美・中村周三：日本薬学  

会第100咋会，東京，昭和55年4月2日   

要旨は本誌誌上発表抄録p．56と同じ  

環境科学閥係   

1 テレメータ システムによる収集データの誤差要  

因について 黒木圭則・田辺敏久・松家 繋・武藤直  

彦＊：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年5  

月26日   

当県のテレメータ システムでは，データ収集時に正  

常：0，測定機オーバーフロー：2，測定機故障：1，  

測定機調整中：4，停電及び回線故障：8の符号が自動  

的に付加される．データに修正を加えると，0：㊥－1と  

㊥－0，1：A，2：B，4：D，8：Hに置き換えられる．  

県観測局8局の硫黄酸イヒ物データ（昭和49－㍊年）の  

稼動状況を調べると，㊥・1の割合は5．16％であった・  

これは，テレメータの値とAPメータの違いによって施  

された修正である．改善策としては，最終値Dだけを読  

み取り，C＝SFxD（C：濃度，SF：倍率）によって  

算出する方法が考えられる．また，㊥－0の割合は7・76％  

であった．これは主として異常値であるための欠刺傷正  

であり，異常値検出ルーチン（最高値及び最低値から外  

れるデータ，前の時間値と較べてN倍以上となるデータ）  

を付加することによって改善できる・上記の改善により  

データの収集率の向上は5－10％程度が予想される・   

＊（現）福岡県考査室  

2 細街路を対象Iこした自動車交通1の推定方法につ  

いて  田辺敢久・松家 繁・黒木王則：第27回福岡  

県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年5月26日   

自動車交通量の把握が困難な細街路（幹線道路以外の   

ブタ間においてもブタ型“イ”ウイルスの侵いんが認め  

られ，ブタの間における感染が拡大しつつあると推定さ  

れた．ヒトの抗体保有者については，ブタ型“イ”の感  

染によるものか，あるいはAソ連型“イ”の感染による  

交叉免疫反応として現われたものか疑問が残る，この点  

は，今後更に検討する必要がある．   

＊（現）福岡県添田保健所  

11福岡県における日本脳炎流行について  千々和  

勝己・多田便助・福吉成典・武原堆平・高橋克巳：第17  

回九州・山口地区日本脳炎研究会，別府市，昭和班年  

1月13日   

昭和55年の福岡県における日本脳炎（日脳）届出患  

者数は6名（死者2名）で，そのうち血清学的確認患  

者はわずかに9月に入ってからの1名だけであった．こ  

のように，最近，目脳流行がわい小化する憤向の中でも，  

当年は特に流行が小さかったことは，蚊の発生数のピー  

クは7月下旬であったが，その後8月上旬に至り初めて  

保毒蚊が出現したことが原因と考えられる．   

また，昭和詠1年に採血した健康住民の血清について，  

日脳ウイルスJaGArOl株と中山株（ワクチン使用株）  

に対する中和抗休価を測定した．その結果，低年齢層で  

はJaGArOl株よりも中山株に対しての抗体価がかなり  

高い憤向があったが，高年齢層では両株に対する抗休価  

に大きな差はみられなかった．日脳ウイルス野生株は  

JaGAr Ol株と中山株の中間の抗原構造を持つといわれ  

ていることから，低年齢層ではワクチンによって，高年  

齢層では自然感染によって抗体を獲得していると考えら  

れる，  

12：福岡県における気象と日本脳炎の流行との関係に  

ついて  大久保彰人・片岡恭一郎・篠原志郎・武原雄  

平・高橋克巳：第17回九州・山口地区日本脳炎研究会，  

別府市，昭和56年1月13日   

福岡県における過去20年間の日本脳炎の流行の規模  

は，その血清学的確認患者数により，昭和36年から41  

年，昭和42年から48年及び昭和49年から55年の3期  

間で異なっている．各期間の境界での変化は農薬散布等  

の影響によるものであろうが，期間内での変化の一要因  

としては流行の大小を規定する基本的要因である媒介蚊  

の発生消長に直接に関与する気象条件が挙げられる・そ  

こで，各期間ごとに目別降雨量及び日別平均気温の種々  

の積算と確認患者数との相関係数を算出した・その結果，  

昭和49年から55年の期間では他の2期間とは異なり5  

月下旬及び6月上旬を含む時期の降雨量と流行の大きさ  

との間に有意な負の相関が認められた・  



－50一   

道路）を対象に，自動車交通量の調査を行った．1）航  

空写真を利用する方法：交通量算出の基本式“交通量＝  

交通密度×空間平均速度”を用いてメッシュ単位に交通  

量を求めた．このとき背後地及び道路構成の似通ったメ  

ッシュを統合して平均化を行い，不自然なメッシュ間の  

ばらつきをなくした．2）メッシュを基本にした断面交  

通量調査：1）と同様な方法で地域メッシュを統合し，  

統合されたメッシュの中から代表メッシュを抽出して，  

メッシュ内細街路の断面交通量調査を行った．3）道路  

規模を基本にした断面交通量調査：地域内の細街路を道  

路幅員，利用状況等でランク分けし，ランクごとに代表  

道路を選び断面交通量調査を行った．1），2）の調査  

は大牟田市を対象に実施し，推定結果は相関係数0．97，  

回帰の傾き1．46であった．3）の調査は福岡県苅田町  

で実施し，結果は2）で行った断面調査結果とおおよそ  

一致した．  

3 大気汚染常時監視システムによる収集データの精  

度向上について（第1報）松家 繁・田辺敏久・黒木  

圭則：第7回環境保全・公害防止研究発表会，東京都，  

昭和55年12月19日   

大気汚染常時監視テレメータ システムにおける収集  

データの精度向上のため，テレメータ値と測定機の記録  

値との差の原因の一要因である1時間値を算出するとき  

の初期値補正式に着目し，その改善策を考察した．   

一般に使用されている初期値補正式は，初期値から最  

終値までの濃度を外挿し，1時間濃度の算出を行うため，  

初期値を呼び込む時刻以後の濃度変化だけで補正される  

式である．測定開始から初期値までの区間の推定濃度は．  

初期値以後の濃度変化だけでなく，前の時刻との延長で  

あることから，前の時刻の中間値から最終値及び算出す  

る時刻の初期値から中間値までの濃度変化を平均した初  

期値補正式を捏案した．  

4 セメントエ覗から排出されるキルンダストの金属  

組成  岩本真二：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡  

市，昭和55年5月26日   

セメント工場で使う原料中の重金屑がキルン内の高温  

で濃縮し排出されている現象を明らかにするため，加熱  

装置によるモデル実験とセメントキルンの構造別に煙道  

ダストの測定を行った．加熱装置による実験では，炉温  

1200℃付近からカドミウムがばいじん中に16％含まれ  

ており蒸発現象が起こり始めていること，またⅩ繰回折  

分析によりばいじん中では酸化力ドミウムに変化してい  

ることが分かった．   

セメントキルンダストの測定により乾式＞レポール  

式＞湿式ロング式＞SP＝NSP式の頓にカドミウム，  

鉛の濃縮が著しいことが分かった．この濃縮率の差は主  

にキルンの構造の違いによると推定された．  

5 空気中のエチレンオキシドの分析法  永瀬 賊  

・近♯紘之・森 彬：日本分析化学会第29年会，福岡  

市，昭和55年10月11日   

捕集びんに捕集した空気式科中のエチレンオキシド  

（EO）を塩酸を用いてエチレンクロルヒドリン（ECH）  

に変えた後，未反応の塩化水素をアンモニアで中和し，  

その後，ECIIをTENAX－GCに常温吸着後水素炎イオ  

ン化検出器（FID）付ガスクロマトゲラフに加熱，導入  

する定量法を開発した．その結果，検量線においてEO  

量100－70011gの範囲で直線性が成立し，EO量60011g  

の試料を用いた場合（EO濃度300ppbの試料1Jに相  

当）の回収率の平均値は93．0％，その変動係数は1．4％  

であった．以上のように，本法を用いて空気中のEOを  

簡便，迅速に，再現性良く定量することができる．  

6：環境中の芳香族＝トロ化合物の分析  森田邦正  

・深町和美：日本分析化学会第29年会，福岡市，昭和  

55年10月12日   

シリカゲルカラムクロマトグラフィーを用いることに  

より，芳香族ニトロ化合物と多環芳香族炭化水素とを完  

全に分離することができた．更に，高速液体クロマトグ  

ラフィーではゾルバックス ODS カラムを使って22種  

の芳香族ニトロ化合物を分析した．芳香族ニトロ化合物  

及び多環芳香族炭化水素は85－90％メタノール水系を使  

用することにより，それぞれの化合物の相互分離に良好  

な結果が得られた．検出感度は水素炎イオン化検出器付  

ガスクロマトゲラフ（FID・GC）法と比較して100－1∝旧  

倍増加した．波長330，400nmで分析することにより，  

1－ニトロビレン及び3・ニトロフルオランテンがディーゼ  

ル排ガス中に，5一ニトロアセナフテン及び3こトロフル  

オランテンが浮遊粉じん中に定性的に確認された．一方，  

FID－GCは充てん割にデキシル400GC及びPZ179を  

用いて分析した．その結果，1一ニトロビレン及び3・ニト  

ロフルオランテンをディーゼル排ガス及び浮遊粉じん中  

に検出した．更に，ガスクロマトグラフ・質量分析計で測  

定した結果，ディーゼル排ガス中に1こトロビレンを同  

定した．  

7 ニトロビレン経口投与によるラット尿中の変異原  

性について  松尾和美・中川礼子・北森成治・常盤  

寛：第㌘回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年5  

月26日   
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について化学的に検討した．   

ビレン，フルオレン，フェナントレン，クリセン，ベ  

ンゾ（α）ビレン，カルバゾール，フルオランテンが二酸  

化窒素（1ppm）に暴窟されると1，2種のモノニト  

ロ誘導体が形成され，また自動車排気ガスのガス状物質  

（二酸化窒素平均10ppm）に暴露してもほぼ同様の結  

果を得た．一方ビレンを二酸化窒素，二酸化硫黄及び硝  

酸ミストに暴露したときの1－ニトロビレンの生成率を変  

異原軽から計算すると，二酸化窒素（1ppm）で0．02％，  

二酸化窒素（1ppm）＋二酸化硫黄（7ppm）で0．37％，  

二酸化窒素（1ppm）＋硝酸（微量）で2．85％であった・  

以上のことから二酸化窒素及び二酸化硫黄への暴麗によ  

って，芳香族化合物はニトロ化及びスルホン化反応が容  

易に起こり，新しい変異原物質を生成することが分かっ  

た．   

＊徳島大学医学部  

10 大気汚染物質の変異原性  北森成治・松尾和美  

・常盤 井：第9回日本環境変異原学会，岡山市，昭和  

55年11月29日   

大気中粒子状汚染物質が変異原性を示すことはすでに  

報告した．今回は，県内の工場地域（0市），都市域  

（F市）の大気について月別，年次別変異原汚染の推移  

を検討した．試料は，ハイポリウム エアサンプラーで  

採取した大気中粒子状物質をメタノールで抽出した・こ  

の抽出物について，サルモネラ菌TA98，TAlOO株で，  

変異原性を測定した． 大気の変異原汚染は，年間を通  

じて1ト2月の冬期に高く，夏期に低い傾向を示した・  

これは，浮遊粉じんの月別変化によく類似している．ま  

た都市域での変異原汚染の年次的変化は，昭和52－54年三  

の3年間について，顕著な差異を認めなかった．一方，  

ラットの肝，牌，腎，肺，皮膚の各臓器で作成したS9  

画分について，大気汚染物質から拙とl・1されたメタノール  

抽出物の代謝活性化を試みたが，肝S9ミックスが．最  

も高い活性値を示した．  

11環境指榛としての着生蘇苔類取込み重金属暮（第  

3報） 石橋韻書・杉 泰昭・木藤寿正：節27回福岡  

県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年5月26日   

樹皮上の鮮苔類は生活のための水分，栄養分の大部分  

を雨水に依存し，多年生でもあるので，年間を通じて大  

気汚染の直接の影響を受ける．この性質に着目し，樹皮  

上の鮮苔類が取り込む金属濃度と工場からの距離との関  

連を知るために，亜鉛精錬工場のある大牟田地域，セメ  

ント工場のある苅田及び田川地域，更に粉じん汚染の少  

ない対照地域で採集した継の東金属濃度を測定し，比較   

大気環境中及び自動車排気ガスなどに含まれるニトロ  

ビレンについて，ラット軽口投与による尿中代謝物は，  

Ames法によって検索した．ニトロビレンは，ラット  

（各群2匹）250gに対して，0．05，0．1，1．0，2．5及  

び5．Omgを経口的に投与した．各ラットは，代謝ケー  

ジに入れ24時間排出した康を採取して，アンバーライ  

トⅩAD・2でろ過し，変異原物質はアセトンで溶出した．  

溶出した変異原物質は濃縮し，ジメチルスルホシドに溶  

解した．Amesテストは，試料にβ・ダルクロニダーゼ  

（250unit／mり を加えて行った．その結果，尿中の変  

異原性は，0．05mg及び0．1mg投与群では亜時間目ま  

で，1mg投与群では72時間目まで，2．5mg及び5mg  

投与群では120時間目まで認められた．この変異原物質  

は，ラット肝臓S9ミックス存在下で活性化された．ま  

た各投与群のラット尿を濃縮し，液一液分配法によって  

分画すると，酸性画分が最も高い変異原性を示した．  

8 ニ酸化窒素存在下における変異原の形成  中川  

礼子・森田邦正・常盤 末・深町和美・松尾和美・柳川  

正男：第25回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年  

5月26日   

さきに19種のニトロ化合物について変異原性を調査  

し，ニトロ化合物の多くが，高い変異原性を持っことが  

分かったので，今回は更に実験室で合成した4種のニト  

ロ化合物（3－ニトロビレン，3一ニトロフルオランテン，  

6－ニトロクリセン，6－ニトロベンゾ（α）ビレン）につい  

て変異原性テストを行った．その結果，これらもまた非  

常に高い変異原性を示した．また，非変異原性の多環芳  

香族炭化水素を二酸化窒素ガス（10ppm，流量11／min）  

に18時間暴寓させると変異原性を生じ これが暴蕗  

により生成されたニトロ化合物に起因することがガスク  

ロマトゲラフ分析により分かった．さらに亜硫酸ガス  

（7ppm），微量の硝酸ミストが暴露時に共存すると，変  

異原物質の生成を促進することも分かった．  

9 芳香族化合物を二酸化窒素にさ事して形成された  

ニトロ誘導体の変異原性  常盤 末・中川礼子・森田  

邦正・大西京成＊：第8回化学⊥菜労働衛生国際会議，  

東京都，昭和55年9月22日；第9回日本環境変異原学  

会，岡山市，昭和55年11月28日   

有機物の燃焼などによって生成された化学物質は一酸  

化窒素あるいは二酸化硫黄などのガス状物質との反応に  

よって更に新しい変異原を形成することが予憩される．  

今回は二酸化窒素，二酸化硫黄，硝酸ミスト及び複合大  

気汚染物質に芳香族化合物を暴露し，形成された変異原  
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検討した．   

その結果，カドミウム，亜鉛，鉛の重金属類は対照地  

域よりも工業地域の方が高濃度を示し，工業地域と対照  

地域とにおける金属濃度の平均値間の差を検定した結果，  

大牟田地域のカドミウム，亜鉛，苅田地域のカドミウム，  

銅，鉄及び田川地域のカドミウムについてはそれぞれ対  

照地域との間に有意差が認められた．更に，大牟田地域  

の各金属成分について，含有金属濃度の対数値と工場か  

らの距離との関係を検討したところ，カドミウム，亜鉛，  

鉛については相関関係が認められ，これら成分の距離減  

衰が明らかになった．以上の結果から，工場からの粉じ  

んによる重金属汚染は樹皮上の蔚類申の重金属濃度から  

推測できる．樹皮上の群棲本は広範囲にわたり容易にサ  

ンプリングできるので，重金属汚染の環境相棲として十  

分に有用と考えられる．   

12 紫外吸光度を用いた河川水及び海水中の硝酸性窒  

素，亜硝酸性窒素，臭素イオンの定暮について  大石  

典弘・桜木達治：第15回日本水質汚濁研究会年次学術  

講演会，東京都，昭和訴年3月13日   

硝酸塩，亜硝酸塩及び臭素イオンは220nm前後の短  

波長で強い吸収を持ち特有のスペクトルを示す．そこで  

特定の波長間の吸光度差を利用して，河川水，海水中の  

硝酸性窒素，亜硝酸性窒素及び臭素イオンの定量を検討  

した．   

河川水では，硝酸性窒素・亜硝酸性窒素含量の吸光度  

差（A215－A225）と比色法（Cd－Cuカラム還元法）との  

相関係数は0．997（〝＝26）であった．また含量に占  

める亜硝酸性窒素の割合が大きいものについて（A220－  

A225）／（A215－A226）から亜硝酸性窒素比を求め含量を  

補正した結果，比色法による値と良く一致した．   

感潮河川水，海水では吸光度差（A215－A220），（A225  

－Aヱ30），（A230－A240）が主に硝酸塩，亜硝酸塩及び臭  

素イオンによる吸収と考え，それらの相互関係式三元一  

次方程式により算出した．この値と硝酸性窒素・亜硝酸  

性窒素含量との相関係数は0．995，臭素イオンとの相関  

係数は0．996であった．  

13 アンバーライト ⅩAD－2 樹脂を利用したクロム  

の分析  北 書代志・近藤紘之：第27回福岡県公衆  

衛生学会，福岡市，昭和55年5月26日   

クロム（Ⅲ）イオンとドデシルベンゼンスルホン酸ナト  

リウム（DBS－Na）のイオン対がアンバーライトXAD－2  

樹脂に吸着されることを利用して水中の微量クロムを濃  

縮，定量する方法を検討した．試料水中のクロムを塩酸  

ヒドロキシルアミンで還元し，1％DBS－NalOmlを加  

え，pHを3．5にして樹脂を加え，かく押して吸着させた  

後，ろ過乾燥し，0．05N硝酸－メタノールでクロムを溶  

離して，原子吸光で測定した．検出下限は0．15／増であ  

った．共存元素はCu2＋，Mn2＋は5mg，Cd2＋，Pb2＋，  

Zn2＋，SiO2は1mg，NaClは300mg，PO43Tは400mg  

まで，Fe2＋，Fe3＋ は当量のトリエチレンテトラミン六  

酢簡六ナトリウムを加えると20mgまで妨害しなかった．  

有機溶媒抽出法と比較して濃縮率は20倍に上昇した．   

14 都市下水の活性汚泥処理過程におけるステロール  

について  高尾文一・徳永隆司・森田邦正：昭和55  

年度日本農芸化学会，福岡市，昭和55年4月1日   

都市下水の活性汚泥処理過程におけるし尿汚染指標の  

コプロスタノール及び前駆物質であるコレステロールの  

挙動について検討した．都市下水中には，コプロスタノ  

ール，コレステロール，24β・エチルコプロスタノール，  

24α－メチルコレステロール，スチグマステロール，24  

β・エチルコレステロールなどふん便に由来するステロー  

ルが多くみられた．下水処理施設の活性汚泥処理により  

下水申のコプロスタノールは94－97％，コレステロール  

は92－97％除去された．活性汚泥処理実験では，下水申  

のコプロスタノール及びコレステロールは初期吸着段階，  

ばつ気1時間後及び6時間後にそれぞれお－35％，86－87  

％，95％の除去率を示した．   

15 ふん便性ステロールと水質基準について  高尾  

文一：第17回全国衛生化学技術協議会年会，シンポジ  

ウム，東京都，昭和55年9月25日   

し尿排水，畜産排水及び家庭排水が水道水源である河  

川，湖沼及び井水に流入し，飲料水のし尿汚染は顕著で  

ある．哺乳動物のふん便申に存在するコプロスタノール  

をし尿汚染指棲として利用することの有効性を評価する  

ために，水道水源の河川水を対象にして，コプロスタノ  

ールとアンモニア性窒素及び衛生学拇指標細菌との関係  

について検討したところ，コプロスタノールと有意な相  

関を示したのはアンモニア性窒素であった．コプロスタ  

ノール及び衛生学的指標細菌について，両者の検出感度  

を比較すると，電子捕獲型検出器付ガスクロマトゲラフ  

（ECD・GC）によるコプロスタノールの検出感度はふん  

便性大腸菌及び腸球菌の検出感度よりも良好であったが，  

大腸菌群の検出感度と比較したときは，コプロスタノー  

ルの検出感度の方が劣った．したがって，コプロスタノ  

ールの定量をECD－GC よりも多重イオン検出器付ガス  

クロマトグラフ等を用いた超微量高感度法により検討す  

る必要があると思われる．   



－53－   

た．またその結果を取り入れて作成したサンプリング方  

法についてJISM 飢00付属書1に従って精度をチェ  

ックする実験を行った．その結果，たい横汚泥のランダ  

ムな場所，深さから採取できるポストホール型刃先をつ  

けたソイルオーガーで汚泥を採取し，刃先1杯を1イン  

クリメントとしたところ変動係数8％でほぼ同一量が採  

取できた．縮分方法はインクリメント縮分法を採用，試  

料調製申のPCB揮敬呈も調べたが短時間のサンプリン  

グでは問題はなかった．JIS M糾00付属書に従って解  

析した結果，検討した方法の縮分分析精度，インクリメ  

ント精度も良好で，現場で－ト分利用できる方法であると  

判断できる．  

20 在来線鉄道尊書の評価について  八尋正中・木  

本行雄：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，晒和55  

年5月26日   

荏釆線鉄道による騒音が沿線住民に及ぼす影響度を把  

握するため，航空機騒音の評価尺度である荷重等価平均  

感覚騒音レベル（WECPNL）の考え方を基本に，実態  

調査成績からその評価式の検討を行った．その結果，  

dB（A）とPNL，dB（A）とEPNLとの間にはいず  

れも非常に高い相関が得られ，また概略的にPNL≒dB  

（A）＋13，EPNL≒dB（A）＋11の関係が成り立つ  

ことが分かった．一方わが国では現用航空機はEPNL≒  

dB（A）＋13とみなしうるところから，環境基準に示  

す略算式を使用している．したがって，この略算式に  

2dBほど補正を行えば，航空機騒音と同様に在来線鉄  

道騒音の評価に適用できるものと考えられる・  

21福岡空港周辺における航空機騒音実態調査 第3  

報 使用滑走路割合とWECPNL値の関係について   

木本行雄・八尋正幹・松家 繁：第27回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，昭和55年5月26日   

福岡空港では気象条件によって南々東に向かって離着  

陸する場合（16滑走路使用）と，北々西に向かって離  

着陸する場合（34滑走路使用）とがあり，それに伴い  

空港周辺の航空機騒音の大きさも変化する・そこで，16  

滑走路離陸飛行コースのほぼ直下に設置された当所の航  

空機騒音モニターのデータをもとに，16滑走路使用割合  

と航空機騒音の大きさとの関係について検討した・その  

結果，当所における荷重等価平均感覚騒音レベル（WEC－  

PNL）値（Y）と16滑走路使用割合（R％）の間には  

比例関係がみられ，最小自乗法により両者の関係につい  

て回帰式を求めたところ，Y＝61．0＋7．25logR（r＝  

0．905，n＝29）を得た．   

16 都市河川の汚濁爛査（第1報） 桜木健治・大  

石興弘・宇都宮 彬・中村又青：第27回福岡県公衆衛  

生学会，福岡市，昭和55年5月26日；第39回日本公  

衆衛生学会，千葉市，昭和55年10月30日   

人口密度の高い市街地を流れる中小の都市河川は生活  

排水による汚濁のため水質が悪化する傾向にある．   

都市河川に流入する汚濁発生源を把握するため，甘木  

また 市を貫流する二又川で，平日及び休［‖こ通日調査を行い  
生活排水及び事業所排水に由来する排出汚濁負荷量を算  

出した．また，生活排水の汚濁指標としてメチレンブル  

ー活性物質（MBAS）が有用な相模になることを明ら  

かにした．  

17 アオウキクサによる淡水域官栄暮化の判定  岸  

川昭夫・徳永隆司・村田敦子：第27回福岡県公衆衛生  

学会，福岡市，昭和55年5月26日；第7回環境保全・  

公害防止研究発表会，東京都，昭和55年12月18日   

生物を用いた富栄養化の評価・判定法は種々の要因の  

複合結果を把握しうる利点を有するが，一般的に多大な  

労力を要する・生物を用いたより簡便な富栄養化の判定  

方法として，アオウヰクサを材料にした淡水の生物検定  

法の可能性について検討してきたが，今回は福岡県内の  

淡水域で採取した河川水を供試水に用い，生物検定に及  

ぼす水質の影響などについて検討した．その結果，アオ  

ウキクサの増殖倍数は供試河川水の水質のうち全無機性  

窒素及びりん酸性りん濃度の増加に対応して1．0－7．9の  

範観で変化し，更に，この値と水の富栄養化度を示す有  

用な指標の一つであるAGP値との間にも高い相関性が  

認められた．これらのことから，アオウヰクサを材料と  

した生物検定により，供試水の宮栄養化度の判定が可能  

であるという結論を得た．  

18 藻類培養試験Iこよる福岡県内河川水の曹栄♯化の  

評価  村田敦子・岸川昭夫：第27回福岡県公衆衛生  

学会，福岡市，昭和55年5月26日   

本報告の要旨は本誌誌上発表抄録p．59－60と同じ   

19 製紙汚泥のサンプリング方法の検討  大崎真砂  

子・田上四郎・武藤博昭：第27回福岡県公衆衛生学会，  

福岡市，昭和55年5月26日   

産業廃棄物のサンプリング方法（JIS K OO60）は多  

種多様な産業廃棄物を対象に規定されていて，個々の産  

業廃棄物に一様に適用しがたい．今回，たい積してある  

製紙汚泥のサンプリングに際してのインクリメント採取  

器具，インクリメントの大きさ，縮分方法のほかサンプ  

リング中のPCBの揮散量等について若干の検討を行っ  
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22 福岡空港周辺における航空機囁音実態鯛圭一航空  

機騒音モニターデータ処理システムについて一  松家  

繋・木本行雄・武藤直彦＊・田辺敏久・黒木重民lい八尋正  

幹：第27回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和55年5  

月26日；第39回日本公衆衛生学会，千葉市，昭和55年  

10月31日   

福岡空港を離着陸する航空機の騒音を常時測定するた  

めに航空機騒音モニターが昭和別年6月に当所に設置  

された．このモニターから得られるデータを総合的に解  

析するために電算機によるデータ処理システムを開発し，  

解析を行った．その結果，16滑走路使用時（南々東に  

向かって離着陸する場合）と34滑走路使用時（北々西  

に向かって離着陸する場合）とにおけるパワー平均値が  

それぞれ約82dB（A），72dB（A）であり，この差が  

大きいこと及び16滑走路使用時積数が多いことから当  

所の航空機騒音評価は，16滑走路使用時の機数とその騒  

音レベルによって決定されることが分かった．したがっ  

て，環境基準を評価する荷重等価平均感覚騒音レベル  

（WECPNL）は次式で与えられる．  

WECPNL＝10loglON16＋55   

ここに，N16＝n2＋3n3」－10（nl＋n▲）である．  

＊（現）福岡県考香草   

いない．したがって，本菌に汚染されやすい食品の調査  

及び家畜やペットの食中毒における役割の究明等を早急  

に検討する必要があると思われる．  

2 福岡県における最近のA型インフルエンザH8Ⅳ℡  

及びHlⅣ1型の混合流行について  福音成典・多田俊  

助・武原雄平・乙藤干寿・千々和勝己・葦原 巌＊・高  

橋克巳：臨床とウイルス，8（4），93－96，昭和55年12  

月   

福岡県におけるインフルエンザ（以下“イ”）流行状  

況を知る目的で，昭和52年から同55年3月にかけて，  

県下6病院の外来かぜ様患者及び集団発生時の児童，生  

徒を対象に合計別2件について“イ”ウィルスの分離を  

行った．昭和52年7月から同㍊年3月までに分離され  

たウイルスは，昭和㍊年1月第3過まではA香港型で  

あり各年齢層から一様に分離され，同月の4過日からは  

Aソ連型であっじ 2月以後の分離株はすべてAソ連型  

に変わり，その後全県的に同ウイルスの侵いんが確認さ  

れた・このウイルスは31歳以下の若齢者からだけ分離  

された．昭和㍊年7月から同封年3月までの検索では，  

計147件について調べたが，2月上旬に発生のあった1  

小学校の児童5名からAソ連型ウイルスが分離されただ  

けにとどまった．昭和朗年5月から同55年3月までの  

“イ”流行では，計223件について調査したが，流行の  

初期からA香港型とAソ連型ウイルスが県下全域から同  

時に分離された．以上最近3か年の“イ’’ウィルス分離  

状況を年齢別にみると，A香港型ウイルスは0－5歳から  

51歳以上にわたる各年齢層から一様に分離されたのに  

対し，Aソ連型ウイルスはすべて30歳以下の年齢層か  

らだけ分離され，31歳以上の患者125名からは1例も  

分離されなかった．これらのことが，Aソ連型ウイルス  

が出現したにもかかわらずA香港型ウイルスは依然とし  

て排除されることなく，2っの型のウイルスの同時流行  

が過去3年にわたり繰り返されている一因であると推定  

される．   

＊（規）福岡県添田保健所  

3 福岡地方における蚊のアルポウイルス感染に関す  

る研究 3・昭和38－47年間における蚊の日本脳炎ウイ  

ルス自然感染  山本美穂：衛生動物，32（1），37－46，  

昭和説；年3月（英文）   

Hideho Yamamoto：ArboviruSinfectionsin the  

mosquitoes of Fukuoka area，Kyushu，Japan．3．  

Natural infection of mosquitoes with Japanese 

encephalitis virusin the period from1963to1972．   

該当期間内に福岡地方に普通に産する5種の蚊の野外   

2 誌 上 発 表  

保健科学関係  

1仇明朗血h止打力か血による食中毒について  

小石二郎・常盤 某・小河 章・乙藤武志・松尾和美・  

中村幸男・高橋克巳：福岡県獣医師会報，9，37－42，  

昭和駆年1月   

Cα椚如，わみαCfβ′ は獣医学の領域ではウシやヒツジの  

流産や不妊，またブタ，イヌ等の下痢，腸炎，更にニワ  

トリの肝炎，それぞれの原因菌として知られている．一  

方，ヒトにおける病原性は必ずしも明らかでなかったが，  

Skirrowが“ヒトにおける新しい病気”の原因菌として  

木蘭を報告して以来，世界各国で本菌による下痢，腸炎  

が報告されるようになった．わが国でも，吉崎らがヒト  

の腸炎の下痢便から本菌の分離をして以来各地で分離報  

告がなされるようになった．福岡県においては，昭和55  

年6月及び同年9月に学校において木蘭による集団食中  

毒が発生した．また散発例であったが，子供の下痢便か  

らも本菌を分離した．本菌による食中毒は潜伏期が比較  

的長い（3－4日）のに加え，菌検出までに時間（48－72  

時間）を要するので，真の原因食を決定することが困難  

な場合が多い．また食品への汚染経路も十分解明されて  
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コガタアカイエカの水田における潜伏状態が昼間と薄暮  

とでは異なることに伴う捕獲の難易によるように考えら  

れた．   

水田のほかに，各種の雑草地においても，同蚊の昼間  

潜伏状況を調査したが，畜舎の開放部に面した特殊な状  

況下にあった小草地以外では，雑草地における昼間潜伏  

個体の密度は極めて小さかった．  

5 コガタアカイエカの昼間潜伏場所におけるサンプ  

リング 2．昼間潜伏吸血雌の中腹内残留血の外観によ  

る吸血復権過時間の判定  山本美穂：福岡県衛生公害  

センター年報，7，8ト82，昭和55年12月   

コガタアカイエカ昼間吸血個休の吸血後経過時間を推  

定するために，畜舎内で採集した完全吸血雌をナイロン  

製モスキートケージに入れ，水田の水稲の茂みの間に放  

置，採集時から12，24，36時間経過ごとに供試蚊の中  

腹内残留血像の外観を観察した．各時点における中腸内  

残留血像は個体による変化が著しかったが，おおまかな  

目安としては，残留血は，12時間経過後では腹部の基  

方3／4ないし2／3，24時間経過後では腹部の約1／2，36  

時間経過後ではこん跡あるいは少量の残建として認めら  

れた．以上のうち，12時間及び24時間経過後の個体で  

は両者を判然と判別しがたい場合が少なくなかった．   

したがって，野外採集した昼間潜伏吸血雌では．中腸  

内残留血の外観からは，吸血後24時間以内の個休群と  

吸血後36時間前後経過個体群とに類別することが望ま  

しいと思われる．  

6 コガタアカイエカの昼間潜伏場所におけるサンプ  

リング 3．水田における昼間潜伏個体の密度及び構成  

の吸血源からの距離による変動  山本英穂：福岡県衛  

生公言センター年報，7，83－86，昭和55年12月   

吸血源周辺におけるコガタアカイエカの昼間潜伏個体  

密度の距離による推移は，この蚊の吸血後の分散を知る  

うえに重要な手掛りになると思われたので，ある豚舎に  

接する水田上に2本の調査線を設け．その線上で一定距  

離ごとにスィービング法により昼間潜伏個体密度及びそ  

の構成を調べた．その結果，総個体数は吸血源から遠ぎ  

かるに従い減少，反対にサンプルごとの雄の割合は増大  

した．総個体数の吸血軒からの距離による減少は，明ら  

かに吸血後24時間以内雌の減少によるものであった．  

吸血後36時間前後経過雌の吸血源からの距離による減  

少は明らかでなかったが，吸血源から140m以遠では  

ほとんどみられなかった．碓，抱卵雌，非吸血雌（腹部  

に全く残留血を持たず，また成熟卵も認められない雌）  

の捕獲個体数は吸血軒からの距離とは全く無関係で，吸   

採集材料を用いて，日本脳炎ウイルス（JEV）保有を  

蚊組織懸濁液の晴乳マウス脳内接種法により検索した結  

果，JEV 自然感染は，コガタアカイエカだけでは毎年  

高い頻度で証明されたが，他種の蚊では証明できなかっ  

た・コガタアカイエカにおけるJEV 自然感染パターン  

を毎年の成績から類型化すると，典型的には，一過性の  

先がけ的な保毒現象の約2週間後に同蚊の集中的な保毒  

が4－5週間継続するといえた．またコガタアカイエカの  

JEV保毒率は時として異常なパターンで推移したが，  

それは同蚊母集団の年齢構成の推移に関連すると考えら  

れた・当地方におけるコガタアカイエカのJEV自然感  

染は，昭和38－42年間では，同蚊個体群の季節的増加の  

過程において発生したのに対し，昭和43－47年間では，  

しばしばその減少過程において発生するようになった．  

このことは，生産される保毒蚊の量及び保毒蚊のその後  

の動態と関連するため，疫学的に重要な意義があったと  

考えられる．   

なお，この継続研究は，相和38－42年間は福岡県粕屋  

郡内で，昭和43－47年間では大部分福岡市西区金武地区  

内で実施されたが，この間に，両地域において全期間調  

査を再度同時的に行った．その結果では，コガタアカイ  

エカのJEV自然感染の時期，様相は両地域間で大きな  

差はなかった．したがって，前記のことはコガタアカイ  

エカのJEV 自然感染における年次変動と考えてよいで  

あろう．  

4 コガタアカイエカの昼間潜伏場所におけるサンプ  

リング1■ 水田における昼間潜伏個体採集量の採集時  

刻による相違，及び各種昼間潜伏場所における個体密度   

山本美穂：福岡県衛生公害センター年敵 7，閃－モ札  

昭和55年12月   

日本脳炎ウイルス媒介蚊の保毒状況などに関する現在  

の知綴は夜間活動性の個体群だけについて集積されたも  

ので，同蚊による日本脳炎ウイルス伝播，感染拡大機構  

のより詳細な究明には十分でない．この点の情報欠落を  

補足することを目的とし，同蚊の昼間潜伏個体群の保毒  

状況調査の可能性を検討するため昼間潜伏個休群につい  

ていくつかの小観察を行った．ある水田の同一箇所で昼  

間と薄暮にスィービング法によるコガタアカイエカの定  

量採集を行ったところ，昼間よりも薄暮の方が捕獲個体  

数が明らかに多かった．また別の水田においても，同様  

の作業を行って同じ結果を得た．同謝査中に，コガタア  

カイエカは昼間日照時には水稲の茂みの下部に潜伏して  

いるのに対し，薄暮には，水稲上部の葉面に静止するよ  

うになることが観察された．したがって，上記の結果は，  
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血源から200m前後離れた地点では，これらが昼間潜  

伏個体群の主要構成員であったが，その密度は著しく低  

かった．これらのことから，雄，抱卵雌及び非吸血雌が，  

吸血源の有無とかかわりなく水田に昼間潜伏するコガタ  

アカイエカ個体群の本来の構成員と判断され，ウイルス  

分離用サンプルとしてその唯を多量に捕獲することほ容  

易でないと思われる．また吸血源周辺における吸血雌の  

分布状況から，この蚊の吸血後の分散は小さく，卵成熟  

に従って次第に分散するように考えられる．  

7 マーケットバスケット方式による日常食品中の汚  

染物賃摂取土偶査 高田 智・北 直子・毛利隆美・  

飯田隆雄・芥野卑男・中村周三：福岡県衛生公害センタ  

ー年報，7，87－90，昭和55年12月   

福岡県において摂取される日常食品中の各種汚染物を  

分析して，日清食品中の汚染物の実態量を知り，その  

間題点を明らかにするため，マーケットバスケット方式  

による調査を行った．食品の採取は昭和54年8月に行  

い，その食品の化学的性質に従って1－Ⅷ群に分別し，  

調理，混合し分析試料とした．分析は食品群ごとに，有  

機りん系農薬，有機塩素系農薬及びPCB並びに水銀，  

ひ素などの重金属について行った，その結果，有機りん  

系農薬のうち，ダイアジノンだけがⅦ群の緑色野菜類  

に0．014ppm検出された．また有機塩素系農薬のうち，  

総HCH，総DDTについてはⅩ群の魚介類に最も多  

く含まれ，Ⅶ群の肉類，Ⅷ群の乳類の噸であった・  

PCBについても総HCH などと同じような結果が得ら  

れた．水銀は魚介類及び肉類に検出された．ひ素は魚介  

類，Ⅷ群の白色野菜・海草類等に検出されたが，そのう  

ち白色野菜・海草類が最も多く 0．36ppmの値を示した．  

これは海草類のわかめに由来するものと考えられる．  
●   ●   ●   

差であり，主に以下の原因によると考えられた．1）測  

定機の記録部の障害による出力電圧と記録紙への出力の  

違い，2）A－D変換誤差， 3）スケーリング上の誤差．  

これらの原因のうち，スケーリング上の誤差における1  

時間濃度を算出する初期値補正式が大きく寄与している  

ことから，その補正式の改善案として2っの式を提案す  

る．   

＊（現）福岡県考査室  

2 固定発生源からの窒素酸化物排出原単位土偶査   

岩本某ニ・石橋韻書・近藤紘之・柳川正男・永瀬 誠  

森  彬：福岡県衛生公害センター年報，7，94－97，  

昭和55年12月   

総量規制の導入が検討されている窒素酸化物（NOx）  

について固定発生源での発生量を把握するために排出原  

単位畳語査を県内20の工場で実施し，発生機構の検討を  

行った．NOxの発生は，空気中の窒素を酸化して生じ  

る“thermalNOx”と燃料申の窒素分が酸化して生じ  

る“fuelNOx”が考えられる．thermalNOxの発生を  

検討するために投入熱量当たりのNOx排出量を算出し  

たところ，全体で相関係数0．鋸97とよい相関を示して  

いた，また，この関係を両対数グラフで表示したところ，  

NOx 発生量は投入熱量の1．407乗に比例することが分  

かった．fuelNOxの発生を検討するために，燃料中窒  

素分含有量とNOx排出量との関係をみると，相関係数  

0．9434と非常によい相関を示しており，燃料中窒素が  

NOx発生に大きく寄与していることが推定される．  

3 酒石酸塗布ガラスビーズ法による空気中のトリメ  

チルアミンの分析法の検討  永瀬 誠：分析化学，訝  

（5），293－297，昭和55年5月   

酒石酸塗布のガラス ビーズを充てんした捕集管に室  

温で空気中のトリメチルアミンを捕集し，捕柴管内の空  

気を窒素で置換後，捕集管を加熱，その後直ちにアンモ  

ニア水を捕集菅に注入してトリメチルアミンを脱離させ，  

水素炎イオン化検出器付ガスクロマトグラフに導入して  

定量する方法を開発した，その結果，本法は回収率の平  

均値が99．7％，変動係数が3，5％であり，簡便，迅速に  

精度良く空気中のトリメチルアミンの定量を行うことが  

できた．また，捕集管に捕集されたトリメチルアミンは  

捕築後96時間が経過しても安定であった．  

4 大牟田市及びその周辺における着生植物の分布に  

よる大気汚染図示  杉 奉唱・増田昭子：全国公害研  

会誌，5（2），33－37，昭和55年10月   

着生植物の分布及び生育状況を大牟田市内及びその周   

環境科学関係   

1 テレメータ システムによる収♯データの誤差要   

因 松家 繁・田辺敏久・黒木重則・武藤直彦＊：福  

岡県衛生公害センター年報，7，91－93，昭和55年12月   

福岡県大気汚染常時監視テレメータ システムによっ  

て収集された5年間のデータからテレメータ システム  

の障害状況を把握し，データの誤差についての検討を行  

った．本県のテレメータ システムにおける誤差要因と  

しては，種々の原因が考えられた．なかでも，データの  

修正率から判断して，システムの障害による誤差よりも  

正常に入力されたデータの誤差が大きいことが分かった．   

この誤差は，テレメータ出力と測定機出力のデータの  
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存下で酸イヒ分解されて生成する．また坑水が西川に流入  

し，6km下流の木月備に流達するまでに鉄及びアルミ  

ニウムは水酸化物となり河床に赤褐色泥として沈殿する  

が，硫酸イオン及びカルシウムは依然として高濃度レベ  

ルであった．  

7 有機溶媒を用いるフローインジェクション・原子  

吸光法  深町 和美・石橋 信彦＊：A乃αJ．CJめ机  

Acね，119（2），383－387，昭和55年9月（英文）   

KazumiFukamachi＆ NobuhikoIshibashi書：Flow  

injection－atOmicabsorptionspectrometrywithorgan－  

ic soIvents．   

キャリヤー溶媒として有機溶媒を用いたフローインジ  

ェクション法と原子吸光法とを組合せた迅速微量金屑分  

析を研究した．メチルイソプチルケトンや酢酸乃一プチル  

などの原子吸光分析用有機溶媒をキャリヤー溶媒とする  

流れの中に水溶液試料を注入し，検出器の原子吸光分析  

計で吸光度を測定することで，従来の溶媒抽出一席子吸光  

法と同程度の溶媒効果が得られ，金属の高感度迅速分析  

が可能となった．例えば，1時間当たりの分析試料数は  

約300で，しかも分析値の変動係数は5％以内であった．   

＊九州大学工学部  

8 ドデシルベンゼンスルホン酸による微暮クロム  

（Ⅲ）の溶媒抽出一席手取光分析  岸川 昭夫・深町  

和美：福岡県衛生公害センター年報，7，104－106，昭和  

55年12月   

溶媒抽出を併用した原子吸光分析により水中の微量ク  

ロムを測定する方法のうち，クロムをいったんク ロム  

（Ⅵ）に酸化し，次にイオン会合体を形成させ，溶媒抽  

出後測定する方法は有機物の多い試料や海水試料に対し  

ては問題があるので，いったんクロム（Ⅲ）に還元し，  

イオン会合体を形成させ，溶媒抽出後測定する方法の方  

が望ましい．そこで，各種陽イオンと容易にイオン会合  

体を形成するドデシルベンゼンスルホン酸（DBS）を用  

いてクロム（Ⅲ）とイオン会合体を形成させ，溶媒抽出  

後，原子吸光分析により測定する方法を検討した．その  

結果，クロム（皿）はpHl．2－2．5においてDBSと1：3  

のモル比で速やかにイオン会合体を形成し，メチルイソ  

プチルケトン及び酢酸乃－プチルに定量的に抽出された  

ので，これを利用した原子吸光分析により，微量クロム  

（Ⅲ）の定量が可能であることを明らかにした．  

9 原子吸光法による水中の直鎖型アルキルベンゼン  

スルホン酸埴の間接定暮  松枝隆彦・森本昌宏：分析  

化学，29（11），769－774．昭和55年11月   

辺において調査し，大気汚染との関係を検討した．樹種  

別，地衣類・蘇苛類別の着生状況の差異を考慮した今回  

の大気汚染図示の方法は，ある種類の有無，多少，種類  

組成や生育状況及びこの結果から算出されたIAP値等  

を基礎とした大気汚染図示の方法に比べ，着生植物の同  

定の手数を省けること，樹種による着生植物の着生状況  

の差異を考慮できる点において利点があると思われる．   

着生植物の樹種別，地衣類・蘇苫類別の分布状況に着  

目した地域区分はこの地域における大気汚染度の地域的  

債向とかなりよく対応していることが分かった．ただし，  

汚染源から近い地域においても，大きな緑地帯周辺にお  

いては地衣類・蘇苔顆の着生状況が比較的良的で，これ  

は樹林による大気の浄化作用による現象と考えられる．  

5 大気汚染に由来する環境汚染物賞の陸生節足動物  

に及ぼす影響 3．工業汚染地における大気汚染とクス  

ノキの潜葉蛾の分布 山崎正敢・杉妙子：全国公害研  

会誌，5（2），67－70，昭和55年10月   

工業生産による環境汚染物質が自然界の陸生節足動物  

の動態，分布，生活などに及ぼす影響を知るために，工  

業汚染地帯と非汚染地帯とにおいて，クスノキの葉に寄  

生する潜葉峨の一種（CαJ呼鋸JfαSp．）の寄生率の変動  

と大気汚染及びクスノキの葉面・葉内硫黄量，葉内重金  

属量との関連を調査した・その結果，大気中硫黄酸化物  

濃度が0・5mgSO3／100cm2／日PbO2以上の汚染地帯で  

はそれ未満の地帯におけるよりも潜葉蛾の寄生率が高く，  

大気汚染の指標として利用可能なことが示唆された．そ  

の指標性は今回の調査地域における大気汚染の範囲では，  

植物菓の硫黄量よりも良好であった．本昆虫の死亡要因  

及び天敵相は，汚染地域における方が非汚染地域におけ  

るよりも単純であると推定される結果が得られ，これが  

汚染地域では本昆虫幼虫の寄生率を高める要因の一つで  

あると推察される．  

6 西川における異常pHtR圭 一 休廃止石炭鉱山  

における坑水について一 宇都宮 彬・永淵義孝・桜木  

建治：福岡県衛生公害センター年報，7，98－100，昭和  

55年12月   

廃止石炭鉱山排出水に起因する酸性の排水が西川（遠  

賀川水系）に流入しており，西川の上流から8km下  

流地点まで酸性の河川水となっている．廃止石炭鉱山湧  

出水及び西川上流8kmまでを調査対象とし，pH，／硫酸  

イオン濃度，全鉄，アルミニウム，カルシウムなどの測  

定を実施した． その結果，廃止石炭鉱山の坑水は pH  

3．6－4．5で，硫酸イオン，鉄，アルミニウム及びカルシ  

ウム濃度が高く，これは混在する硫化鉄が水と空気の共  
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水中の直鎖型アルキルベンゼンスルホン酸塩（LAS）  

を塩化ナトリウム共存下においてメチルイソプチルケト  

ン（MIBK）に抽出分離した後，チオ尿素・銅（Ⅰ）錯体  

（CuTu）溶液と振り混ぜると，LASとCuTuはイオン  

会合体を形成し，MIBK相のLAS濃度に比例してCuTu  

がMIBK相に抽出されるので，MIBK相の銅を原子吸  

光法により軋定することにより LASを間接定量できた．  

200pg以下のLASを含む3w／v％塩化ナトリウム溶液  

100mJと10mJのMIBKを振り混ぜ，約5分間静置後，  

MIBK相を5ml分取し，CuTu溶液〈銅（JI）：2×  
10‾3M，チオ尿素：8×10‾3M15mJと振り混ぜ，  

MIBK相の銅を測定した．定量範匪＝ま0．01－2FLg／ml，  

0，1pg／mlのLASに対する変動係数は2．4％であった．  

シアン化物イオン，チオシアン酸イオン，亜硝酸イオン，  

よう化物イオンなどは正の誤差を与えるが，シアン化物  

イオン以外はMIBK相を0．1Mほう酸ナトリウム及び  

りん顧塩一塩酸腐衝液（pH3）で洗浄することによりそ  

の影響を除去できた．  

10 ピロリジンジチオカルバミン酸アンモ＝ウム・ジ  

イソプチルケトン抽出による水中の微暮重金属類の原子  

吸光分析  永淵義孝・深町和美：分析化学，29（12），  

T98－103，昭和55年12月   

キレート剤としてピロリジンジチオカルバミン酸アン  

モニウムを用い，また抽出溶媒にジイソプチルケトンを  

用いるppb レベルの水中溶存重金属イオン（カドミウ  

ム，鉛，銅，ニッケル，コバルト，鉄）の溶媒抽出一原  

子吸光分析法を確立した．6金属イオンの同時抽出の  

pH範囲は1．5－6．0で他のキレート剤（ジュチルジチ  

オカルバミン酸ナトリウム，オキンン，クペロン，プチ  

ルキサントゲン酸カリウム）よりも優れていた．本法  

を実試料（河川水，海水及び下水処理場排水）に適用  

し，6金属の添加回収実験を試みたところ，ほぼ95％以  

上の良好な回収率が得られた．  

11鉱油による井水汚染の事例  壬江伸也・近藤紘  

之・森田邦正・大石典弘・森本昌宏：福岡県衛生公害セ  

ンター年報，7，101－103，昭和55年12月   

昭和53年2月，福岡県Y地区において，民家の井水  

に油層が認められる事態が発生した．汚染源としての疑  

いが濃厚な近隣の重油タンク中の重油を参考試料として  

採取し，ガスクロマトグラフ及び質量分析計により分析  

検討を行ったところ，井水混入物質は，参考試料と同じ  

成分の重油であることが判明した．  

12 m・アミノベンゼンスルホン酸の分析法 t江伸  

也：化学物質分析法開発調査報告書（昭和55年度），  

241p．（pp．208－212），昭和弱年2月   

本分析法は，河川水試料ではイオン交換樹脂（アンバ  

ーライトIR－45）による吸着濃縮後，海水試料ではカ  

プリコートと反応させ，1，2・ジクロルエタンによる抽出  

後，底質試料ではメタノールーアンモニアによる抽出後，  

いずれも紫外分光光度計検出＃付高速液休クロマトゲラ  

フで定量する方法である，回収率は，1000〝g／Jの河川  

水の場合，65．0±5．1％，1000〝g／0．5Jの海水の場合，  

34．0±0．6％，1000〝g／20g の湿泥の場合，78．6士3．5  

％であった．  

13 2，4・，2，6・，3，4・ジクロ‖ロトルエンの分析法  

毛利隆美：化学物質分析法開発諏査報告書（昭和55年  

度），241p（pp．203－207），昭和弱年2月   

本分析法は，試料から精油定量器を用いてヘキサンで  

抽出，濃縮後，水素炎イオン化検出器（又は電子捕獲型  

検出器）付ガスクロマトグラフで，2，4－，2，6－，3，4・ジ  

クロロトルエンを同時に定量する方法である．充てん剤  

について種々検討した結果，3％アビュゾングリースL  

＋3％ベントン34をコーティングしたクロモソルプW  

が分離，保持時間とも良好であったのでこれを用いた．  

2，4－，2，6一，3，4・ジクロロトルエンの検出限界は水質試  

料餌OmJでは，それぞれ0．0鵬，0．008，0．010〝g／mJ  

で，底質試料20gでは0．15，0．20，0．25／Jg／gであっ  

た．回収率は，水質底質試料いずれも榛準試料300〝g  

の添加で86－100％であった．  

14 モノプチルナフタレンスルホン酸ナトリウム〔ア  

ルキル（Cl－14）ナフタレンスルホン酸ナトリウム〕の  

分析法 深町和美：化学物質分析法開発謝査報告書  

（昭和55年度），241p．（pp．213－216），昭和弱年2月   

本分析法は，水質試料の場合，硫酸顧性でメチレン  

ブルーを用いて1，2－ジクロロエタンに抽出し，溶媒を  

ロータリー エバボレータで完全に除去後，メタノール：  

水＝65：35の混合溶媒に溶解して高速液体クロマトグラ  

フィーで分析する方法であり，底質試料の場合，アンモ  

ニア水：メタノール＝2：3の混合溶媒を用いて直接抽  

出し，抽出液はロータリーエバボレータで蒸発乾国後，  

以下は水質試料と同様に操作する方法である．回収率は，  

100〝g／Jの河川水，海水及び精製水の場合，それぞれ  

91・8±2・10，92．8±2．00及び96．7士3．37％ であり，  

100〝g／20gの湿泥の場合92．4士2．37％であっじ   
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18 ∃藻類噂♯試験【こよる福岡県内河川水の書栄壬化の  

評価  村田敦子・岸川昭夫：福岡県衛生公害センター  

年報，7，107－109，昭和55年12月   

淡水域の富栄養化の程度を評価する方法の一つとして  

藻類の潜在生産力（AGP）を測定する方法があるが，  

県環境整備局が行った県内河川調査における一部の河川  

水（昭和53年5－7月；37試料）についてAGP値を  

測定した．接種藻にはChlorellaellipsoideaGerneCkを  

用いた．測定結果から，全無機性窒素及びりん酸性りん  

濃度の上昇とともにAGP値が増大する傾向が明らかに  

認められた．また，県内河川試料のAGP値によって各  

河川の富栄養化の程度を評価すると，福岡市周辺の御笠  

川水系が高く，矢部川水系がこれに次ぎ，他の河川の  

AGP 値は比較的低く，これらの県内河川では前二者ほ  

ど富栄養化が進んでいないと考えられる．  

19 燃えがら，ばいじん中のシアン化合物及び壬金属  

の定土  大崎夫砂子・武藤博昭：福岡県衛生公害セン  

ター年報，7，110－111，昭和55年12月   

県下14事業所から排出された燃えがら13試料，ばい  

じん3試料について実態調査を行った．pH，含水率，  

熱しゃく減量のほか，カドミウム，鉛，水銀，ひ素，シ  

アン，クロム（Ⅵ），亜鉛，銅，コバルト，ニッケル，  

アンチモン，セレンについて成分試験と溶出試験を行っ  

た．溶出試験の結果，廃棄物処理法によって規制される  

項目及び含水率は，いずれも埋立基準値以下であった．  

これ以外の項目は未規制項目であり判定基準値はないが，  

排出水規制値の3倍を仮判定値とすると，亜鉛で1試料  

仮判定値を超えたものがあった．また成分量も規制の対  

象となっていないが，クラーク数の10倍を成分試験で  

の規制目安とすると，鉛で7試料，カドミウムで7試料，  

水銀で1試料仮判定値を超えていた．しかし燃えがら，  

ばいじん申の金属量は，鉱さい中の金属量に比べてもか  

なり少なく，各金属とも成分試験では多少検出されても  

溶出試験ではほとんど検出されないか，検出されてもご  

く微量で，試験した限りでは処分後，二次的環境汚染を  

起こす可能性は少ないと考える．  

20 航空機騒音の評価に関する一考察  八尋正幹・  

木本行雄：福岡県衛生公害センター年報，7，112－113，  

昭和55年12月   

我が国では，航空機騒音の評価式として環境基準に示  

す略算式を採用しているが，アメリカ連邦航空局（FAA）  

の資料から推乱すると，非常に狭い範囲でだけ成立する  

略算式のようである．そこで，このことを確認するため  

に，当所で行った航空機騒音実態調査の結果を基に，環   

15 ピロールの分析法 大崎靖彦：化学物質分析法  

開発調査報告書（昭和55年度）241p．（pp．217－221），  

昭和56年2月   

本分析法は，水試料はエチルエーテルで抽出し，また  

底質試料では精油定量器を用いて，酢酸エチルで抽出し，  

いずれも濃縮後水素炎イオン化検出器付ガスクロマトゲ   

ラフで定量する方法である．   

回収率は，93／唱／Jの河川水の場合，90．2土3．7％，  

93／瑠／Jの海水の場合，90．3土4．1％，93／瑠／50gの湿  

泥の場合，飢．9土4．7％であった．  

16 水質分析方法検討試験（COD測定方法の検討）   

森 彬・高尾真一・永淵義孝・徳永隆司・宇都宮 彬  

・桜木建治：昭和55年度環境庁委託業務結果報告書，  

71p，（pp．1－50），昭和弱年3月   

環境庁告示によるCOD軋定方法（以下公定法）の  

代替法としての自動計測器の有用性並びに測定コストの  

低廉化を目的とした銀塩添加量の削減などについて検討  

を行った．COD 自動計紺器を用いた測定値と公定法に  

よる測定値との間には高い相関が認められ，予備測定方  

式による最適採取量の決定も有効な方法であった．なお，  

塩化物イオン濃度の測定精度の向上など種々の改良点も  

指摘した．公定法での銀塩添加量を削減する目的から，  

硫酸銀及び硝酸銀の添加量などについて検討を行い，有  

用な方法を提案した．また，硝酸銀（改正案）法と公定  

法とで得られたCOD値を比較検討したところ，ほぼ継  

続性が認められたが，高塩分でCOD値が比較的高い水  

については，硝酸銀（攻正案）法の方がいくらか高くな  

る憤向があった．  

17 水性植物の水井汚濁防止への利用  徳永隆司：  

用水と廃水，23（2），3－11，昭和弱年2月   

近年，水生植物を汚水の処理や水質汚濁の指標生物と  

して有効に利用しようとする研究が多くなされている．  

そこで，わが国における現在までの研究報告及び諸外国  

の研究状況を次の項目別に総説した．1）水生植物の概  

念，2）下水，廃水の処理，3）河川，湖沼の浄化，  

4）ウキクサ類を用いた生物検定法，5）水生植物中の  

含有成分からの富栄養化の判定，6）重金属類の汚染指  

標，7）飼料や食物としての利用，8）肥料その他への  

利用・これらの利用法の申で，水生植物を用いた廃水処  

理法は広い敷地が必要であるという欠点を有するが，用  

いた水生植物が非常に良好な飼料や肥料あるいはパルプ  

や工芸品などの原材料として再利用できるならば十分実  

施可能であり，今後の研究が期待される．  
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墳基準に示す略算式について検討を行った．その結果を  

要約すると次のとおりである．1）1機ごとに．PN－dB  

と dB（A）との差を求め，その差のパワー平均値を算  

出したところ12．6dBとなり，ほぼ従来出されている  

値と一致した．2）1機ごとに EPN・dB（純音補正及  

び継続時間補正済み）とdB（A）との差を求め，その  

差のパワー平均値を算出したところ18．3dB となり，  

概略的にEPNL≒dB（A）＋18の関係が成り立つこと  

が分かった，一方我が国では現用航空機は EPNL≒dB  

（A）＋13とみなしうるところから，環境基準に示す略  

算式を使用しているため，この略算式と実態調査結果か  

ら得られる評価式との間には5dB程の差が生じること  

が分かった．   

えた場合の鶏体内及び鶏卵可食部へのカドミウム移行，  

蓄積等について検討した．また，市販鶏食品中のカドミ  

ウム濃度を調査し，Cd米投与実験で得た成績との比較  

検討を行った．ブロイラーに投与した場合，60日後にお  

いて，筋胃粘膜中のカドミウム濃度が 2．87土0．71ppm  

（湿試料中，以下同様）で最も高く，他では，腎臓（1．17  

士0．43），筋胃（0．776土0．26），肝臓（0．352士0．116）  

の頓にカドミウムを検出した．また，これらの臓＃類に  

蓄頓したカドミウム量の摂取カドミウム真に対する割合  

は1．40－1．53％であった．採卵鶏に対する投与実験では，  

主として卵可食部へのカドミウムの移行について検討し  

たが，卵黄及び卵白のいずれからもカドミウムを検出し  

なかった・以上のCd米投与実験で得られた成績と，市  

販鶏食品中のカドミウム濃度とを比較した結果，筋肉類  

及び卵黄，卵白ではカドミウム濃度差を認めなかったが，  

Cd米投与により筋胃，肝臓等の臓器類に蓄積したカド  

ミウムは，市販のものよりもかなり高濃度であった．  

2 大気汚染粒子状物質の変異原性と化学分析  常  

盤 井・北森成治・高棟克巳・大西克成＊：肋ねfわ搾  

斤郎．，77（2），99－108，昭和55年2月   

HiroshiTbkiwa，ShigejiKitamori，KatsumiTaka－  

hashiandYoshinariOhnishi：Mutagenicand chemi・  

Calassay ofextracts of airborne particulates．   

従来，浮遊粒子状大気汚染物質（粒子状物質）に含ま  

れる化学物質は300種以上と考えられているが，これら  

の中で現在判明している変異原物質は数十種に過ぎない．  

今回は粒子状物質に含まれる変異原物質の本態を明らか  

にすることを目的とした．まずガラス繊維ろ紙に捕集し  

た粒子状物質をメタノールで抽出し，Swainらの方法に  

よって液一液分配法で10種の画分に分別した．この各面  

分の変異原性を測定した結果，中性画分で最も高い活性  

が得られた．更に中性画分のニトロメタン溶出部分には  

ラット肝ミクロソームによって，一方酸性画分の弱酸，  

強酸画分にはラット肺ミクロソームによって代謝活性化  

される変異原が存在していることが分かった．中性画分  

の変異原は芳香族炭化水素類及びそのニトロ誘導体であ  

った・粒子状物質は，アンダーセンサンプラーを使っ  

て，0・3－1．0／Jmの粒子を粒径別（0．ト0．3，0．3－1．0，  

1・0－2・0，2．0－3．0，3．0－5．5，5．5－9．5及び9．5／Jm以上）  

に採取し，各粒子に含まれる変異原を検討した．ペンゾ  

（〃）ビレン，ペリレン，ベンゾ（gぁりペリレンは0．3－  

1．0／Jmの微粒子に含まれており，またこの粒子径部分  

をもつ粒子状物質のメタノール抽出物が最も高い変異原  

性を示した．   

＊徳島大学医学部   

自然保護関係  

1琉球，日本本土及び台湾産マツカレハの雌雄交尾  

器の形態学的比較 山本英穂：昆虫，東京，49（1）：  

1－11，昭和弱年3月（英文）   

Hideho Yamamoto：A morphologicalcomparison  

in the genitalia among pine moths of the Ryukyu 

Islands，the MainIslands ofJapan and Taiwan  

（Lepidoptera，Lasiocampidae）．   

松林の日本における環境保全上の重要性から，松類の  

主要害虫であるββ乃d和才i桝〟g属の昆虫（松毛虫峨）は  

自然保護関連昆虫学上の研究対象でもありうる・日本  

に分布するこの屑の昆虫のうち，沖鵜本島でリュウキ  

ュウマツを食害するオキナワマツカレハ 伽乃d和才才桝〟ぶ  

∂扇乃〃紺〃肋5Sonan，1934は分類学的に異論があって，  

近縁種との異同が明らかでなかった．そこで，沖縄・奄  

美の諸島，日本本土各地及び台湾からの標本について，  

雌雄の交尾器の形態を詳細に比較した結果，オキナワマ  

ッカレハは疑いなく独立種であること，また沖縄本島以  

外に久米島及び奄美大島にも本種が分布することを明ら  

かにした．  

補 遺：投稿誌の発行年次と当所年報原稿捏出締切と  

の時間的な食い違いなどにより，前号で収録もれとなっ  

た昭和封年度内公表の下記業績を本号に追加抄録する．  

1 カドミウム汚染米の有効利用に関する研究 第2  

報 鶏飼料として用いた場合の鶏体内へのカドミウム蓄  

積  柳川正男・杉 妙子・相益建夫・芥野卑男・小河   

♯：全国公害研会誌，4（1），35－41，昭和54年4月   

カドミウム汚染米（Cd 米）（カドミウム濃度1．34  

ppm）を飼料としてブロイラー（雌）及び採卵鶏に与  
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2）天然水中の水銀について  

水質課 松枝隆彦   

第51回（昭和55年5月20日）  

1）細街路における自動串交通量の推定手法  

管理課 田辺敏久  

2）航空機駆音モニターのデータ処理システム  

管理課 松家 繋  

3）ニトロビレン経口投与によるラット尿中の変異原  

物質  

細菌課 松尾和美  

4）コレラ菌ファージⅣに類似したファージの分離  

とその性状  

細菌課 乙藤武志  

5）福岡県における最近のA型インフルエンザHaNl  

及びHINl型の混合流行  

ウイルス課 福吉成典  

6）福岡県におるけ最近のブタ型インフルエンザ  

ウイルス課 多田俊助  

7）人口規模と死亡率に関する一考察  

疫学課 篠原志郎  

8）二酸化窒素存在下における変異原の形成  

疫学課 中川礼子  

9）アルコール消費量と死亡率との関係 第1報  

肝疾患死亡率を中心として  

疫学課 片岡恭一郎  

10）アルコール消費量と死亡率との関係 第2報  

がん死亡率を中心として  

疫学課 篠原志郎  

11）福岡県における血液中重金属  

衛生化学課 芥野卑男  

12）セメント工場から排出されるキルンダストの金属  

組成  

大気課 岩本真二  

13）環境指標としての辞苔中の重金属量（第3報）  

大気課 石橋籠吾  

14）福岡空港周辺における航空気騒音実態調査（第3  

報）  

環境理学課 木本行雄  

15）鉄道騒音の評価について  

環境理学課 八尋正幹  

16）製紙汚でいのサンプリング方法の検討  

環境理学課 大崎美砂子  

17）小都市河川の汚濁調査（第1報）  

水質課 桜木建拾   

3 自動車排気ガスから変異原発性の検出  大西克  

成＊・加地浩成榊・佐藤嘉代目・田原 勲＊・武吉広明・  

常盤寛：肋ねfわ〝ββ5．，77（3），229－240，昭和55年  

3月  

YoshinariOhnishi，KoseiKachi，Kayo Sato，Isao  

Tahara，HiroakiTakeyoshiand HiroshiTokiwa：  

Detection ofmutagenicactivityinautomobileexha－  

ust．   

自動車排気ガス中の変異原を検索する目的で，昭和51  

年度対策車，末対策車の排気ガス及びトンネル内の大気  

汚染物質について変異原性を検討した．対策車（昭和50  

年トヨペットクラウン）は未対策事（昭和47年サニー  

バン）に比べ，変異原性が4500から500復帰変異コロ  

ニー／m3（TA98株）に減少していた．しかしメタノー  

ル粗抽出物を液一液分配法によって変異原性を検討する  

と，対策串の酸，中性画分にはまだ高い変異原性が残っ  

ていた．ディーゼル革の排気ガスの粒子状物質には  

9140－19600復帰変異コロニー／m3（TA98株）の変異  

原性が検出された．トンネル内の大気汚染物質は，主と  

して自動車排気ガスによるものと考えられるので，高速  

自動車道及び一般自動車道トンネル内で採取した粒子状  

物質について検討した．その結果TAlOO株に対して高  

速自動車道（東名高速・都夫良野トンネル）で採取した  

試料は60－238，一般自動車道（新犬鳴トンネル）で採取  

した試料は87復帰変異コロニー／m3を示した．   

＊徳島大学医学部 ＊＊（財）自動車研究所  

学 術 研 修  

1 講 師 派 遣   

昭和55年度中に，依頼により各種講習会，講話など  

に当所職員を派遣した状況は表72のとおりである．   

2 職長の技術研修   

昭和55年度中に，技術研修のため各種の技術講習会  

に当所職員を派遣した状況は表73のとおりである．   

3 集  議  会   

所員の調査研究及び試験検査に関する発表並びに学会  

報告を主とする“福岡県衛生公害センター集談会”のう  

ち，昭和55年度に実施したものは，次のとおりである．  

第50回（昭和55年4月24日）   

1）特別講演  

最近のし尿処理施設の動向と放流水の水質につい  

て  

日本環境衛生センター衛生工学部長 矢込堅太郎  
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18）アオウキクサによる淡水域富栄養化の判定  

水質課 岸川昭夫   

19）アンバーライト ⅩAD－2 を使ったクロムの分析  

水質課 北 喜代志  

20）藻類培養試験による福岡県内河川水の富栄養化の  

評価  

環境生物諌 村田敦子   

第52回（昭和55年6月26日）  

1）特別講演  

福岡空港の概要  

大阪空港局福岡空港事務所福岡空港長 前原陸久  

2）映画上映   

“航空機巌音”   

第53回（昭和55年9月25日）  

1）大牟田市周辺における着生植物の分布による大気  

汚染図示  

環境生物課 杉 奉昭  

2）都市及びその周辺地域の着生蘇苔地衣群落  

環境生物課 村田敦子  

〟  小村 精   

第54回（昭和55年10月23日）  

1）都市河川の汚濁調査（第1報）  

水質課 桜木建治  

2）福岡県における最近のインフルエンザ流行  

ウイルス課 福吉成典  

3）福岡空港周辺における航空機騒音実態調査 一航  

空機騒音モニターデータ処理システムー  

管理課 松家 繁  

4）頭墳中ニトロ化合物の分析  

管理課 森田邦正   

第55回（昭和55年11月27日）  

1）キャンビロバククーの概要と食中毒発生例  

細菌課 小石二郎  

2）貝柱による腸炎ビブリオ食中毒  

細菌課 乙藤武志   

第56回（昭和55年12月24日）  

1）洗剤による水質汚濁  

水質課 松浦聡朗  

2）水道水中のトリハロメタン  

水質課 北 喜代志   

第57回（昭和56年1月28日）  

1）近年福岡県で採集した蚊からの分離ウイルスの性  

状  

ウイルス課 多田俊助  

2）福岡県住民の日本脳炎ウイルスに対する中和抗体  

保有状況と問題点  

ウイルス課 千々和勝己   

第58回（昭和56年2月24日）  

1）感染症サーベイランス システムの概要  

疫学課 片岡恭一郎  

2）大気中の変異原性物質  

疫学課 北森成治   

第59回（昭和56年3月31日）  

1）環境放射能  

衛生化学諌 毛利隆美  

2）日常食晶中の汚染物質  

衛生化学課 高田 智   



3                    6  
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表 73  職 員 技 術 研 修  
年月日（昭和）  令  名  主 催  場 所  派遣職眉層氏名  

食品衛生特殊技術講習会  
赤潮プランクトン培養に関する研修会   

地方衛生研究所試験担当者講習会  
55年度分析研修（水質土壌専門課程）  
水道水中トリハロメタン分析担当者講習会  
第5回航空公害対策関係担当者研修会  
55年度分析研修（水質専門課程）  
無線従事者養成講習会  
帯3回環境放射線モニタリング技術課程研修  

実験動物実技講習会   

〝  

55年度分析研修（悪臭専門課程）  

厚  生  省 東京都 技 師 松尾 和美  
瀬戸内海環境保全 高松市 研究員 村田 敦子  
知事・市長会議  

55．6．3－6  

55．6．18  

55．6．2ひ一々1  

55．7．1－19  

55．8．19  

55．8．1㌻－21  

55．8．25－」9．13  

55．9．25－10．3  

55．10．2ひ－－・31  

55．11．16  

〝  
56．3．4．－13  

厚  生  省  
痩  境  庁  
厚  生  省  
航空公害防止協会  
環  境  庁  
電 波 監 理 局  
科 学 技 術 庁  
日本実験動物  
技 術 者 協 会  

〝  

環  境  庁  

来
所
来
 
所
福
千
久
 
 
所
 
 

都
市
都
 
市
町
市
市
 
 

京
沢
京
〝
沢
間
晶
 
 

師
 
貞
 
 
 

〃
究
＿
 
 

技
 
研
 
 

美
弘
樹
幹
夫
郎
範
美
 
 

隆
興
弘
正
昭
志
幸
和
 
 
 

利
石
木
尋
川
原
崎
尾
 
 

毛
大
森
八
岸
篠
楢
松
 
 
 

淵
 

貞
師
 
 

究
 
〃
 
 

研
技
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庶  務・会   計   

当所の組織機構と業務内容は下記のとおりで，当年度の職員配置，歳入，歳出，予算決算等は表  
74－80に示すとおりであった．なお，試験検査一覧は，昭和 55年9月16日付厚生省訓第33号  
により，厚生省報告例“衛生関係”の記入要領及び審査要領が一部改正されたので，l昭和55年度の  
表は新・旧 2枚に分けて記入した．   

組織機構と業務内容  

課
課
 
 

務
理
 
 

総
管
 
 

部
 
 

理
 
 
 

管
 
 

：人事，予算等の庶務及び物品調達の経理事務  

：研究の企画調整及び管理，中央分析，情報管理，テレメータの  
運営業務  

一組 菌 課：赤軌 食中毒等の病原細菌及び食品，水等の細菌学的試験研究  
－ウイルス課：インフルエンザ，日本脳炎等のウイルス，リケッチアの試験研究  

一疫 学 課：特殊疾病及び環境の不健康要因等に関する疫学的調査研究  

一衛生化学課：食品，農薬，医薬品，化粧品等の試験研究，放射能調査  

一大 気 課：大気汚染及び臭気に関する試験研究  

－                一水 質 課：水質汚濁，井水，上水，温泉等の試験研究  

一環境理学課：廃棄物に関する試験研究，騒音・振動に関する測定調査  

一環墳生物課：衛生動物に関する検査研究        環境に関する動物学的，植物学約調査研究  
表 74  定員現員調（昭和56年3月31日現在）  

一保健科学部－  
所長一副所長－   

一環境科学部  

職  種  定 員  現 員  

職
 
務
 
究
 
術
 
職
 
 

事
 
研
 
技
 
 

師
 
｛
務
 
 

府
 
 

政
 
 

医
 
 
行
 
 
労
 
 

2
 
 
1
 
・
l
 
 
1
 
 
4
 
 

1
 
 
亡
U
 
 

2
 
 
1
 
 
5
 
 
0
 
 
3
 
 
 
1
 
 

1
 
 
6
 
 

8  7！）  

表 75  職   員   配  （昭和56年3月31日現在）  

主
任
技
師
・
技
師
 
 

主
任
主
事
・
主
事
 
 

研
 
 
究
 
 
員
 
 

専
門
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士
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長
 
 

所
 
 
長
 
 

長
 
 

課
 
 

所   長  

副 所 長  

部   長  

総 務 課  

管 理 課  

細 菌 課  

ウイルス課  

痙 学 課  

衛生化学課  
大 気 課  

水 質 課  

環境理学課  

環境生物課  

勺
U
 
（
U
 
（
U
 
4
 
5
 
5
 
9
 
6
 
一
〇
 
4
 
5
 
 

）
 
 

）
 
）
 
）
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l
 
l
 
l
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表 76  歳入決算一覧（単位千F‖  

科  目  金 額  備 考  

使用料及び手数料  

財 産 収 入  

諸  収  入  

計  

表 77  歳  出  決  算  一   覧 （単位 千円）   

日  人  公給  予  衛セ  食指  環指  公   環対  保   
事  田  

管 環  霊務  防  閉  【コ 蒜尋  慧導  嘉 藁  漂策  健 所   医   藁  森等  水振  計  
東  生費  費  害費  生費  生費  費  全費  費   哲   費  費  業費   

丁）賃金  203  925  2，757  3，885  

8）報償費  63  63  

9）旅 費  202  75  36T    4．387   44  163   2．966  310  110  63  575   gl  

11）需用費  125  30  89．897  

食糧費  456  20  30  506  

光熱水費  29．266  153  29．419  

その他の  
需用費  125  90  210  5乱g72  

12）役務費  2．579  45  2．624  

通信運搬費  2．046  45  2，091  

その他の  
役務費  

533  533  

13）委託料  38，509  16．943  55．452  

14）使用料及び  194  130  324  

15）事  405  405  

18）備品購入費  1．341  98  13．725  

19）負担金補助  

び付  
40  40  

2丁）  26  26  

計  202                     110  30  91  

78  見 学 者 数 一 覧（人）  

月  官公庁  一般  計  
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喪 79  拭験 検 査 一 覧（件数）（厚生省報告例）（昭和55年4月－12月）  

一 般  行 政  計  一 般  行政  計   

県 内 細 菌（1）   3   42  45   細 菌 学 的 検 査（37）     105  105  

分  
類  食 【コ ロロ   69  227  296  

細  
衛  

定  
生  の  他（39）  2   2  

薗  
その他の細菌（4）   8   3  原  143  

飲  
換  22  22  水  314  

査  
蒜崖孟豊（6）  

129  

動  物  試  験（7）  
料 水  

2   検  水   255   

ポ  リ  オ（8）  査  174  

分  
類  戸 水   301  

ウ  
イ  85  85  下係  
ル  
ス  定  4   水換  

ポ  リ   オ（12）  関査   

ケ 丁 チ  247  247   細菌学的検査（49）    g29  929  

ア 検  
清  
温  理化学的検査（50）  
関  

査  係 検  

動  物  試  験（16）  査   の  他（52）  21   21   

培  降下はいじん（53）    802   803  

接   公  17   17   

梅  毒（19）  
性  気  

16  126   142  
害  

り  ん   病（20）  
掃  

開  

そ  の  他（21）  黄物  6l  253   

寄  生  虫（22）  係  264  264  

生 虫  虫   類（23）  1193  1193  

原  64   64  

検 査   
虫   の  他（25）  4  4  そ   の   他（61）  24   24   

食  68  167  235   一 般 書 内 環 境（62）  
中  

4   4  

寺   37  37  
般  

浴   場   水（63）  

掃化  尿  （28）  環  ル  水（64）  

理学 ・検  定  性（29）  境  の  他（65）  36   36  

生査  
尿  13  13  放  107   107  

射  品（67）  13   13  
蛮習 換で  血 球 検 査（31）  

量（30）  

査に 」か  理 化 学 反 応（32）  能   の  他（68）  82   82  

温泉（鉱泉）泉質検査（69）  8   9  

（1）か かる らも  

一「の  そ  の  他（34）  1a  】3  薬  薬  品（70）  2   2  

食を  
中除  ロ ロロ   の  他（71）  9   9  

青く 」○  の   他（36）  119  119  栄  7  7  

養   の  他（73）  20  20  

そ  の  他（74）  9  115  124  

計  3553  3672  7225  
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表 80  試 験 検 査 一 覧（件数）（厚生省報告例）（昭和56年1月－3月）  

一 般  行 政  計  一 般  行 政  計   

細  2   2   菌学的検査（鴇）   44  44  

菌  4  4  飲  96  96  

検  水  菌学的検査（40）   71   2   73  

査   用  

化学鼎鬼晶墓（4）  化学的検査（41）   19  19   

ウ   88  88  歯学的検査（42）  

イ ／レ  その他のウイルス（6）  257  257  
貿  

ス  
化学的検査（43）   2g  29  

リケッチアその他（丁）  細菌学的検査（44）  

ケ  
ツ   241  241  

換  
利 用 水  353  

チ  

物学的検査（46）  

ア 国 査   
査  細菌学的検査（47）  

病原微生物の動物試験（11）  下  水                        化学的検査（48）  420  420   

田  
原  虫（12）  生物学的検査（49）  

寄  生  虫（13）  廃 彙  330  

寄 生 虫  
理化学的換査（51）  

等  
物 閑 係 換  

結  養（16）  査   の   他（53）  8   8  

核   SO2●訳：狩（54）  63  221  284   

性  毒（18）  公  大  （） 77   7T  

り  ん  病（19）  害  降下はい じん（56）   397  307  

病   気  
そ  の  他（20）  開  そ  の  他（57）  138  138   

食  係  782  782  

空 臼   検  そ  の  他（59）  

血  液  型（23）  査  488  488  

血  そ  の   他（61）  
臨  

生化学検査（25）  一 般 室 内 環 境（¢2）  

床  （26）  般 環  

換  そ  の  他（27）  填  の   他（64）  

尿  （28）  雨 水 ・ 陸 水（65）  27   27  

査  放  
便  （29）  空  気   中（66 93   93  

病理組織学的検査（30）  射  品（67）  5   5  

そ  の  他（31）  能  の   他（68）  

病原微 生物検査（32）   18  18  温泉（鉱泉）泉質検査（69）  

食 虔  

査  の  他（34）   62  62  薬  薬  品（71）  51   52   

細歯学的険査（35）   54  ロ ロロ   の  他（72）  7   4   ‖  

蓋  106  栄  養（73）  3  3  

査  
そ  の  他（74）  2  104  106  

計  2102  2766  4868  

合  計  5655  6438  12093  
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職  員  名  簿（昭和56年3月31日現在）  

当  所  

就任月日  

当  所  

就任月日  
部 課 名  職 名  氏 名  部 課 名  職 名  氏 名  

衛生化学課  研 究 員 飯田 隆男 45・5・1  所  長 猿田南海雄 48・g・10  
副 所 長 高橋 克巳 47・4・11  
管 理・部 長 龍頭 健次  55．7．1  

総 務課 長 山田 誠厚 54．7．1  

事務主 査 福井 義雄 52．5．10  
〝  坂井  呼  4g．4．20  

主 任 主 事 木村 保子 49．7．1  
〝  秋田志賀子  54．6．1  

主  事 岩下 妙子 50．8．1  

〝  河野 直樹  49．4．1  

〝  花田 嘉明  52．8．1  

〝  北  直子  4611．1  

〝  芥野 卑男  48．8，1  

技  師 毛利 隆美 50．8．1  
〝  楢崎 幸範  55．6．1  

〝   久保山登志子 35．4．1  

環境科学部長 森   彬 31．8．1  
大 気 課 長 森   彬  31．8．1  

専門研究員 石橋 龍吾 39．4．13  
研 究 員 近藤 紘之 4g．8．17  

〝  柳川 正男  45．5．1  

〝  永瀬  誠  47．4．1  

管 理 部  

総 務 課  

環境科学部  

大 気 課  

技
 
菅
亭
主
研
 
 

課
 
 

理
 
 

管
 
 

師 清水 哲也 48．9．10  
〝  大山 義幸  4g．1・5  岩本 真二  

森   彬  

高尾 真一  

大崎 靖彦  

松浦 聡朗  

森木 弘樹  

永渕 義孝  

中村 又尊  

重江 伸也  

徳永 隆司  

松枝 隆彦  

宇都宮 彬  
岸川 昭夫  

北 喜代志  

桜木 建治  

古賀けい子  

大石 興弘  

森   彬  

大崎真妙子  

木本 行雄  

八尋 正幹  

田上 四郎  

山本 美穂  

48．1．11  

31．8．1  

45．g．1  

3g．4．13  

52．10．15．  

45．11．2  

45．11．2  

46．1．11  

47．3．16  

46，1．5  

47．4．1  

53．10．1  

可7，4．1  

47．7．1  

53．6．1  

50．8．1  

52．11．1  

31．8．1  

39．4．10  

48．9．10  

48．9．10  

4g．1．5  

34．8．16  

長
員
員
 
 

〝
究
〝
〝
”
〝
 
 

F
 
 
 

水
専
 
研
 
 

課
 
 

質
 
 

水
 
 

課
主
 
 

理
務
 
 

長
査
事
員
 
 

武藤 博昭 化 9・10  
肥後八重子  46・g・13  

近藤  司  52・8・1  
篠原 志郎  48．10．1  

深町 和美 45．7．1  
森田 邦正  47．6．16  

究
〃
 
〃
 
 主 任 技 師 田辺 敏久  48，7．17  

技  師 松家  繋  48，7．17  
〝  黒木 重刑  47．12．4  

〝  贋田 弘俊  52．4．1  

保健科学部長 中村 幸男  24．10．1  
細 菌 課 長 常盤  寛  33．6．1  

専門研究員／ト何  章  46．5．21  

研 究 員 乙藤 武志  45．5．18  

主 任 技 師／ト石 二郎  54．6．1  

技  師 松尾 和美  54．6．1  

〝  

〝  

主 任 技 師  
〝  

〝  

技  師  
′′  

〟  

環境理学諜  環境理学課長  

専門研究員  

研 究 員  
〟  

技  師  
環境生物諜  環境生物課長  

保健科学部  
細 菌 課  

ウイルス課  ウイルス課長 武原 堆平  24．10．1  

専門研究員 福吉 成典 50．8．1  
主 任 技 師 乙藤 千寿 46．11．16  

師 多田 俊助  51．4．10   

千々和勝巳  

常盤  寛  

北森 成治  

中川 礼子  

片岡恭一郎  

大久保彰人  
中村 周三  

上和田幸子  

高田  智  

54．4．1  

33．6．1  
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僻和光年から昭和47年までの間，毎年コガタアカイ  

エカかう日本脳炎ウイルスの分離を行って，合計244株  

を分離したが，分離ウイルスの同定作業の過程で，1分  

離株，JaFAr・540366，だ捌こおいて赤血球凝集至適pH  

の範囲が明らかに他よりもアルカリ側に偏していること  

が見出された．このような例はかなりまれなので報告す  

る．  

材料及び方法  

ウイルス：ここに報告するJaFAr・封0366は昭和41  

年8月10日に福岡市酉区金武，都地部落の豚舎内で吸  

虫菅により採集したコガタアカイエカC〝Jβ∬什如β〝わr－  

カブ乃Cゐ〟∫Giles非吸血雌1900個体（19プール）から通  

常の晴乳マウス脳内接種法により分離された日本脳炎ウ  

イルス（JEV）3株のうちの一つで，同蚊100♀♀か  

らなる1プールが分離源であった．比較，参考に供した  

JEVのうち，“JaFAr”ナンバーの株は，いずれも昭和  

39年から同46年の闇に当地方のいろいろな地点で採集  

したコガタアカイエカから上記と同様な方法で分離した  

もので，それらの概要は下記のとおりである．  

株 名  材料採集場所  材料採集年月日  

J8FAr・5340郎  福岡市西区金武那加  13／VIIl粥6  

JaFAト封1266  同 上  10ノⅤ打【1966  

JafAr・100264  粕屋都内腐  29／VIl妬4  

JaFAr■01465  同 上  7／VII1965  

J8FAr・501366  粕屋郡阿慮  5／VtIl粥6  

J且FAr－562166  三井耶三沢  19／VItl粥6  

JaFAト19770  福岡市西区金武西山  6／VIIt1970  

J8FAト52171  福岡市西区金武四節  15／VII1971  

以上のうち，上から二者はいずれもJaFAr－540366の  

分離材料と同じ地点において同年内に得られた材料から  

分離されたJEVである：JaFAr－㍊40鎚は同年，同地  

点で得られた材料から由来したJEV 計25株の代表と  

して便宜的に選出したもので，JaFAr・541266はJaFAr・  

別0366の分離材料と同じ日に同地点で得られた材料か  

ら得られた他の2株のJEVのうちの一つである．JEV  

標準株としては，中山－NIH及びJaGArOlを用いた・  

中山・NIHは化学及び血清療法研究所（化血研，熊本）  

から，JaGArOlは国立予防衛生研究所（予研，東京）  

ウイルス第4室から分与された．分与時，前者はマウス  

脳継代36代以上，後者は哺乳マウス脳継代4代であっ  

た．更に，当研究室で前者を3代，後者を2代哺乳マウ  

ス脳で継代，それらの発症マウス脳をストック ウイル  

スとした．ウイルス継代は，すべて生後 3－4 日目晴乳  

マウスを用い，発症マウス脳組織懸濁液の10‾3希釈液  

0．02mJ／マウスの脳内接種法によった．   

ウイルス希釈液：免疫用以外のウイルス液調製には  

0．75％ウシ血しようアルブミン（BPA）（フラクショ  

ンV，U．S．Armour社製）加PBSを用いた．   

ウイルスの力価測定：ウイルス液0．03mJ／マウスを4  

過マウスに脳内注射，Reed＆Muenchl）の方法によっ  

た．使用した発症マウス脳は採脳後使用時までドライア  

イスジャーに保存，試験時，所定の希釈液で10％脳組  

織懸濁液を作製した．   

赤血球凝集（HA）及び同抑制（Hり 試験：抗原は  

Cla止e＆Ca姐1s2）の方法によって作製，試験の術式は  

同法を一部改変したOkuno etal．3）の方法に従った．  

JaFAr株の場合は，粗アルカリ（CA）抗原及び蕉糖・  

アセトン（SA）抽出抗原を用いたが，中山・NIH及び  

JaGArOlの場合は化血研製のアセトン・エーテル（AE）  

抽出凍結乾燥抗原を用いた．CA及びSA抗原は作製後，  

大部分の場合では溶液のまま試験時まで（1－2日）氷  

温に保存，一部の場合では凍結乾燥保存した．凍結乾燥  

抗原は使用時まで一20℃冷凍庫に保存，使用時水溶し  

た．HA反応の場のpH設定には，ガラス電極pHメー  

ター（東亜電波，モデル HM・5A）を使用，繰り返し  

測定の誤差が0．03以内であるようにBS及びVADを  

調整した．各ウイルスに対する抗血清は，それぞれ1群  

の成熟マウス（♀♀）を用い，活性ウイルス液の腹腔  

円4回注射により作製した．使用血球はガチョウ赤血球  

であった．   

マウス：大部分は当所で累代飼育したgpc系，一部  

は市版dd系を用いた．   

HidehoYAMAMOTO：Highly 且Ihline pH・dependencyin  
thehemagglutinAtionwith且JapatIe8eenCeplm1i（i8Yiru8i80－  
late fromCuLe3rtlitaeniolhy炸husmo叫uitoeB．  

＊福岡県腐生公害センター 環境科学部 環境生物諌  
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括  果  

1 赤血球凝集試験  

JaFAr・別0366の晴乳マウス脳継代においては，2代  

目以降，接種3－4日後に接種マウスのすペてを例外な  

く発症させたが，2代目発症マウス脳（Smb．ddG－235）  

から作製したCA抗原はHAに失敗した．そのために，  

再び初代発症マウス脳を継代，2，3代目発症マウス脳  

（Smbs．R－135，3181）それぞれのCA抗原によりHA  

試験を繰り返したが，やはり1：80以上のHA価はみら  

れなかった．しかし，4代目発症マウス脳（Smb．5053）  

から試作したSA抗原をpH6．0－6．6の範囲で試験し  

たところ，アルカリ側である程度（1：320）のHAを  

示した．このことから，5代目継代では数腹の晴乳マウ  

スを発症させ，その発症マウス脳のうちからCA抗原1  

ロット及びSA抗原2ロットを作製した．5代目発症マ  

ウス脳（Smbs．3205，4019，ddG－270）によるCA及  

びSA抗原は，pH6．4から7．6までの7pH系列で試  

験し，アルカリ側で十分な反応が認められた．以上の経  

過は表1にまとめ，両抗原の HA パターンは他の参考  

株のそれらとともに表2に示す．表2の結果はそれぞれ  

同一ロットの抗原による2回線り返し試験によるもので，  

繰り返しの結果にはほとんど差がなかった．またSA抗  

原の別口ットも他日試験したが表2の結果と大差なかっ  

た．JaFAr・540366のSA抗原はPH7．0及び7．2で最  

高のHA価を示し，CA抗原も同様のHAパターンを  

示したが，最終管のHAはpH7．0におけるよりもpH  

7．2において多少強くあらわれた．同一試験系において，  

JaGArOl及び中山－NIH抗原は所定のPHで最高HA  

価を示したので，この試験系におけるpH系列に誤りは  

なさそうである．なお，当所から送付したJaFAr・鮎0366  

の5代目発症マウスの凍結乾燥脳組織懸濁液を予研ウイ  

ルス第4室で晴乳マウス脳を更に1代継代後作製した  

SA抗原によるHA試験の結果では，この株のⅠ王A最  

適pHは7．0（HA価1：1600）であったとの連絡を  

受けた．   

2 赤血球凝集抑制試験   

晴乳マウス脳継代5代目の発症マウス脳から十分な  

HA価を有するJaFAr－540366のSA抗原を作製でき  

たので，これと他のJaFAr株及びJEV標準株の抗原及  

びそれぞれの抗血清とによる交差HI試験を行った．そ  

の結果は表3のとおりで，JaFAr－540366と他のJaFAr  

株との間に差を見出せなかった．   

3 マウス病原性  

JaFAr－540366のマウス病原性を調べる目的で，他の  

数種JaFAr株とともに実施した発症マウス脳の力価試  

験の結果は表4のとおりであった．JaFAr一別0366 の場  

合は5代目発症マウス脳を，他のJaFAr株の場合は2，  

3代目発症マウス脳を用いた．表4に示した結果では，  

JaFAr一別0366の値は他よりもやや低いようであるが，他  

との闇に差があるとはいいがたい．一方，抗血清作製に  

さいし，他のJaFAr株を用いた場合には，活性ウイル  

ス液（10‾3，0．2mJ／マウス）の初回腹腔円注射によって  

1群の成熟マウスのうち，何匹かが発症するのに対し，  

JaFAr・別0366を用いた場合には，発症はまったく認めら  

れなかった．この点を確認するため，JaFAr一別0366の5  

代目発症マウス脳（力価試験に用いたものと同ロット）  

の10倍段階希釈液の10‾1から10‾5 までをそれぞれ1  

群（5匹）の成熟マウス（♀♀）に0．2mJ／マウスづつ  

表1JaFAr－540366の哺乳マウス脳継代と赤血球凝集試験経過  

庶糖－アセトン抽出抗原法  粗ア ルカリ 抗原法  

マウス脳 抗原用脳  

継  代 ロットNo．  

（Smb．ノ HA価  

試験範囲  最適値   試験範囲  最適値  

2   ddG－235 ＜1：80 6．2－7．O  

R・185 ＜1：80 6．2－7．0  

3  3181 ＜1：80 6．2－7．0  

4  5053  1：320 6．0－6．6   ≧6．6  

1：2560  6．4－7．6  7．2  

1：2560  6．4－7．4  7．2  

1：1600＊  7．0＊  

4019  1：640  6．4－7．4    7．2  

ddG－270  

3205  

＊ 予研ウイルス第4室で実施した結果   



ー75一   

腹脛内接鐘したが発症はみられなかった．  第4童に依頼した．予研で実施されたJaFAr一弘0366及   

4 そ の 他  び2種のJEV抗原と各種フラビウイルス抗血清とによ   

上記の結果からは，JaFAr－540366がJEVであるこ  る補体結合試験の結果は表5に示すとおりで，この結果  

とは疑いないと思われたが，確認のため，JaFAr－540366  からもJaFAr－540366がJEVであることは明らかであ  

とJEV以外のフラビウイルスとの照合を予研ウイルス   る．  

表2 JaFAr－540366と他の日本脳炎ウイルス株との赤血球凝集パターンの比較  

抗原希釈（1： ）   抗原希釈（1：）  

株 名  pH  
く＞  株 名  pH  N  

▼・・■l  l．n   

JaFAr・  JaGArOl  ＋＋＋＋＋＋ 

540366  AEFD   ＋＋＋＋＋＋ 

SAAQ   6．6  ＋＋＋＋＋＋＋（＋）0  
6．8  6．8  

7．0  7．0  

7．2  

7．4  

7．6  

JaFAr・   
中山・NIH  6．0  ★ ＋＋ ＋0 0 0 0 0 0   

540366  AEFD  6．2  ＋＋＋＋＋士000  
6．4  6．4  ＋＋＋＋＋＋ 

6．6  6．6  ＋＋＋＋＋＋ 

6．8  6．8  ・（・）l土000000   
7．0  

士00000  

JaFAr・  6．2  0 0 0 0 0 0 0   JaFAr・  6．2  ＋ ＋ ＋（＋） 

541266  6．4  ＋ ＋ ＋ 土 0 0 0   534066  6．4  ＋ ＋ ＋ ＋  

CAFD  6．6  ＋ ＋ ＋（＋）＋ 0 0   SAFD  6．6  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 土 0 0  

6．8  ＋ ＋o o o o o  6．8  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋（＋）0 0 0  

7．0  0 0 0 0 0 0・0  7．0  ＋ ＋ ＋ ＋ 0 0 0 0 0   

AEFD：アセトン・エーテル抽出凍結乾燥抗原， CAAQ：粗アルカリ液状抗原， CAFD：同凍結乾燥抗  

原， SAAQ：蕨糖・アセトン抽出線状抗原， SAFD：同凍結乾燥抗原， ＋：完全凝集，（＋）：血球  

リングを伴う凝集， ■h：スリットを伴う凝集， ±：血球沈降不完全凝集， 0■：凝集こん跡あり，  

0：凝集なし   
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表 3 JaFAr・540366，分離株代表及び日本脳炎ウイルス標準株間の交差  

赤血球凝集抑制試験  

抗  血  清  

抗   原   抗原のタイ70  HA 要道  抗原希釈  

PH  
器
○
寸
M
∽
・
ト
く
h
員
 
 

り
¢
C
O
寸
の
」
く
h
旦
 
 

コ：  

Z  

∃  
せ・  

l■■■1  ⊂〉  

亡 く  

U  

中Ll卜NrH  AEFD  6．4  1：800  6  5  

JaGAr OI  AEFD  6．8  1：1600  5  6  

JaFAr・534066  SAFD  6．8  1：400  5  5  

JaFAr．540366  SAFD  7．2  1：160  5  5  

5
 
5
 
5
 
5
 
 

略号は表2参照．HI価は2倍段階希釈による血汁希釈管数で表示，血清希釈第1甘はl：40  

表 5 JaFAr・540366及び他の2種日本脳炎ウ  

イルス株の単一希釈抗原による各種抗  

フラビウイルスマウス血清の補体結合  

試験（国立予防衛生研究所．ウイルス  

第4重美施成績）  

表 4 JaFAr・540366及び他のJaFAr株の4週マウス  

（gpc系）脳内接種法による力価試験  

マウス脳  WMICLD．。  

継代数  ／0・03mJ  

抗 原 （1：4）  
T
 
 
 
 
 
＿
 
 
 
 
 
 
○
口
．
 
 
 
 
 
7
 
 
 
 
 
一
－
 
 
 
 
 
由
け
 
 
 
 
 
月
 
 

0
 
 
 
0
 
 
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

JaFAr・540366  5   

／／・100264  2  

／／・401465  2   

／／・501366  2  

／／・562166  2  

／／・19770  3  

／／・52171  3  

杭 血 清  JaFAr－  JE  
540366   0－2（i2・68  

（SA）  （SA）  

JE，中山－NIH  

JE．JaGAr oI  

WestNik  

MVE  

SLE  

Modoc  

Zik8  

RSSE  

Rio Bravo 

8ussuqu8ra  

Dengue・1型  

YF 17D 

Apoi  

JaFAr－540366  

6
 
の
0
 
2
 
4
 
6
 
■
「
 
」
「
 
4
 
■
「
 
■
「
 
（
バ
）
 
d
「
 
4
 
2
 
 

5
 
2
 
3
 
6
 
1
 
 

2
 
 
1
 
 

3  

‘
U
 
（
バ
）
 
2
 
■
「
 
（
バ
）
 
」
「
 
d
「
 
■
「
 
．
4
 
J
「
 
4
 
■
「
 
．
4
 
2
 
 

3
 
 

5
 
2
 
3
 
一
b
 
 

2
 
1
 
 

6
 
（
バ
）
 
2
 
2
 
6
 
」
「
 
」
「
 
4
 
■
「
 
■
「
 
4
 
4
 
4
 
2
 
 

5
 
2
 
3
 
3
 
1
 
 

2
 
 
1
 
 

3  

考  察  

Okuno et al．4）は昭和10年から同35年の間に分離  

されたJEV及び昭和36年に蚊及び患者脳から分離さ  

れたJEV計112株のHAを検して，日本における最近  

の新鮮分離株のHA最適pHは6．6－6．8であることを  

示している．事実，昭和38年から昭和47年の間に，福  

岡地方の各地で採集したコガタアカイエカからのJEV  

分離株（JaFAr株）のHA最適pHはJaFAr－540366  

以外では，すべて6．6－6．8であった．それらのうち，昭  

和38年から同41年までに分離したJaFAr株のHAパ  

ターンは既報（YanamOtO et al．5）；YamamOtO ＆  

Manako6）7）；山本他8））に示した．また昭和42年以降  

に分離したJaFAr株もすべて同様であった．これらの  

JaFAr株は，SA抗原による HAでは，HA価はpH  

6．6と6．8とで等しいか，あるいはpH6．6の方がやや  

高い例があったが，pH6．8の方が高い例はなかった．  

CA抗原によるHAでは，ほとんどの場合，pH6．6で  

HA価は最高を示した．これらのことから，JaFAr株の  

m における pH・dependency は‘‘alkaljne”よりも   
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JaFAr・540366はHA最適pHが他のJEV株よりも  

かなりアルカリ側に偏していることのほか，調べえた範  

囲では，マウスに対する病原性が他よりもやや弱いよう  

である．しかし，HI試験及び補体結合試験の結果から，  

この株がJEVであることは確からしい．   

一般に，最近蚊から分離されるJEV株の性状はおお  

よそ均一なもののようで，JaFAr一別0366のような例は  

極めてまれに思われ，その生物学的性状には興味が持た  

れる．したがって，この株のコガタアカイエカに対する  

親和性などについて今後検討してみたい・  

付記：JaFAr－540366抗原と各種のフラビウイルス抗  

血清とによる補体結合試験を引き受けていただいた国立  

予防衛生研究所ウイルス・リケッチア部長大谷明博士並  

びに試験を実施してくだきった同所ウイルス第4室の関  

係者の方々に厚く御礼申しあげる．  
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“intermediate’’（Okuno et al．9））に該当するようで，  

ここに報告したようにHA最適pHが7．0－7．2にみられ  

るような例は10年間に得られた244のJaFAr株のうち  

ただ一つの例外であった．Okuno et al．4）は昭和36年  

に群馬県各地で採集した蚊からのJEV分離株（JaGAr  

株）のHA結果を示している．それによると，計68株  

のうちiこHA最適pH7．0と記されたものが2株ある．  

しかし，それらのHAパターンは示されていないので，  

pH6．8と7．0とでHA価が等しかったために，通例に  

従い高い方のpHを最適として示したのか，あるいは  

pH6．8よりも7．0にHA価が高くあらわれたのか分か  

らない．したがって，それらのJEV 株と比しても，  

JaFAr－540366のHAにおけるPH－dependencyが更に  

アルカリ側に偏しているかどうかは明らかでない．また，  

昭和44年から同47年にわたり，日本各地で採集された  

コガタアカイエカから分離され，抗原分析用として予研  

ウイルス第4室に集められたJEV最近流行株のうちに  

も，そのような例はなかったようである（非公式資料に  

よる）．   

本報に示したJaFAr－540366のHAパターンは，5  

代目発症マウス脳から作製した抗原によるものであるが，  

この間の晴乳マウス脳継代によってHAパターンが変  

動したということも考えられないことはない．しかし，  

1）継代数があまりにも少ない，2）Okunoetal．4）も  

懸念したように，マウス脳継代によりJEV株のHAに  

おけるpH・dependencyが酸性伽へ偏する可能性はあり  

そうだが，この場合は逆にアルカリ側への偏向である，  

3）同著者らは成熟マウス脳及び晴乳マウス脳継代はと  

もに使用したJEV株個有のPH・dependencyに影響し  

なかったことを示した．これらのことからJaFAr－540366  

のHA至適pHにおける特異性がわずか5代の晴乳マ  

ウス脳通過による可能性は極めて小さい．  
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食品 申のヘキ サ  

高田  智＊・北  

芥野 卑男＊・飯田  

ヘキサクロロベンゼン（HCB）は種子消毒剤として  

知られ，また我が国では農薬のペンタクロロフェノール  

（PCP）の製造中闇体として使用されていた．かつてト  

ルコにおいてHCB処理済みの小麦を誤って食べたため，  

数千名が中毒した例があった1）．その主症状は晩発性皮  

膚ポルフィリン症である．また，動物実験でもラットに  

おいて生殖障害2〉，ハムスター，マウスにおいて腫瘍発  

生3〉が報告されている．一方，HCBは1，2，3，4，5，6一ヘ  

キサクロロシクロヘキサン（HCH），2，2－ジー（4一クロロ  

フユニル）・1，1，1トリクロロエタン（DDT）などの有  

機塩素系農薬及びポリ塩化ビフェニル（PCB）と同様，  

月旨肪組織への親和性が大きく，かつ蓄積性があることが  

知られている4〉5〉．そのうえHCBは環境内で分解を受け  

にくいため，ヒトに連続摂取されると有害な影響を与え  

るものとして昭和封年8月14日政令第225号により  

‘‘化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律”に基  

づく特定化学物質の指定を受けた．そこで，食品に対す  

るHCBの汚染の実態を把握し，県民が日常どの程度摂  

取しているかを明らかにすることは必要であると考え，  

調査を行った．  

方  法  

検体の採取：県内で栽培された米・野菜類4種25検  

体，東支那海又は有明海で捕獲された魚介類8種別検  

体及び県内で生産された肉類・鶏卵・牛乳5種35検体  

の合計18種110検体を昭和54年12月から55年3月に  

かけて採取した．   

分析方法：魚介類，肉類についてはヘキサンで脂肪を  

抽出後，アセトニトリル分配を行い，フロリジルカラム  

クロマトグラフィーによってクリーンアップし，ガスク  

ロマトグラフィー用分析試料とした6〉．その他の米・野  

菜類は食品衛生法7），鶏卵はAOAC法7〉，牛乳は有機塩  

素剤試験法7〉に準じて，それぞれクリーンアップし，同  

法用分析試料とした．ガスクロマトグラフ分析条件は次  

の2とおりであった．   

装置（1）：柳本製  G1800  

直子＊・毛利 隆美＊  

陸堆＊・中村 周三＊  

分離カラム：ガラスカラム，2mmx2m  

充 て ん剤：2＋0．5％DEGS－H3PO一，ガスクロ  

ムQ，100－120メッシュ  

カラム温度：180℃  

キャリヤーガス：N2，2．2kg／Cm2  

検 出 器：電子捕獲型検出器（ECD）   

装置（2）：柳本製  G800  

分離カラム：ガラスカラム，2mmx2m  

充 て ん剤：1．5％シリコンQF－1，ガスクロム  

Q，100－120メッシュ  

カラム温度：170℃  

キャリヤーガス：N2，1．6kg／Cm2  

検 出 器：ECD   

なお，検出限界値は全重量当り0．1ng／gである．  

結果及び考察  

食品別に全検体の分析結果を図1に示す．   

米：すべて検出限界値以下であった．   

野菜類：ほうれんそう10検体のうち1検体だけが ＝＝＝∴＝∵  

0．3ng／gで，他はすべて0．1ng／gであった．またきゅ ●●   

うりは1検体だけ行ったが0．1ng／gであった．更に大 ■●  

棍9検体はすべて検出限界値以下であった．   

●●●●● 魚介類：魚類のきんめだい5検体，さば10検体，い ●●●  
わし5検体，あじ5検体からはすペて検出され，最高値 ●●●●  
はいわしの2．6ng／gであった．魚類のうちめんぽ5検 ●●●●●●  
体はすべて検出限界値以下であった．また頼皮動物のな ●  

まこ，軟体動物のいか，甲殻類のしゃこは魚類に比較し  
●● ●●●  

て低い値を示し，最高値でもいかの0．2ng／gであった．  
■●   

肉・卵類：すべての検体において検出された．なかで   

も鶏卵の1検体が今回諏査した全検体のうちで最高の  

2．7ng／gを示し，また1ng／g以上検出された検体が4  

検体もあった・これは飼料による汚染ではないかと考え   

る．   

牛乳：すべての検体から検出され，最高は 0．4ng／g  

であった．   

以上の5っの食品群において，検出された率を示すと，  

米：0％，野菜類：55％，魚介類：64％，肉・卵類：  

100％，牛乳：100％である．魚介類のうち魚類だけの検  

出率は鮎％で，その他の検出率は35％であった．   

S且tO8hiTAKATA，NaokoK【TA，T且k且miMOHRr，Mineo  
KESHINO，Takao TTDA ＆ Shuzo NAKAMURA：Hexa－  
cl1loroben乙enein fod  

＊福岡県衛生公害センター 保健科学部 衛生化学諌  
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図 1 食品中のHCB分析結果   

表1 食品別HCB濃度範囲及び平均値（ng／g）  

食 品 名  検休数  濃度範囲  平均値±標準偏差  平均脂肪含量（％）  

精 白 米  

はうれんそう  

大  根  

き ゅ う り  

きんめだい  

さ  ば  

い  わ  し  

あ  じ  

め  ん  ば  

な  ま  こ  

い  か  

ND  ND  

O，1－0．3  0．1土0．06  

ND  ND  

O．1  0．1  

0．1－0．2  0．2士0．05  

1．2－2．0  1．6±0．25  

1．9－2．6  2，4±0．29  

0．3－0，4  0．3±0．04  

ND  ND  

ND  ND  

ND－0．2  ND  

ND－0．1  ND  

O．2－1．4  0．6±0．47  

0．2－0．4  0．3士0．07  

0．3－0．6  0．4±0．11  

0．4－2．7  1．1±0．82  

0．2－0．4  0．3±0．08   
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このように魚類，肉・卵類などがHCBに汚染されて  

いることがわかった．   

表1に，食品別にHCBの濃度範囲及びその平均値，  

並びに平均脂肪含量を示す．これらから明らかなように，  

HCBの平均値の高い食品は，脂肪含量も高く，PCBと  

同じような傾向を示した．   

ここでHCB と PCB の食品汚染の程度を考えると，  

今回調査した魚介類のHCBの平均値は0．6ng／gであ  

り，昭和封，55年度の日常食品中の汚染物摂取量調  

査8）9）における魚介類のPCB濃度は両年度とも10ng／g  

であったから，魚介類におけるHCB濃度はPCB濃度  

の1／16となる．この値は今まで考えられてきたように，   
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“Ⅰ】CBによる食品汚染はPCBの1／10から数十分の1”8）  

という範囲であった．   

また，今回得られた調査結果を基にしてIiCBの1日  

摂取量をCIC（ContominantIntake Calculation）方  

式によって大まかに計算すると次のようになる．   

厚生省の昭和52年度の国民栄養調査である“食品群  

別摂取量’’における北九州地域の1人1日当りの摂取  

量10）は，魚介類88．6g，肉・卵類116．8g，乳類102．5g  

である．これらの食品種における今回のHCBの平均値  

は，魚介類0．6ng／g，肉・卵贅0．8ng／g，牛乳0．3n塵／g  

であるから，1日摂取量はそれぞれ 0．05，0．08及び  
0．03／唱 となり，合計0．16／唱 となる．また今回調査  

した米及び野菜寮の平均値は両方とも検出限界値以下で  

あり，その他の豆類及び果実類などの食品については今  

回調査を行わなかった．しかし HCB の環境内の動態  

はその化学的性質からみてPCBと同じような傾向を示  

し，魚介類などから検出されると考えられる．そこで，  

前記の魚介類などの3種以外の食品において，検出限界  

値の1／2の量がHCBに汚染されていると仮定して1日  

摂取量を計算すると，前記の3種以外の食品の1人1日  

当りの摂取量は1054．5g であり，その中に含まれる  

HCBは0．05FLgとなる．したがって全食品からのHCB  

の1日摂取量は0．21／唱 となる．また，前記の昭和54  

年度及び55年度における調査8）9）によって得られたHCB  

の1日摂取量は，それぞれ0．23，0．004′唱以下であり，  

この0．21／唱という値はほぼ妥当なものと考えられる．  

更にこの値は昭和別年1月9日に行われた“化学物質  

の安全性に関する検討委貞会，，6｝ において提示された  

HCBの暫定的な1日許容摂取量 36／唱（ヒト体重を60  

kgとして）の約1／140の値である．   

以上のことからHCBに関して，現在の食品汚染状況  

は心配がないと考えられる．  

付記：この調査は昭和54年度厚生省の委託によって  
行った．  
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ホルマリ ン液浸標本によ る50年前の  
有明海産魚類の水銀濃度  

森木 弘樹＊・深町 和美＊＊・高尾 真一†・森本 昌宏††   

海水中に含まれる重金属は生物濃縮により，海産生物  

に蓄積されることはよく知られている．水銀の蓄積につ  

いても汚染海域，非汚染海域を問わず魚類をはじめ各種  

海産生物について数多くの調査が行われている．   

また，Evansetal．1）Milleretal．2）Barber et al．3）  

は博物館に保存されていた古い魚類液浸標本の水銀を分  

析し，海洋の人為的水銀汚染が進行していなかった時代  

における魚体内水銀濃度を明らかにした．筆者らは福岡  

県有明水産試験場が保存する50前年の有明海産魚類の  

模本の水銀濃度を軋定することができたので，その結果  

は有明海において現在魚獲される魚体中の水銀濃度のバ  

ックグラウンド値と見なすことができるであろう．ニー方，  

この結果により同海域における魚体中の水銀濃度の時代  

的変遷を知るために，今回の測定値と厚生省依頼による  

“昭和48年度厚生省委託有明海産魚介類の水銀量調査”  

の測定値とを比較した．なお，標本魚体から保存液への  

水銀の溶出状況も併せて検討した．  

試料及び実験方法  

試 料   

供試標本は福岡県有明水産試験場から提供されたもの  

で，それらの明細は表1に示す．供試された標本は6魚  

種で，魚体及び保存液について水銀を分析した．保存液  

のホルマリン濃度は不明であったが，魚類のホルマリン  

液浸標本保存液は通常市販のホルマリン溶液を10倍希  

釈したものであるという．魚体からの水銀の溶出実験で  

は市販のマグロ肉塊（表皮付）を用いた．   

分析機器  

水銀原子吸光分析装置：島津201型水銀分析計  

ガスクロマトゲラフ（GC）：柳本G－1800  

充てん剤：20％DEGS・HG  

カラム：ガラスカラム2mmxlm  

注入口温度及び検出器温度：160℃  

カラム温度：140℃  

キャリヤーガス：窒素（純度99．999％以上）  

0．7kg／Cm2  

検出器：電子捕獲型検出器（ECD）   

分析方法  

1）ホルマリン液浸標本の水銀濃度定量   

魚肉中の全水銀：ホルマリン液浸標本魚体はそのまま  

鱗を除去，躯幹の肉質部だけを細切，更にミンチ状とし，  

その5g前後を採取，精挿し，内藤他5〉の方法に従い，  

過顧化水素，硫酸，過マンガン願力リウムを用いて分解  

した．分解液をろ紙No．5Cでろ過し，水を加えて一定  

量としたのち，還元気化法により定量した．他のミンチ  

状肉質部を100℃で16時間乾燥後2），固形分率を求め，  

乾物あたりの水銀濃度を求めた・   

魚肉中の塩化メチル水銀：ミンチ状肉質部10g前後  

を採取，精秤し，乳鉢中で更に摩砕したのち，厚生省の  

通達6）に準じて塩化ナトリウムとベンゼンを加え抽出し  

た．ベンゼン層は無水硫酸ナトリウムを用いて脱水後，  

ECD－GCにより定量した．   

2）魚体からホルマリン保存液中への水銀溶出実験   

保存液中の全水銀定量：上記の被検標本のホルマリン  

保存液（以下，保存液）は，ろ紙No・5Cでろ過後，  

ろ液はAOAC7）の方法に準じて，五酸化バナジウム，  

硝酸，硫酸を加えて加熱分解，この分解液を還元気化法  

により定量した．   

生鮮魚体による溶出実験：表皮付マグロ肉塊を三分  

し，その一片の総水銀を前記の方法で定量，他の一片  

（約160g）を1000mJ広口共栓びんに採り，10倍希釈  

ホルマリン溶液1000mJに浸し，経時的にホルマリン  

中の水銀濃度を測定した．  

結果及び考蕪  

1 ホルマリン液浸標本の水銀濃度   

有明海において，昭和6年に捕獲され，福岡県有明  

水産試験場に横木として保存されていた6魚種について  

分析をおこなった結果を表2に示す．全水銀は0・012－  

0．103FLg／g湿重，塩化メチル水銀はこん跡－0・100F［g／g  

湿重の濃度範囲であった．これらの値が有明海産魚類の   

HiroshiMORIKT，KaどumiFUKAMACHI．ShinichiTAKAO  
＆ Ma5ahilO MORrMOTO：MercurylevelsIdeterminedin  
the formalin－preSerVed specimens of the fishesICOllected  
in the Ari8ke Bayin1931．   

＊ 福岡県衛生公害センター 環境科学部 水質深  
＊＊  同  管理部   管理課   

†  同  環境科学部 環境理学謀  
††  周  管理部   総務課  
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表1 被 検 標 本 の デ ー タ  

魚  名  魚令   検体数＋  採集場所  採集日付  

（年）  

ニ  ヘ   〃沌郎＝扇け最m正  
（JordanetSnyder）   

イシワリ■■  

C最晶＝り血Ⅵ  
エ  ツ  （Linnaeus）  

ハゼケチ g。．）  

マホラ  

⊥z■ヱ8んdgm山ぐんど王山  

メ ナ ダ  （TemmincketSchJegel）  

2  1（10）   有明海   昭和6年5月   

2  1（5）   有明海   昭和6年5月   

2  1（15）   筑後川筋   昭和6年5 月  

1  1（8）   有明 海   昭和6年8月  

1  1（2）   筑後川筋   昭和6年10月  

2  1（6）  筑後川瞞   昭和6年8月  

■（）内は個体数  

＝ 棟本ラペ′しによる  

表 2  ホルマリン殖浸標本の分析結果  表 4  50年前と現在の有明海産魚類の  

水銀濃度の比較（作／g乾垂）  
全水銀  塩化メチル 塩化メチルホルマリン  

魚名  水   銀 水 銀  巾全水銀  
（／鱈／々湿重）（／鱈／々湿寅）垂 水 鎖（ng／mJ）  昭和6年捕獲魚  昭和48年捕獲魚  

和 名  全水銀  業者取扱名 全水銀  
ニ  ベ  0，071  0．063  

イシワリ  0．088  0．072  

エ  ツ  0．103  0．100  

ハゼクチ  0．071  0．073  

マポラ  0．012  こん跡  
（0．007）  
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こん跡  

（0．007）  
メ ナ ダ  0．019  （0．36）  

水産試験場で同定された標本であるのに対し，“昭和48  

年度厚生省委託有明海産魚介類の水銀量調査”では，供  

試魚は有明海産魚類として魚介類流通機構から収去，業  

者取扱名により当所に搬入されたものであるから，両調  

査間での魚種の対比は必ずしも正確ではない．   

水銀の主な汚染源は，有明海に流入する大牟田川流域  

に存在する化学工場と考えられ，昭和12年以降では染  

料製造工程で，昭和35年以降では苛性ソーダ電解工程  

でそれぞれ水銀触媒が使用され，その排水が有明海に排  

出されていた．しかし，上記の結果は昭和48年当時の有  

明海産魚顆が水銀触媒排水の影響を受けていないことを  

示唆する．同様な結果はMiller et al．2）及びBarber  

et al．3）の報告にも見られる．   

全水銀に対するメチル水銀の比について，井村8）によ  

るとWest舶は畜肉，鶏卵，魚肉などの分析結果から全  

水銀の80－100％がメチル水銀であると報告していると  

いう．表2に示した今回の分析結果もほぼ同様であった．   

2 ホルマリン保存液中への魚体からの水銀溶出   

被検標本保存液中の水銀は，5例中1例だけに検出さ   

表 3 昭和48年有明海産魚類の水銀濃度（俺／g湿重）  

全  水  銀  

最 ′ト   最 大   平 均  

に  べ   】（1）  

くちそこ   25（239）  

え  つ   6（30）  

は  ぜ  11（400）  

ほ  ら  49（112）  
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■（）内は全検体の捻個体数  

水銀濃度を正しく反映しているかどうかは被検模本が少  

ないので明らかでないが，これらの値と“昭和48年度厚  

生省委託有明海産魚介類の水銀量調査’’に際し当所衛生  

化学課で分析した有明海産魚類の全水銀測定値（表3）  

とを比較した（表4）．その結果，有明海における昭和  

6年捕獲魚と昭和48年捕獲魚との闇で全水銀濃度の差  

は明らかではなかった．なお，昭和6年有明海産魚類は  
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銀濃度を比較したところ，ほとんど差がみられなかった・  

また，全水銀の釦－100％はメチル水銀であった・   

魚肉をホルマリンで保存したとき，保存期間が長くな  

るにつれて保存液中の水銀濃度が増加した・実験の結果  

からこのことはろ紙で捕捉できなかった微粒子状の魚体  

の剥離物に由来するものとも考えられた・  

付記：貴重な標本を提供してくだきった福岡県有明水  

産試験場並びに“昭和亜年度厚生省委託有明海産魚介  
類の水銀量調査，，の結果を提供してくだきった当所衛生  

化学課の関係者各位に深く感謝する・  

文  献  

1）R．）．Evans et al．：Environ．Sci．Tech．，6，  
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7）F．D．Deitz et al．：JAOAC，56（2），378－382，  

1973．  

8）井村伸正：衛生化学，18（5），29ト303，1972・   

れ，0．211g／mJであった．このことから，標本魚体から  

保存液への水銀溶出が考えられたので，全水銀含有濃度  

1．帥〝g／g湿重のマグロ肉片を用いて溶出実験を実施し  

たところ，浸液後6か月，1年及び1年半後のホルマ  

リン中の水銀濃度はそれぞれ0．00，0．08，0．㈹ng／mJ  

であった．すなわち，浸液時間が長くなるに従って水銀  

濃度が増加する傾向が見られた．松田他4）はホルマリン  

浸漬マグロ，カジキの全体模本保存液中の全水銀値は  

NDであったと報告している．この事実を考慮すると今  

回の溶出実験の結果は，全魚体から保存液へ溶出した水  

銀と考えるよりも，むしろろ紙を通過した微粒子状の魚  

体剥離物に由来したものと考えることもできる．今回の  

再出実験は魚体として，一部表皮付きではあったが筋肉  

部の裸出した肉塊を用いた点において，全魚体を液浸と  

した一般保存模本とはかなり異なった条件であった．  

事実，液浸後肉質部の細片状剥離脱落物は日数経過とと  

もに増加した．したがって，溶解性水銀を測定するろ過  

操作においてはポアサイズの小さなろ紙を用いる必要が  

あろう．  

ま  と  め  

有明海において，昭和6年に捕獲されホルマリン中に  

保存された魚類標本と近年捕獲された生鮮魚類との全水  
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面煙源拡散式の具体的な計算方法の比較  

松家  光＊・黒木 重則＊・田辺 敏久＊・武藤 直彦＊＊   
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多煙源による都市大気汚染の予測を行うとき，ビル暖  

房及び密集した中小の煙突などは個々の煙源として扱う  

ことが多い．これらの煙源札1本ごとの排出量は少な  

いが密集しているためにある大きさの面横内の中小煙源  

をまとめると無視できない排出量となり，しかも排出高  

度は一般に低いために地上への濃度の寄与は大きなもの  

となる．拡散計算の精度上は，これらの煙源を面煙源と  

して処理するよりもそれぞれを点煙源として個々に処理  

することが好ましいと考えられる．しかしながら，実際  

には，これら中小煙源では各種排出源データの精度が低  

いので時間をかけて厳密に計算を行っても排出源データ  

精度の高い大煙源の場合のように予動橋度は向上しない．   

このため，簡便さを考慮すると数本の中小煙源をとり  

まとめて面煙源として扱うことは実用的な方法といえる．   

面煙源の計算方法については，これまで多くの計算方  

法が拒案されている1〉．一般に，面煙源拡散式は点煙源  

拡散式を二重層分する形で与えられる．したがって，具  

体的に計算する場合，積分の処理方法によっては計算所  

要時間に大きな差が生じる．厳密に数値積分を実行する  

とかなりの計算時間を要し，これは面煙源として扱った  

本来の簡便さを欠くことになる．また，積分についてあ  

らい近似計算を行えば得られた解の精度に問題が生ずる．   

そこで，本報では面煙源の計算上の間窺点の解明及び  

各種計算方法の比較を行い，具体的な面煙源の計算を試  

みた．  

拡散計井式  

面煙源の拡散モデルとして，本報では一般に使用され  

ている長期平均濃度を対象とした正規型のブルーム式  

（1）式及びパフ式（2）式を使用したZ〉ユ）．   

有風時（加≧1．Om／sec）  

u】・∬8】  

＝ミ三i二′ニ  

冨・r・（糾・卿  

（2）   

ここに，C：計算地点の濃度，∬：濃度計算上の主線  

（風下方向）距離，ツ：濃度計算上の主線からの水平方  

向距離，月七：有効煙突高，加：風速，Q：煙源排出強度，  

斤：（が＋〆）川＼垢‥鉛直方向の拡散パラメータ，♂y：  

水平方向の拡散パラメータ，α：♂y＝αr，r：♂冨＝rr，  

r：拡散時間とした．   

面煙源による濃度分布は，（1），（2）式それぞれを積  

分することによって求められる．図1に示すような一辺  

を2Jとする面煙源を考え，原点を面煙源の中心にとる  

と，計算地点P（∬，ツ）の濃度C（∬，ツ）は，  

C（∬・ツ）＝I：二：J：二：c（⊂・膵函  

で与えられる．  

ワ  

（3）  

肝  

P（エ，y）  

；  

図1 面鹿野と計算地点の関係  

面煙源拡散式の計井方法   

（3）式の近似計算の比較を行うために以下のような計  

算方法を考えた．  

1 二重積分の近似計算を行う方法  

1）面煙源を細分化して計算する方法（細分化）   

面煙源の各辺を乃等分し，が個の微小メッシュとし，  

この微小メッシュの中心点を（（∬i，タカ，f＝ト乃，ノ＝1一乃〉  

とすると（3）式は次式で近似される．  

E83  
盲諦 

・eXp （1）  C（∬，ツ）＝叩）＝（…）  
・銅…  

弱風及び無風時（加＜1．Om／sec）  

C（∬，γ）＝C（の  

Shigem MATSUKA，ShigenoriKUROKI．H且ruhi餌．TA－  
NABE＆N且OhikoMUTOH：A compari80n且mOng the8im－  
ple method80fcalcu18tion onarea80urCediffuBion modelB．  
＊ 有岡県衛生公害センター 管理部 管理課  
＊＊（現）福岡県考査室   

I†c（⊂・マ）d物≒亨韓′仲C（祐ノブ）  （4）   
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（4）式は，乃を大きくすれは精度の高い近似となる．  

しかし，それに伴って計算時間を要することが問題とな  

ってくる．   

2）台形公式によって近似する方法   

台形公式によって（3）式は次式で近似される．  

JJ  C（ぐ，マ）dぐdマ  

≒（C（∬－りト畑HC（∬－Lカ＋C（∬－わ＋′）   

＋2C（∬，ツーJ）＋4C（∬，プ）＋2C（∬，プ＋J）   

＋C（∬＋J，ツーJ）＋2C（∬＋J，プ）＋C（∬＋J，プ＋J）〉   

2 水平方向の積分を近似したのちに計算する方法   

長期平均式における水平方向の分布を直線で近似する  

ことにより計算地点P（∬，プ）は，  

1．871．組1．891．001．911．921．931．鋸1．951・粥  

濃 度（ppb）   

J ∫ ＋J   ∫一イ  

C（ぐ，マ）句≒2JC（ぐ，カ  

で近似できる．よって（3）式は，  

J J  
∫＋J  

∫－J  

C（∬，カ≒2  C（ぐ，プ）dぐ  （5）  

と1回の積分で近似できる．そこで，一般に積分の近似  

として用いられている Simpsonの公式を使用すると  

（5）式は，  

C（∬，プ）≒叩（∬一川＋4C（∬，カ＋C（∬＋′湘  

となる．  

〝  

7．8 7．9 8．0 8．18．2 8．3 8．4 8．5 8．6 8．7  

濃 度（ppb）   

図13  斜向風（有風時）による濃度変化  

一細分化，……台形公式  

拡散条件：月g＝30m．Q＝3，6NmりH．  

〟ユ5m／8eC，安定度（D）  

P（れ，yl）  

図2  斜向風による面煙源計算方法  

結果及び考察  

1 計井上の問題点の検討   

風向が面煙瀕に対して直交する場合とそうでない場合  

とについて計算地点における濃度変化を検討した．   

一般に，面煙源に対する斜向風の濃度計算は，面煙源  

を常にその風向に対して直交させる形で回転させて積分  

計算を行う．しかしながら，厳密には斜向風がある場合  

には，濃度は図2に示すような形で計算地点に対して寄  

与し，P（∬1，プ1）に対する濃度はβ1，βl，βきの額域が  

変化することにより変わってくる・斜向風の角度βを00  

から450まで変化させてβ＝00（風向が面煙源に対し  

て直交する場合）とそれ以外の角度との濃度の変化を  

細分化及び台形公式による計算方法を用いて検討した・  

なお，有風時における鉛直方向の拡散パラメータは，  

Pasquill－Giffbrdの図の近似値を利用し，弱風時及び無風  

時における水平，鉛直方向の拡散パラメータは，Turner  

の図におけるT＝3時間の近似値を利用した3），図3に   
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5．8 5．8‘．0 6．2‘．4 6．6 6．8 7．0 7．2 7．4  

濃 度（ppb）  

●              ㊥  

0 1  2  3  4  5  6  7  
風 下 距▲離（km）  

図 5  有風時における各種計算方法による地上  
濃度の比較  

一細分化．……台形公式．－・－Simp80n公式  
拡散条件：〃k＝30m．0ヨ3．6Nm8／H．  

〟；5m／8eC，安定度（D）   

2 葛十井方法の比較   

細分化，台形公式及びSimpson公式を用いて濃度を  

算出し，比較検討した．   

図5に有風時，図6に弱風時及び図7に無風時におけ  

る濃度変化を示す．ここに，細分化による方法は，1km  

メッシュの面煙源を400等分していることから，かなり  

高い精度であるといえる．したがって，細分化が最も其  

値に近似しているものとして他の方法と比較検討を行っ  

た．この結果から，有風時及び弱風時における風下距離  

並びに無風時における面煙源中心からの距離が1km以  

上の場合の濃度は，どの方法もほとんど変わらないが面  

煙源近傍では細分化に比べ台形公式及びSimpson公式  

によると過大評価することになる．面煙源内部では台形  

公式及びSimpson公式による計算値は大きな変動を示  

しているが，これは近似式の特性から説明できる．よっ  

て，現実に設定される面煙源は1km メッシュあるいは  

それ以上を取り扱うので，各図から示されるように面煙  

密からの距離が1km を超えると濃度の変化がないこと   

卸31 32 刀 封 35 36 37 38 卸  

濃 度（ppb）   

図 4  斜向風（東風時）による濃度変化  

一細分化．……台形公式  
拡散条件：月セ＝3（Im．0雷3．6Nm3／H．  

〝ゴ0．5m／8eC，安定度（4）  

有風時，図4に弱風時における濃度変化を示す・   

この結果から，風向が面煙源に対して450に近づくに  

つれて直交の時よりも濃度が高くなる債向があることが  

分った．しかし，距離が1kmを超えるとこの特性は変  

わらないが変化の度合いが非常に小さくなる．したがっ  

て，距離が遠い場合には風向が直交するときの濃度計算  

を行っても誤差はほとんどないが，距離が1km以内の  

近い場合の濃度について厳密な計算を行う場合は，風向  

角度を考慮して計算する必要がある．  



風 下 距 離（km）   

図 6  弱風時における各種計算方法による地上  

濃度の比較  

一細分化，……台形公式．－・－SimpBOn公式  
拡散条件：ガg可30エロ．Q＝3．6Nm8／H，  

〟＝0■5m／8e（：，安定度（4）   

から，多くの時間を要する地域内のメッシュ計算を行う  

場合，台形公式及びSimpson公式による近似式を用いて  

も充分実用的であると考える．また，（5）式において有  

風時における鉛直方向の拡散パラメータを♂石＝α∬むとお  

くと次式の誤差関数によって表わされることが分かった．  

国 7  無風時における各種計算方法による地上  

濃度の比較  

一細分化，……台形公式．－・－Simp80n公式  
拡散条件：〃g≡30m，Q＝ゴ台．6NmりH．  

〟＝0．5m／8eC．安定度（4）  

今後，この関数も含めて有効煙突高，風速及び安定度  

等のパラメータが変化した場合の濃度を各種計算方法に  

より検討する予定である．  
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保持指数を用いた水中有機化合物の同定  

森 田 邦 正＊・深 町 和 美＊   

近年，河川及び海域において，都市の生活活動及び工  

場生産過程から排出される生活排水及び工場排水による  

人為的な汚染が社会問題となっている．生活環境汚染の  

実態を知る目的として，最近，ガスクロマトグラフー質量  

分析計－コンピュータ（GC－MS・COM）システムを使っ  

た水中の極微量有機化合物の分析が試みられている1）2）3）  

しかし，河川水及び海水等の環境試料には，多種多様な  

有機化合物が混在しており，ガスクロマトグラフー質量  

分析計（GC－MS）によって得られるマススペクトルデ  

ータだけでは有機化合物を同定することは非常に困難で  

ある．   

一万，ガスクロマトゲラフ（GC）によって得られる  

保持時間は測定条件を一定にすれば，それぞれ，物質固  

有の値を持つことが知られている．しかし，測定条件を  

厳密に一定にすることは非常に困難であるため，通常，  

GCによる測定は種々の条件下で行われている．そのた  

めに，現在，普遍的なGCの保持時間のデータは少なく，  

これが有機化合物の同定に非常に有用であるにもかかわ  

らず，十分に活用されていない．   

そこで，著者らは直鎖アルカンを基準物質とした  

Kovatsの方法4）を昇温分析に応用し5），143種類の標準  

物質の保持指数（創りを求めた．さらに，これらのβJ  

及びマススペクトルの測定結果から，工場排水試料中の  

成分について検討を行い，いくつかの有機化合物を同定  

することができたので報告する．  

実 験 方 法  

試 薬   

樟準物質は東京化成製，和光純薬製，半井化学製及び  

Aldrich製を用いた．   

直鎖アルカン基準原液は炭素数10－32及び34の直鎖  

アルカンを各々20mg正確に秤り，ヘキサン50mJに  

溶かして調製した．   

直鎖アルカン基準溶液は各々の直鎖アルカン基準原液  

を5mJずつとり，ロータリーエバボレータで濃縮し，  

ヘキサンで20mJとし，各々の濃度が100〝g／mJにな  

るように作成した．   

βJ用の標準溶液は各々の棲準物質10－30mgを正確  

に秤り，酢酸エチル50mJに溶解し，200－600〝g／mJの  

濃度に調製した．   

装 置   

GCは水素炎イオン化検出器（FID）付日本電子製  

JGC－20K型を用いた．   

充てん剤：3％0V・17クロモソルプW（AW，DMCS）  

100－120メッシュ   

カラム：内径2mm長さ2mのガラス製カラム   

カラム温度：100→300℃（昇温速度：10℃／min）   

試料注入口及び検出器温度：320℃   

キャリヤーガス：窒素（1．5kg／Cm2）  

GC－MS－COMは日本電子製JMS－01SG－2型の質量  

分析計（MS）にJGC・20K型のGCとJEC－6型の  

コンピュータを連結したものを使用した．   

充てん剤：3％0V－17クロモソルプW（AW，DM－   

CS）100－120メッシュ   

カラム：内径2mm長さ 2mのガラス製カラム   

カラム温度：100→300℃（昇温速度 8℃／min）   

試料注入口温度：320℃   

エンリッチャー温度：300℃   

キャリヤーガス：ヘリウム（1．5kg／Cm2）   

イオン化電圧：75eV   

イオン化電流：200〝A   

加速電圧：10kV   

標準物質のβ∫の製作法   

β∫用の標準溶液（0．5－2／′り 及び直鎖アルカン基準  

溶液（0．5－1〆）をマイクロシリンジで順次取り，FID－  

GCに注入した．この時，標準物質のピーク高が直鎖ア  

ルカンのピーク高の2－3倍になるように，GCの注入量  

を調節した・榛準物質の斤′は榛準物質及びその前後の  

直鎖アルカンの保持時間を測定し，次のKovatsの計算  

式から求めた．  

属7＝100〔（log脊／logアズニlogT〝 
）＋叶…・（1）   

アズ：棲準物質の保持時間   

T∬：炭素数〃の直鎖アルカンの保持時間   

T∬川：炭素数〃＋〃の直鎖アルカンの保持時間   

KunimASa MORTTA ＆ こKaれ1miFUKAMACHT：Identific8－  
tion of organic compoundsin water by retentionindex．  

＊福岡県衛生公害センター 管理部 管理課  
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2 エ場排水への応用   

後編6）の工場排水における中性成分のうちでイソオク  

タンーベンゼン分画溶液（フラクションー2）について月J  

法及びマススペクトル法を応用し，有機化合物の同定を  

行った．まず，工場排水のフラクション2及び直鎖ア  

ルカンに起因するピークをはっきりと区別できるように，  

フラクション2は直鎖アルカン基準溶液（0．5－1／Jりに  

対する混合比を変えて，FID・GC に注入し，それぞれ  

のピークの保持時間を測定した。工場排水のフラクショ  

ンー2及びこれに直鎖アルカンを添加したものから得ら  

れたガスクロマトグラムを付図1に示した．   

フラクション2における各々の有機成分の 斤Jは，  

標準物質の場合と同様に，直鎖アルカンを基準物質とし  

て，（1）式から求めた．また，付図1，Aに認められる  

ピークについて，マススペクトルを測定し，標準物質の  

虎J及びマススペクトルと比較して同定を試みた．表3  

に示すように14種類の有機化合物を同定又は推定する  

ことができた．   

トリクロロベンゼン（TCB）の3種類の異性体並びに  

ピーク1及びピーク2のマススペクトルを付図2に示す．  

付図2からも明らかなように，すべてのマススペクトル  

に共通して，m／e180，145，109，74のフラグメントが  

認められ，ピーク1及びピーク2はTCBのいずれかの  

異性体であることが分かった．また，表2及び3に示す  

ように，ピーク1及びピーク2の斤Jは1329及び1381  

であり，更に，1，3．5－TCB，1，2，4－TCB及び1，2，3－  

TCBの斤Jは，それぞれ，1263，1328及び1376であ  

ることから，ピーク1は1，2，4・TCB，また，ピーク2  

は1，2，3－TCBであることが分かった．   

次に，付図3にピーク3及びニトロトルエン（NT）  

の3種類の異性体のマススペクトルを示しているが，こ  

結果及び考察  

1 棟準物質の月∫   

直鎖アルカンのような同族体は，昇温条件下でガスク  

ロマトグラフィを行うと各々の成分がほぼ等間隔に溶出  

してくる・この性質に着目し，基準物質に直鎖アルカン  

を用いて143種類の標準物質について昇温条件下におけ  

る斤Jを検討した．   

まず，釘の再現性を検討するために，8種類の標準  

物質について変えて5回測定した結果を表1に示した．   

表1からも明らかなように，8種類の標準物質におけ  

る斤Jの変動率は0．05－0．18％であり，非常に再現性が  

良いことがわかっじ さらに，釘の最大値と最小値の  

差は0・ね〃－プチルフェノール，ペンゾチアゾール，2，4・  

ジクロロアニリン，ジーgβrg－プチルトルエン，フタル酸  

ジブチル及び1，3－ジクロロベンゼンで2－4の値を示し，  

また，フタル酸ジエチルへキシル及びりん酸トリプチル  

で7の値を示した．   

以上のことから，月Jを用いて有機化合物を同定する  

場合，その釘が土10以内の化合物の中から選択すれ  

ばよいことがわかった．   

次に，143種の標準物質をFID－GCで分析し，月Jを  

求めた結果を表2に示す．表2－3に示したように，ジメ  

チルアニリン（DMA）のRIは2，4－DMA（1349），  

2，5・DMA（1356），2，6－DMA（1351）及び3，5・DMA  

（1359）の4種並びに 3，4・DMA（1939）及び2，3－  

DMA（1407）が10以内に近接している．このように  

虎Jが近似している異性体の場合，昇温の釘で同定す  

ることができないため，さらに，恒温で推定される異性  

体の標準物質を測定し，それらの保持時間から同定した．  

表1 保持指数の再現性テスト  

保 持 指 数（尺J）  

化 合 物  測定回数  

最′ト値 最大値  平均値  変動率（％）  

1，3一ジクロロベンゼン  

0－おrわプチルフェノール  

ベンゾチアゾール  

2．4・ジタロロアニリン  

2．6・ジ・おr♭プチルトルエン  

りん酸トリプチル  

フクル酸ジブチル  

フクル酸ジ（2・エチルへキシル）  
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れからも分かるように，ピーク3のマススペクトルパタ  

ーンと3種類の異性体のそれらとを比較すると，3種類  

のうちで〝ト異性体と最も良く一致している・また，ピ  

ーク3のRJは1405で，〃・NT，秒NT 及び♪－NTの  

衰2・1 直鎖アルカン及び芳香族炭化  
水素の保持指数  

月Jは1366，1406及び1422であり，これらのことから  

ピーク3は桝・NTであると同定した．   

以下同様な方法で，〃・クロロニトロベンゼン，2，5－ジ  

クロロニトロベンゼン，2，3，5，6・テトラクロロアニリン  

及び2，4，6－トリクロロフェニル4′・ニトロフェニルエー  

テル（CNP）並びにヘキサクロロシクロヘキサン（H・  

CH）のうちα－，β・，r一及び∂・異性体を同定した．また，  

1，2，3，4－テトラクロロー5－ジクロロメテレン1，3－シクロ  

ペンタジエン，トリプロモトルエン及びジクロロベンゾ  

フユノンは標準物質が入手できなかったために，マスス  

ペクトルのデータから推定した．  

表 2・2  芳香族ニトロ化合物及び芳香  

族ハロゲン化合物の保持指数  

化 合 物  分子量 保持指数  

（直鎖アルカン）  

デ カ ン  

ウンデカン  

ドデカン  

トリデカン  

テトラデカン  

ペンタデカン  

ヘキサデカン  

へブタデカン  

オクタデカン  

ノナデカン  

エイコサン  

へンエイコサン  

ドコサン  

トリコサン  

テトラコサン  

ペンタコサン  

ヘキサコサン  

へブタコサン  

オクタコサン  

ノナコサン  

トリアコンタン  

へントリアコンタン  

ドトリアコンタン  

トリトリアコンタン  

テトラトリアコンタン   

（芳香族炭化水菜）  

ナフタレン  

β－メチルナフタレン  

α・メチルナフタレン  

乃－オクチルベンゼン  

β－エチルナフタレン  

ビフェニル  

α一エチルナフクレン  

乃・ノニルベンゼン  

乙3．6・トリメチルナフタ  

〝－デシルベンゼン  

フルオレン  

和一ウンテーシルベンゼ■ン  

乃・ドデシルベン・ビン  

アントラセン  

乃・トリアシルベンゼン  

乃・テトラアシルベン・ビン  

乃・ペンタデシルベンゼン  

乃・ヘキサデシルベンゼン  

フルオランテン  

ビ レ ン  

乃・へブタデシルベンゼン  

乃一ノナデシルベンゼン  

ク リ セ ン  

ベンゾ（d）ビレン  
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化 合 物  分子量 保持指数  

（芳香族ニトロ化合物）  
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3．5一ジクロロニトロベンゼン  

2．5－ジタロロニトロベンゼン  

2．4・ジタロロニトロベンゼン  

3．4一ジタロロニトロベンゼン  

2．6－ジニトロトルエン  

1．3・ジニトロトルエン  

乙4－ジニトロトルエン  

3．4・ジニトロトルエン  

α・ニトロナフタレン  

0・ニトロビフェニル  

1・タロロ・8・ニトロナフクレン  

1．5一ジニトロナフクレン  

5－ニトロアセナフテン  

2－ニトロフルオレン  

1，8－ジニトロナフタレン  

CNP  
4，4－－ジニトロビフェニル  

3－ニトロフルオランテン  

1－ニトロビレン  

（芳香族ハロゲン化合物）  

1．3－ジクロロベンゼン  

1，4－ジクロロベンゼン  

1．2－ジクロロベンゼン  

1．3，5－トリクロロベンゼン  

乙4－ジクロロトルエン  

2，6・ジクロロトルエン  

3．4－ジタロロトルエン  

1．2．4・トリクロロベンゼン  

1．2．3・トリクロロベンゼン  

ヘキサクロロベンゼン  

α－HCH  

r・HCH  
β・HCH  

∂一HCH  

7
 
7
 
7
 
T
 
7
 
7
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
8
 
2
 
2
 
3
 
q
－
 
7
 
8
 
9
 
1
 
▲
‖
8
 
ワ
ー
 
▲
－
ワ
ー
 
ワ
ー
 
 

3
 
3
 
3
 
■
b
 
■
－
〕
 
5
 
q
V
 
q
V
 
9
 
9
 
8
 
A
▼
 
0
〇
一
員
▼
 
け
ー
一
g
 
O
 
l
 
q
－
 
1
 
1
 
1
 
．
4
－
▲
－
▲
－
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
－
一
 
l
 
l
 
1
 
2
 
2
 
1
 
2
 
2
 
3
 
2
 
2
 
2
 
 

6
 
6
 
2
 
5
 
5
 
0
 
8
 
8
 
5
 
0
 
q
）
 
2
 
2
 
1
 
2
 
．
4
－
7
 
0
 
1
 
1
 
8
 
3
 
3
 
9
 
上
U
 
 

6
 
（
U
 
2
 
3
 
5
 
ワ
ー
 
2
 
8
 
1
 
2
 
4
 
5
 
2
 
1
 
1
 
0
 
ク
ー
一
b
 
O
 
1
 
8
 
q
－
 
■
b
 
■
b
 
3
 
 

3
 
▲
4
 
．
4
－
．
4
－
▲
－
．
4
－
■
D
 
5
 
6
 
一
〇
 
7
 
7
 
8
 
9
 
9
 
0
 
2
 
3
 
．
d
】
 
5
 
6
 
A
V
 
8
 
0
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
3
 
3
 
 

9
 
3
 
q
－
0
 
1
．
4
 
3
 
7
 
2
 
7
 
2
 
q
－
3
 
3
 
2
 
1
 
2
 
3
 
3
 
0
 
1
 
q
〉
 
3
 
3
 
 

■
b
 
T
 
O
 
A
V
 
7
 
ワ
ー
 
9
 
6
．
d
】
 
6
 
2
 
7
 
q
－
q
－
 
O
 
l
 
l
 
1
 
2
 
0
 
2
 
2
 
2
 
5
 
 

3
 
▲
4
 
■
b
 
■
b
 
5
 
■
b
 
■
b
 
6
 
7
 
T
 
8
 
8
 
q
－
O
 
1
 
2
 
3
 
d
】
．
一
’
 
5
 
5
 
7
 
q
－
 
■
4
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

8
 
2
 
2
一
U
 
6
 
4
 
6
．
4
 
（
U
 
8
 
6
 
2
 
6
 
8
 
（
U
 
■
4
 
8
 
2
 
2
 
2
 
6
 
■
4
 
8
 
2
 
 

2
．
4
．
4
 
9
 
■
b
 
5
 
5
 
（
U
 
ワ
ー
 
1
 
6
 
3
．
d
●
一
丁
 
一
〇
 
7
 
8
 
（
U
 
（
U
 
O
 
l
 
■
4
 
2
 
5
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
2
 
1
 
2
 
2
 
2
 
3
 
2
 
2
 
3
 
3
 
2
 
2
 
 

ン
 
 

レ
 
 1

 
8
 
3
 
3
 
1
一
7
 
0
 
Q
V
 
6
 
5
 
1
 
3
 
■
b
 
1
 
 

3
 
▲
－
 
7
 
6
 
■
b
 
■
－
）
 
0
 
2
 
7
 
3
 
5
 
8
 
0
 
5
 
 

1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
3
 
3
 
3
 
9
 
q
－
 
O
 
l
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
 
 

6
一
〇
 
6
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
2
 
8
 
Q
V
 
8
 
8
 
 

4
．
4
 
4
 
8
 
6
 
6
 
A
V
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 



ー91－  

2・4  フェノール，アルコール及び含酸素化合物の保持指数  更に，表3で同定した有機化合物はFID－GCで恒温表  

分析を行い，標準物質と保持時間が一致することを確認  

した．  

表 2・3  芳香族アミンの保持指数  

化  合  物  分子量 保持指数  

（フェ′－ル及び誘導体）  
2，5一ジク∩ロフェノール  

2，4一ジクロロフェノール  

0イソ70ロビルフェノール  

2，3一ジクロロフェノール  

2，6一ジクロロフェノール  

m－イソ7■ロビルフェノール  

♪－イソプロビルフェノール  

0－ねr‘－－プチルフェノール  

0－5eC－プチルフェノール  

m－‘ぞrトナチルフェノール  

♪一Jerトプチルフェノール  

3，5－ジクロロフェノール  

3．4－ジクロロフェノール  

2，6－ジーおrトプチルーや一クレゾール  

3一亡erJ－プチ／い4－ヒドロキシアニソール  

4，6一ジーJ〝J－プチルーm－クレゾール   

（アルコール）  

l一デカノール  

1－ウンデカノール  

1－ドデカノール  

1一トリデカノール  

トテトラデカノール  

1一ペンタデカノール  

トヘキサデカノール  

1－ヘブタデカノール  

1－オクタデカノール  

l一ノナデカノール  

1－エイコサノール  

（含酸素化合物）  

ベンズアルデヒド  

0－クロロベンズアルデヒド  

m－クロロベンズアルデヒド  

♪－クロロベンズアルデヒド  

りん酸トリプチル  

5－ヒドロキシインドール  

ダイアジノン  

りん酸トリクロロエチル  

フクル酸ジブチル  

2，4一－ジクロロベンゾフユノン  

ステアリン酸メチル  

2，4■－ジクロロベンゾ7エノン  

ステアリン酸エチル  

4，4一－ジクロロベンゾフエノン  
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りん酸ドリフ工ニル  

ベンゾアントロン  

コ レステロ・－ル  
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2，6－ジメチルアニリン  

2．5一ジメチルアニリン  
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ま  と  め  

環境水中有機化合物を GC・MS を使って同定するた  

め，GCからの情報としてβ∫の応用を試みた．その結  

果，点Jの変動は小さく，再現性が良いことから，有機  

化合物を同定する場合βJの土10の範囲内の化合物の  

中から選ぺばよいことが分かった．実際に，工場排水試  

料に応用したところ，工場採水中のピークのβ∫は標準  

物質のβJと良く一致した．通常，GC汎J定時期が異な  

ると，GC測定条件を厳密に同一にすることは不可能で  

あるが，この点Jを応用すれば，GC測定条件が多少変  

化しても有機化合物を同定できることが分かった・   
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表 3  工場排水試料の分析結果  

保持指数  
ピーク 保持時間  

No． （min）   
化  合  物  

試料  標準物質  

1．2．4・トリクロロベンゼン  

1，2．3・トリクロロベンゼン  

m－ニトロトルエン  

0一タロロニトロベンゼン  

乙5・ジタロロニトロベンゼン  

1．2．3．4－テトラタロロー5一ジタロロメチレンー1．3・シクロペンタジュン  

2．3，5，6・テトラタロロアニリン  

α一HCH  

トリプロモトルエン  

r－HCH  

β・HCH  

∂－HCH  

ジタロロベンゾフユノン  

CNP  
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30  20  10  

保 持 時 間 （min）  

付図1 工場排水試料のガスクロマトゲラム   

A・工場排水栽札 B・直鎖アルカンを添加した工場排水試料   



m／e   

付図 2 工場排水試料のピーク1と2及びトリクロロベンゼンのマススペクトル  

A・1，2，3・トリクロロベンゼン．B・l，2，4・トリクロロベンゼン，C・1，3，5－トリクロロベ  
ンゼン．D・ピーク1，E・ピーク2   
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m／e  

付図 3  工場排水試料のピーク3及びニトロトルエンのマススペクトル  

A・β一ニトロトルエン，B・研一ニトロトルエン，C・♪－ニトロトルエン■  
D・ピーク3   
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GじMSによる環境水中微量有機化合物の検索  
1 河 川 水 と 海 水  

深 町 和 美＊・森 田 邦 正＊   

有機化合物による環境汚染は都市化，工業化が進むに  

つれて広範囲になってきている．従来から，有機性物質  

による汚濁の指標として，生物化学的酸素要求量（BOD），  

化学的酸素要求量（COD）及び全有機性炭素（mC）  

が用いられているが，これらの方法では，有機化合物の  

種類に言及することはできない．近年，人体に対して有  

害な有機化合物が環境中に数多く存在することが報告1〉2）  

され，環境中の微量有機化合物の調査研究に関心が向け  

られるようになった．水中の微量有機化合物については，  

2，3の報告‡〉‾7〉があるが，この種の研究は地域差によ  

る要因が大きいと考えられる．一方，機器分析の進歩は  

著しく，極微量の有機化合物の分析が比較的容易に，迅  

速にできるようになった．特に，ガスクロマトゲラフ  

（GC）， 質量分析計（MS）及びミニコンピューク  

（COM）の3っが連結された GC－MS・COM システム  

が開発され，環境中の微量有機化合物の調査研究に寄与  

している．   

著者らは環境においてどのような有機化合物が残存し  

ているか，また，都市型と工業型とでは有機化合物によ  

る汚濁形態に特徴が認められるか否かを明らかにするた  

めに，本訴査を行った．今回は，前処理法に比較的簡単  

で有機化合物の回収率が高いアンバーライトⅩAD－2樹  

脂8）を用いて，福岡県における河川水及び海水について，  

有機化合物の検索を行った．  

実験方法及び試料  

試薬及び器具   

エーテル，ベンゼンは水酸化カリウム（4g／りを加  

え，アセトニトリルは五酸化りん（10g／りを加えてそ  

れぞれ蒸留した．   

イソオクタン，メタノール，エタノールは蒸留した．   

無水硫酸ナトリウム，ガラスウール，シリカゲル（ワ  

コーゲルC・200）はそれぞれエタノール・ベンゼン（1：  

1）の混合溶媒で約24時間ソックスレ一拍出し，減圧  

下約50℃で乾燥後，硫酸ナトリウムは知0℃で約6時  

間，ガラスウールは減圧下100℃で約8時間，シリカゲ  

ルは使用前に145－150℃で約4時間それぞれ加熱乾燥し  

て使用した．   

アンバーライトⅩAD－2樹脂はRohm＆Hass社製  

20－50メッシュのものをメタノールで約8時間2回，ア  

セトニトリルで約8時間，エーテルで約8時間2回それ  

ぞれソックスレ一拍出した．精製後の樹脂はメタノール  

中に保存した．   

有機化合物の標品は和光純薬製，東京化成製，ガスク  

ロ工業製を使用しじ また，その他の有機溶媒は精密分  

析用を用いた．   

純水はⅩAD・2樹脂に通水した．   

試料採取びんは純水，アセトン，ヘキサンで洗浄した．   

装置及び条件   

GCは日本電子社製JGC－20K型を使用した．  

カラム：3％0V・17クロモソルプW AW・DMCS  

lOO－120メッシュ，2mm¢×2mガラス  

カラム温度：100→300℃ 昇温10℃／min  

キャリヤーガス：N2ガス1．5kg／Cm2  

注入口温度：320℃   

検出器：水素炎イオン化検出器（FID），温度320℃   

GC・MS－COMシステムはEl本電子社製JGC・20K型の  

GC，同社製JMS－01SG・2型のMS及び同社製JEC－6  

型のミニコンピュータを連結したものを使用した．  

カラム：3％0V－17クロモソルブW AW－DMCS  

lOO－120メッシュ，2mm¢×2mガラス  

カラム温度：100→300℃ 昇温10℃／min  

キャリヤーガス：He ガス1．5kg／Cm2  

検出器：全イオン検出器（TIM）  

エンリッチャー温度：300℃  

加速電圧：10kV  

イオン化電圧：75eV  

イオン化電流：200／JA  

イオンマルチ電圧：2．0－3．OkV  

イオン化室温度：280℃  

スキャン時間：10s（1－800amu）   

試 料   

分析に供した試料は河川水（200り及び海水（500J）   

K嘘umiFUIくAMACHI＆ KunimJlf）且 MORITA：Detection  
且ndidentific8tion of trace org且nic compound8in且qu且tic  
environment byg88Chromatography－m＆888peCtrOmetry．  
1River且nd8e8Water．  
＊福岡県衛生公害センター 管理部 管理課  
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う管付）の底部に少量のガラスウールをつめ，シリカゲ  

ル6gを湿式で充嘆し，このカラムの上端に前記のエー  

テル抽出物を吸着させたシリカゲルを積層した．常法に  

従って，溶離液としてイソオクタン20mJ，イソオクタ  

ンーベンゼン（1：1）25mJ，ベンゼン一節酸エチル（1：1）  

25mJ及びベンゼン・メタノール（1：1）15mJの4種類  

の溶媒系を用いて，流下速度約1mJ／minに保ちながら  

有機成分を溶出させ，4種類の分画液を得た・各々の分  

画液はKD濃縮器で溶媒官主後，残法を適量の酢酸エチ  

ルに溶解し，それぞれフラクション（Fr）－1，・2，－3，・4  

と符号してGC，GC・MS用試料に供した．   

更に塩基成分の塩酸及び顧性成分の水酸化ナトリウム  

抽出液は，それぞれ適当な濃度の酸及び塩基で中和後，  

エーテルで抽出した．エーテル抽出液はKD濃縮器で溶  

媒留去後，残壇を適量の酢酸エチルに溶解し，それぞれ  

塩基性成分（Fr・Base）及び酸性成分（Fr－Acid）と符  

号してGC，GC－MS用試料に供した．  

結果及び考蕪  

河川水，海水の各フラクションのガスクロマトゲラム  

であり，ガラス製びんにそれぞれ採取した．採取年月日  

は，河川水の場合昭和55年7月4日で，海水の場合昭  

和55年6月16日及び20日であった．試料採取地点に  

おける水質の検査結果を参考のため表1に示す．   

抽出及び分離操作   

内径15mmのクロマト管にⅩAD・2樹脂を高さ1おm  

に充填し，これに試料水を流下速度40－50mJ／minで通  

水し，試料水中の有機成分をⅩAD－2樹脂に吸着捕集す  

る・通水後，この樹脂をセルロース製円筒ろ紙に移し，  

エーテル300mJで約8時間ソックスレ一拍出した．エー  

テル抽出液を分液ロートに移し，0．1N塩酸100mJおよ  

び0・1N水酸化ナトリウム100mJでそれぞれ激しく振り  

混ぜ，中性成分のエーテル抽出液，塩基性成分の塩酸抽  

出液及び酸性成分の水酸化ナトリウム抽出液に分離した．   

更に，中性成分はGC－MSによるデータ解析を容易に  

するため次のシリカゲルクロマトグラフィーを行った．   

すなわち，中性成分のエーテル抽出液をKD濃縮器で  

約5Ⅰ〟に濃縮し，これにシリカゲル約0．1gを加え，  

溶媒を完全に揮散させて，エーテル抽出物をシリカゲル  

に吸着させた．次に，内径10mmのクロマト菅（外と  

0  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

0  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

図1 河川水試料のガスクロマトゲラム  

A・フラクション・1（GC注入量pE／最終液量mEz＝7／0．2），B・フラクションー2（5／0・2）．  
C・フラクション・3（3／0．2）．D・フラクション4（2／0．2）．E・フラクションーB88e（5／0．2）   
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0  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

0  10  20  30  

保 持 時 間 （分）  

図 2  海水試料のガスクロマトグラム  

A・フラクション1（GC注入量β／最終液量mJご7／0．3），B・プラクション2（7／0．3），  
C・フラクションー3（5／1），D・フラクション・4（7／0・3），E・フラクション・Ba8e（7／0．3）  

表1 試料水採取地点の水質＊  の棲晶を入手し同定したもの（GC，MS）並びに実測  

マスデータの検索結果だけで同定したもの（MS）を表  

2－1，2－2に示す．   

なお，今回は顧性成分については測定，同定ともに行  

わなかった．   

フラクションー1 このフラクションは脂肪族炭化水素  

を主に含んでいが）9）．ガスクロマトグラムを図1，A，  

図2，Aに示す．   

それぞれのピークは 邦一脂肪族炭化水素の標品の GC  

保持時間から同定し，各ピークに炭素数で表示する．河  

川水のピーク1及び2はマスデータからそれぞれ 邦－C18  

及び刀・C27の異性体と考えられる．   

フラクション・2 このフラクションは多環芳香族炭化  

水素及び有機塩素系農薬が主成分である8）9）．ガスクロ  

マトグラムを図1，B，図2，Bに示す．農薬として  

両試料から1，2，3，4，5，6・ヘキサクロロンクロヘキサン  

（HCH）が，河川水から2，4，6－トリクロロフユニル4′・ニ  

トロフユニル エーテル（CNP）がそれぞれ検出され  

た．また海水から3種（海水ピーク1，2及び4など）  

の有機けい素化合物が検出された．なお，有機けい素化  

合物については，GC－FIDの感度はMS－TIMの感度と   

洲水＊＊   

（pm）   海水†  

8．26  

9．24  

34．  

1．16  

15360，  

267．13  
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＊ 県公害課水質係のデータ   

＊＊ 昭和55年8月6日採水   

† 昭和55年6月30日表層採水   

を図1，2に示し，また，実測マスデータのEPA／NIH  

マスデータ ベースによる検索＊の結果を基に有機化合物  

＊大阪市立環境科学研究所が開発した“GC－MS によろ環境分析での   
大容量マススペクトルデータ ベースの検索法”ほよろ・  
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テル及び芳香族ニトロ化合物など極性有機化合物が主に  

含まれている8）9〉．ガスクロマトグラムを図1，C，図  

2，Cに示す．   

ジブチルフタレート（DBP），ジ（2・エチルへキシル）  

フタレート（DEHP）及びコレステロールが河川水及び  

海水の両試料から，また，ベンズアルデヒド，ベンゾチ  

アゾール及び1・デコサノールなどが海水からそれぞれ  

検出された．なお，フタル酸エステル類はプラスチック  

の可塑剤として広範囲に使用されているため，環境試料  

からの検出報告例10〉11〉も多い．河川水のピ「ク15及び  

海水のピーク12並びに標晶DBP及びべ 

ルについてマススペクトルを図4に示す．   

フラクション・4 このフラクションは高級アルコール，  

脂肪酸及びキノン化合物等が主成分である8）9）．ガスク  

ロマトグラムを図1，D，図2，Dに示す．河川水のピ  

ーク25，26，28，31及び35にはマスデータ検索結果，  

m／e45，乳73，M－46及びM－74など高級アルコー  

ル特有のフラグメントが認められた．また，ピーク25と  

表 2・2  海水中に検出された有機化合物  

比較してかなり低い傾向にあった．多環芳香族炭化水素  

は微量であるため確認できなかった．その他の同定した  

ピークは表2－1，2－2に示すとおりである．   

河川水のピーク8および海水のピーク9ならびに標品  

CNP及びα－HCHについてマススペクトルを図3に示  

す．   

フラクション・3 このフラクションにはフタル酸エス  

表 2・1 河川水中に検出された有機化合物   

最
 
 
 

子
 
 
 

分
 
 O

 
 
 

ピ
ー
ク
N
 
 
 

シ
ョ
ン
〇
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プ
ラ
ク
N
 
 

化 合 物 名  同定法  

3  204 3．3，7．9－テトラメチルトリシクロ MS，  
〔5．4．0．02．8〕ウンデか9－エシ  

4  232 1－プチルへプチルベンゼン  MS，  
6  288 α・1，2．3．4．5．6・ヘキサタロロシクロ MS，GC  

ヘキサン（α－HCH）  

8  317 2．4．6・トリクロロ7ェニル4′－ニトロ MS，GC  
フユニルエーテル（CNP）  

9 178 1－メチル・2．4・ビス（1－メチルエ MS，  
テニル）シクロヘキサン  

10 192 3．4・ビス（トメチルエテニル）・ MS，  
l．1－ジメチルシクロヘキサン  

3  11 156 5－メチルー2－（トメチルエチル） MS，  
シクロヘキサノール  

12  236 1．5－ビス（1，1－ジメチルエチル）－ MS，  
3．3－ジメチルビシクロ〔3．1．0〕ヘキ  
サンー2－オン  

13 193 3一（トメチルエチル）フェノール MS，  
メチルカル′ヾメート  

15  278 ジブチルフタレート（DBP）  MS，GC  

17  207 タロロニトロナフタレン  MS，GC  

18  390 ジ（2－エチルへキシル）  MS，GC  
フタレート（DEHP）  

0
 
ピ
ー
ク
N
 
 

シ
ョ
ン
 
〇
．
 
 

プ
ラ
ク
N
 
 

分子量  化 合 物 名  同定法  

ドデカメチルシクロヘキサシロキサン MS．  

ナフタレン  MS，GC  

ドデカメチルペンタシロキサン   MS，  

テトラデカメチルヘキサシロキサン MS，  

2．6・ビス（1，トジメチルエチル）－4・MS，  
メチルフェノールメチルカルパメート  

2  1 444  

2 128  

3  384  

4  458  

6  277  

9  288  

10  288  

3   11 106  

12 135  

13  236  

コレステロール  MS，GC  

4Tクロロベンズアルデヒド  MS，GC  

メチル2・メトキシ・3－メチルー  MS，  
2－ペンテネート  

．4一  
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α・HCH  

β・HCH  

ベンズアルデヒド  

ベンゾチアゾール  

l，5－ビス（1．1－ジメチルエチル）－  
3．3－ジメチルビシクロ〔3．1．0〕ヘキ  
サンー2一オン  

MS，GC  

MS，GC  

MS，GC  

MS．GC  

MS，  

25  206 卜又は2・（2・メトキシー1－メチ MS，  
ルエチル）－1－メチルエトキシプ  
ロ′ヾンー2－オール  

26 172 4－エチルー2．6－ジメチルヘブタン MS，  
－2・オール  

27  266 トリプチルホスフェート（TBP） MS，GC  

28  206 1・又は2－（2一メトキシートメチ MS，  
ルエチル）－1－メチルエトキシプ  
ロパンー2一オール  

29  256 パルミチン酸  MS，GC  

31 144 2．4・ジメチルペンタン・4－オール MS，  

35 1901．5・ジメトキシ・2，4・ジメチルヘ MS，  
キサンー3・オール  

14 362 オクタヒドロー1－（2－オクチルデシル）MS．  
ペンクレン  

15 204 パットコウレン  MS，  

17 198 3．7－ジメチルー6－オクテンー1－オール MS，  
アセテート  

18 294 メチル13．16一オクタデカジュネート MS．  

19 186 メチル7－メナくレノナネート  MS，  

20 278 DBP  MS，GC  
21 2181．トスルフォニルビスベンゼン   MS，  

22 326 1－ドコサノール  MS，GC  

23 390 DEHP  MS，GC  

24 386 コレステロール  MS，GC  

25 222 1－ヘキサデシン  MS，  
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キノリン  MS，GC  
2－メチルキノI）ン  MS，GC  

l・又は2－（2一メトキシ・1－メチ MS，  
ルエトキシ）－1一メチルエトキシ  

プロパンー2－オール  

39  206 1一又は2－（2－メトキシー1－メチ MS，  
ルエトキシ）－1リチルエトキシ  
プロパンー2一オル  

26 242 n・ペンタデカノール穀  MS，GC  

27 256 パルミチン酸  MS，GC  

Base 30 ）29 キノリン  MS，GC   MS，GC  40  182 ハルマン  
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図13  河川水のピーク8，海水のピーク9及び棲晶のマススペクトル  

A・上 河川水のピーク8．下 礫品CNP，B・上 海水のピーク9．下 横品α－HCH  

M十1  

100  

l■lllll  
M＋1  

100  

． ．   

0  100  

m／e  

100  

m／e  

国 4 河川水のピーク15，海水のピーク12及び棲品のマススペクトル  

A・上 河川水のど一ク15，下 僚品DBP，B・上 海水のピーク12．下 標晶ベンゾチアノール  

28は分子量206の高級アルコールの異性体であると考  

えられる．河川水のピークか及び海水のピーク㌘には  

共にm／e60，70及び129のフラグメント，並びにm／e  

256の分子イオン（M十）が認められ，更に標晶のパル  

ミテン醒のGC及びGC－MS軋定結果と比較して，こ  

れらのピークはパルミテン顧と同定した．同様に海水の  

ピーク26は乃一ペンタデカノール顧と同定された・河川  

水のピーク㌘及び海水のピーク茄並びに棲品トリプチ  

ルホスフェート（TBP）及び〟・ペンタデカノール醒に  

ついてマススペクトルを図5に示す．   

フラクションーB舶e このフラクションには塩基性有  

樺物の含窒素化合物が主成分である．ガスクロマトグラ  

ムを図1，E及び図2，Eに示す．河川水のピーク37は  

2－メチルキノリンで，40はハルマンである．また，36と  

海水のピーク30はともにキノリンである．更にGCの  

保持時間及びマスデータから，河川水のピーク38と39   
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図15  河川水のピーク27，海水のピーク26及び標晶のマススペクトル  

A・上 河川水のど一ク27，下 僚晶 TBP  
B・上 海水のピーク26，下 標品 〃・ペンタデカノール酸  
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図 6  河川水のピーク36，40，海水のピーク30及び標晶のマススペクトル  

A・上 河川水のピーク36，中 海水のピーク30，下 梼品キノリン  
B・上 河川水のピーク40．下 標品ハルマン  

は分子量209の高級アルコールの異性体であり，これら  

は，中性成分のフラクションー4のピーク25，28とそれ  

ぞれ同一のものであった．このように南柏にまたがって  

検出されたのは塩基性成分と中性成分の分別操作が不充  

分であったためと考えられろ．河川水のピーク36，海水  

のピーク30及び河川水のピーク40並びに横晶キノリン  

及びハルマンについてはマススペクトルを図6に示す．  

結  語  

河川水及び海水中の微量有機化合物をⅩAD・2樹脂に  

吸着捕集し，エーテルで抽出して，これを中性成分，塩  

基性成分及び酸性成分の3成分に分離し，更に中性成分  

についてはシリカゲルクロマトグラフィーで4っのフラ  

クションに分画した後，それぞれ，GC，GC・MSを測定   
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した．実測データはEPA／NIHマスデータ ベースでコ  

ンピュー タ検索して同定した．その結果，次のような結  

論が得られた．  

1）ⅩAD－2樹脂を使用する前処理法は試料水中微量  

有機化含物の抽出が比較的簡単に効率よく行われる．   

2）農薬として14CH及びCNPが検出された．CNP  

は農薬使用時期に試料採取したためであり，IICHは現  

在製造使用ともに禁止されているので過去の環境汚染の  

影響であると考えられる．   

3）多数の末同定ピークが生じた．未同定ピークにな  

った原因は，検索マスデータ ベース中にデータがない  

場合，バックグラウンド マスデータが大きくて検索不  

可となった場合等であった．後者の場合，バックグラウ  

ンド値を下げるような有効な試料の前処理法を開発する  

必要がある．   

4）フラクション・Baseは塩基性有機化合物を含んで  

いる．キノリンとその誘導休及びハルマン等の興味ある  

含窒素化合物が同定された．  
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GC－MSによる環境水中微量有機化合物の検索  
2 工場排水と下水放流水  

深 町 和 美＊・森 田 邦 正＊   

有機化合物の標品は和光純薬製，東京化成製及びガス  

クロ工業製を使用した．また，その他の有機溶媒は精密  

分析用を用いた．   

純水はⅩAD－2樹脂に通水した．   

試料採取びんは純水，アセトン，ヘキサンで洗浄しじ   

装置及び条件   

GCは日本電子社製JGC－20K型を使用した．  

カラム：3％OV－17クロモソルプWAW－DMCS  

lOO－120メッシュ，2皿¢×2m ガラス  

カラム温度：100→300℃昇温10℃／min  

キャリヤーガス：N2ガス1．5kg／Cm2  

検出器：水素炎イオン化検出器（FID），温度320℃   

GC－MS－COM システムは日本電子社製JGC－20K型  

の GC，同社製JMS－01SG・2型のMS（Mattauch－  

Herzog型二重収束質量分析計）及び同社製JEC－6型  

のミニコンピュータを連結したものを使用した．  

カラム：3％OV－17クロモソルプW AW－DMCS  

lOO－120メッシュ，2mm¢×2m ガラス  

カラム温度：100→300℃昇温10℃／min  

キャリヤーガス：Heガス1．5kg／Cm2   

検出器：全イオン検出器（TIM）  

エンリッチャー温度：300℃  

加速電圧：10kV  

イオン化電圧：75eV  

イオン化電流：200／JA  

イオンマルチ電圧：2．0－3．OkV  

イオン化室温度：280℃  

スキャン時間：10s（1－800amu）   

試 料   

分析した試料水は50Jの工場（化学秦品製造）排水  

表1 試料水の水質■   

水圏の有機化合物による汚染の発生源は産業及び都市  

活動によって排出される人為的なものと水系生物群など  

によって生産される天然的なものとに大別される．前者  

は工場排水，大気中降下物及び生活汚水などであり，こ  

れらが都市域の河川水及び沿岸海水に流入し，有機化合  

物による汚濁が進行するものと思われる．   

近年，発ガン性を有する有機化合物が環境に存在する  

ことが証明され1）2），環境中有機化合物が多くの研究者  

によって着目されるようになった．一方，最近の機器分  

析の進歩はめぎましく，なかでも，ガスクロマトゲラフー  

質量分析計－コンピュータ（GC・MS－COM）システムの  

開発は極微量の有機化合物の分析を可能にし，環境汚染  

物質の研究に大きく貢献している3卜7）   

著者らは，福岡県下における工場排水処理場放流水と  

下水処理放流水について，前処理法としてⅩAD－2樹脂  

抽出法8）及び分析法としてGC－MS－COM システムを用  

いて有機化合物の分析を行い，若干の知見を得たので報  

告する．  

実験方法及び試料  

試薬及び器具   

エーテル，ベンゼンは水酸化カリウム（4g／り を  

加え，また，アセトニトリルは五酸化りん（10g／り を  

加えてそれぞれ蒸留した．   

イソオクタン，メタノール，エタノールは蒸留して使  

用した．   

無水硫酸ナトリウム，ガラスウール，シリカゲル（ワ  

コーゲルC－200）はそれぞれエタノールーベンゼン（1：  

1）の混合溶媒で約24時間ソックスレ一拍出し，減圧  

下約帥℃で乾燥後，硫酸ナトリウムは500℃で約6時  

間，ガラスウールは減圧下100℃で約8時間，シリカゲ  

ルは使用前に145－150℃で約4時間それぞれ加熱した．   

アンバーライト ⅩAD・2樹脂はRohm＆Hass社製  

20－50メッシュのものを前報10）と同様な方法で精製して  

使用し，精製後の樹脂はメタノール申に保存した・  

測定項目  

（pH以外ppm）  
⊥場排水  卜水放流水  
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KazumiFUKAMACHI＆ Kunim888 MORITA：Detection  
andidentific8tion of trace org8nic compound8in aquatic  
environment by ga8Chromatogr且phy－m8888peCtrOmetry．  
2Indu9trialwa8te Water且nd8eW且ge（effluent）  

＊福岡県衛生公害センター 管理部 管理課  
＊ それぞれの処理場で測定した当日データ   
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処理場放流水（以下工場排水とする）及び55Jの下水  

処理場放流水（以下下水放流水とする）であり，ガラ  

ス製びんにそれぞれ採取した．参考のためそれぞれの処  

理場検査室による当日の水質検査データを表1に引用し  

た．  

抽出及び分離操作   

試料水は，ⅩAD－2樹脂充填クロマトカラム（内径  

1．5cm，樹脂高さ15cm）に毎分40－50mlの流下速度  

で通水し，有機化合物を樹脂に吸着捕集した．通水後，  

樹脂をセルロース製の円筒ろ紙に移し，エーテル300mJ  

で約8時間ソックスレ一拍出した．エーテル抽出液を分  

液漏斗に移し，0．1N塩酸及び0．1N水酸化ナトリウム  

100mJでそれぞれ激しく振り混ぜ，塩基性，顧性及び  

中性成分に分別する．中性成分はGC－MSによるデータ  

解析を容易にするため，次のシリカゲルクロマトグラフ  

ィーを行った．  

■すなわち，中性成分のエーテル液をKD濃縮器で5mJ  

以下に濃縮した後，約0．1gのシリカゲルを加えて溶媒  

を完全に揮散させ，この残漆をシリカゲルに吸着させる・  

次にクロマトガラスカラム（内径1．Ocm，長さ30cm，  

外とう管付）の底部に少量のガラスウールをっめ，シリ  

カゲル6gをイソオクタンで湿式充填し，上記の試料を  

吸着させたシリカゲルをカラムの上端に績層する．以下，  

常法に従ってイソオクタン20mJ，イソオクタンーベンゼ  

ン（1：1）25mJ，ベンゼン・酢酸エチル（1：1）25mJ及  

びベンゼンーメタノール（1：1）15mJの潜離液を用いて，  

流下速度を約1ml／minに保ち4っに分画した．それぞ  

れの分画液はKD濃縮器で溶媒留去後，残睦を適量の酢  

酸エチルに溶解し，それぞれ，フラクション（Fr）・1，  

－2，－3，－4 と符号してGC，GC・MS用試料に供した．   

更に，塩基性及び酸性成分の水溶液は適当な濃度の酸  

及び塩基で中和後，エーテルで抽出した．エーテル抽出  

液はKD濃縮器で溶媒留去後，残痘を適量の酢顧エチル  

に帯解し，それぞれ，塩基性成分（Fr・Base）及び酸性  

成分（Fr－Acid）と符号してGC，GC－MS用試料に供  

した．  

結果及び考蕪  

工場排水及び下水放流水試料の各フラクションのガス  

クロマトグラムを図1，2及び3に示し，また，実測マ  

O  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

0  10  20  30  40  

保 持 時 間（分）  

図1 エ場排水試料のガスクロマトグラム（1）  

A・フラクションー1（GC注入量FLt／最終熟■m匡5／1）．  
B・フラクションー2（3／1），C・フラクション・3（1／1）   
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0  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

O  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

図 2  工場排水試料のガスクロマトゲラム（2）  

A・フラクション・4（1／1）．B・フラクションB8Se（2／1）  

0  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

0  10  20  30  40  

保 持 時 間 （分）  

図 3  下水放流水試料のガスクロマトゲラム  

A・フラクション・1（GC注入量pZ／最終液量mZ＝7／0・2），  
B・フラクション・2（7ル2），C・フラクション・3（7／0．2）．  
D・フラクション・4（7／0．2），E・フラクションーBase（7／0・2）   
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スデータの EPA／NIHマスデータ ベースによる検索＊  

の結果を基に有機化合物の標晶を入手して同定したもの  

（GC，MS）及び実測マスデータの検索結果だけで同定   

したもの（MS）を表2－1，2－2に示した，   

なお，今回はFr－Acidについては測定，同定ともに  

行わなかっじ   

フラクションー1 このフラクションには脂肪族炭化水  

素が主に含まれている8〉9）．ガスクロマトグラムを図1，  

A及び図3，Aに示す．図3，Aの下水放流水のガスク  

ロマトグラム上に光一脂肪族炭化水素の標品の保持時間か  

ら同定したピークを炭素数で表示する．また，工場排水  

中には和一脂肪族炭化水素は検出されなかった．図1，A  

のピーク1は1，2，4－トリクロロベンゼンと同定され  

た．これは同試料Fr－2のピーク2が多量のためFr・1に  

若干溶出したと考えられる．   

フラクションー2 このフラクションには多環芳香族炭  

化水素及び有機塩素系農薬が主に含まれている8）9）．ガ  

スクロマトグラムを図1，B及び図3，Bに示す．   

工場排水のピーク2－6はクロロベンゼン及びニトロベ  

ンゼン類であり，9，11，12及び13は1，2，3，4，5，6－ヘキ  

サクロロシクロヘキサン（HCH）類，15は2，4，6一トリ  

クロロフェニル 4′－ニトロフユニル エーテル（CNP）  

であることが同定された． ピーク14はジクロロベンゾ  

フユノンであるが塩素の位置は決定できなかった（2，  

4－；2，4′－ではない，靡品のガスクロマトグラム保持時間  

と一致しなかった）．その他のピークは表2－1，2－2に示  

すとおりである．下水放流水のこのフラクションに相当  

する有機化合物は微量で，バックグラウンドが大きいた  

め同定できなかった．工場排水のピーク5及び11並び  

に標晶0・クロロニトロベンゼン及びγ－HCHのマススペ  

クトルを図4に示す．   

フラクション・3 このフラクションにはフタル顧エス  

テル類及び芳香族ニトロ化合物などの極性有機化合物が  

主成分である8）9）．ガスクロマトグラムを図1，C及び  

図3，Cに示す．工場排水のピーク16－19，22－24，27，  

29及び35はアニリン及びその誘導体である．また，ピ  

ーク28，30，31及び34はマスデータ検索結果からニト  

リル系化合物であると考えられる．その他のピークは表  

2－1，2－2に示すとおりである．   

一万，下水放流水のピーク7－12はそれぞれダイアジ  

ノン， ジブチルフクレート（DBP），1・ドデカノール，  

ジ（2－エチルへキンル）フタレート（DEHP），1・ドト  

リアコンタノール及びコレステロールであった． 工場  

排水のピーク25及び下水放流水のピーク7並びに榛晶  

2，6・ジニトロトルエン及びダイアジノンについてマスス  

ペクトルを図5に示す．  

表 2・1 工場排水中に検出された有機化合物  

分
 
子
 
量
 
 
 

ピ
ー
ク
 
 

シ
ョ
ン
 
ヘ
 
 

フ
ラ
ク
 
N
 
 

化 合 物 名  同定法  

1 1180 1．2，4・トリクロロベンゼン  

り   2  川0 1，2，4・トリ グロロベンセン  

3 180 1，2，3－トリクロロベンゼン  

4 1ニー7  汀トニトロトルエン  

5 157  0－クロロニト ロベンセン  

6 191 2，5－ジクロロニトロベンゼン  

7 2R2 1，2，3，4－ナトラグロロー5・（ジクロロ  
ノチレント1，3－シクロペンタジエン  

8 229 2，3，5，6・テトラタロロアニリン  

9 二∠88 α－1．2．3，」．5．6一ヘキサク1＝ロシクロ  
ヘキサン（α・HC11）  

MS，GC  

人†S．GC  

MS，GC  

MS，GC  

MS，GC  

人イS，GC  

MS，  

hIS．GC  

トIS、GC  

ⅣIS，  

MS，GC  

MS，GC  

トIS，GC  

MS、  

MS，ー；C  

MS，（iし  

MS，GC  

MS，GC  

MS．Cし二  

人TS．  

トTS．  

MS，GC  

Ⅳ†S，  

MS，  

MS，GC  

MS，  

MS，  

MS，  

MS，（iC  

九1S，  

MS、  

MS，  

MS、  

MS，GC  

九イS．  

hlS 

トリプロモトルエン  

7ノーHC‖  

β－HCH  

∂・rlCI王   

シ、クU ロへン ノニ′ユ ノン  

2、▲1，6・トリクロロブユニル41二卜u  
′⊥こ′L ユーーナ′レ（CN P）  

10  3二26   

11 2RR  

12 ：誉ほ   

13  二～8H   

l・1 ニュ5り   

15  こi17  

3  1（i  リこ5  ■／′∴リ ン  

17 107 八rtノナ′し7・＿リン  

lと卓 1：ヱ7  り－ク ロ ロ‾アニリ ン  

19 1：～1 シメナ′レア二ニリン（乙4 又は2，（ト  

20 192 ∧’－（1・メチ′Lエチ′り－コベンゾナ  
‾′ソ ールア ミ ン  

川2  6－アミノベンゾチアノーJレ  

161 2，4－ジクロロアニー」ン  

149  テトラメチルアニリ ン  

175 ジクロロメチルアニリン  
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2，6－ジニトロトルエン  

3－フユニルアミノブロバンニトリル  

ノ ナルニトロアニリ ン  

ニトリ′L系7ユニル‾アミン  

2，6－ジニトロアニリン  

ニトリル系7ユニルアミン  

ニトリル系フユニ／レアミン  

ジクロロペンゾフユ ノン  

ニトリ′レ系フユニ′レアミン  

2，4－シニトロー6－プロモアニリン  

ニトリル系フユニルアミン  

ニトリ′レ系フユニルアミン  

4－クロロー2－アミノベンゾチアゾール MS  

アニI）ン  MS．GC  

N－メチル7ニリン  MS，GC  

3－フユニルアミ／プロパンニトリル   MS，  

ニトリ′L系フユニ／レアミン  MS，  

ニトリ′レ系フユニルアミン  MS，  

ニトリル系フユニルアミン  MS  

4－クロロー2－アミノベンゾチアゾール MS   ＊大阪市立墳科学研究所が開発した“GC－MSによる環境分析での大  
容量マススペクトルデータ ベースの検察法”による．  



－107－  

フラクションー4 このフラクションにはアルコール類，  

脂肪酸類及びキノン化合物等が主に含まれている8）9）・  

ガスタロマトゲラムを図2，A及び図3，Dに示す．下  

水放流水のピーク16と17は，それぞれパルミチン酸と  

DBPである．ピーク17のDBPはFr－3のDBPがシ  

リカゲルクロマトグラフィーの際に若干混入したと考え  

られる．その他のピークはマスデータ検索結果から  

表2－1，2－2に示すように考えられる・   

下水放流水のピーク16と標品パルミテン酸のマスス  

ペクトルを図6に示す．   

フラクション・B舶e このフラクションには塩基性有  

機化合物が含まれている．ガスクロマトグラムを図2，  

B及び図3，Eに示す．エ場排水にはアニリン及びその  

誘導休が，また，下水放流水にはキノリン及びその誘導  

体がそれぞれ検出された．ガスクロマトゲラムの保持時  

間及びマスデータから工場排水のピーク誠と同試料の  

Fr－4のピーク44とは同一物質であると考えられる・工  

場排水のピーク51及び下水放流水のピーク21並びに標  

品N一メチルアニリン及び2－メチルキノリンについてマ  

ススペクトルを図7に示す．  

表 2・2 下水放流水中に検出された有機化合物  

分
 
子
 
量
 
 

ピ
ー
ク
N
O
 
 
 

シ
ョ
ン
 
q
 
フ
ラ
ク
 
N
 
 

化 合 物 名  同定法  

3  2  236 1．5－ビス（1，トジメチ  ）
〕
 
 

レ
0
 
 

チ
 
 

MS，  

MS，  

MS，  

MS．  

ト1S，GC  

MS，GC  

MS，GC  

MS，GC  

エ
持
 
 

－3，3－ジメチルビシクロ  
ヘキサンー2－オン  

3  194 2，2，4，5，7．7｝＼キサメチルー3，5－  
オクタジェン  

5  136  2－メチルー1－メチレンー3－（トメ  
チルエチニル）シクロペンタン  

6  2如 メチル（4リテルフユニル1スル  
フォニルアセテート  

7   304 ダイアジノン  

8  278 ジブチルフタレート（DBP）  

9  326 1－ドデカノール  

10  39（） ジ（2・エチルへキシ′レ）フクレート  
（DEHP）  

l1  466 1－ドトリ7コンタノール  MS，GC  

12   3と与6 コレステロール  MS，GC  

4 14  146 1．1一ジェトキシフdロバンー2一オール  MS  

15  132 メチル 2－メトキシー4－メチ／し－2－  MS  
ペンテ不一ト  

パルミチン敢  hlS，GC  

DBP  MS，GC  

キノリン  MS．GC  

イソキ′リン  MS，GC  

2－メチルキノリン  MS，GC  

2，6－ジメチルキノリン  MS，GC  

2，4－ジメチルキノリン  MS，GC  
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図4  工場排水のピーク5，11及び棲品のマススペクトル  

A・上 工場排水のピーク5，下 樺晶〃－クロロニトロベンゼン  
B・上 工場排水のピーク1ユ，下 頗晶r－HCH   
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図 5 工場排水のピーク25，下水放流水のピーク7及び標品のマススペクトル  

A・上 工場排水のピーク25，下 標品2．6－ジニトロトルエン  
B。下 下水放流水のど一ク7，下 標品ダイアジノン  

（
訳
）
 
廻
 
漕
 
‡
 
空
 
 

100  200  

m／e  

図 6  下水放流水のピーク16及び標晶のマススペクトル  

上・下水放流水のど－ク16．下・標晶パルミテン醒   



ー109一  

国 7  工場排水のピーク51，下水放流水のピーク21及び原品のマススペクトル  

A・上 工場排水のピーク51，下 標品ルメチルアニリン  
B・上 下水放流水のど－21，下 轢品2・メチルキノリン  

分の分別並びにシリカゲル分画が完全でなかったためと  

考えられる．   

4）未同定ピークが数多くあった．その原因は，i）  

検索結果に基づく標晶が入手できなかった．ii）バック  

グラウンドが大きくて正確なマスデータが測定できなか  

った．iii）検索マスデータ ベース中にデータがなくて  

検索不可となった，などの理由である．  

文  献  

1）A．Pullman et al．：NbLure，199，467－471，1963．  

2）V．A．Sanjivamurthy：Watcr Research，12，  
3ト33，1978．  

3）菊池 徹他：薬学雑誌，95，1517－1519，1975・  
4）松島 肇他：分析化学，以，505－511，1975・  
5）山岡到保他：日本化学会誌，9乳1554－1559，1977・  

6）古賀 実他：水質汚濁研究，1，23－32，1978．  
7）篠原亮太他：衛生化学，以，304－313，1978．  

8）篠原亮太他：分析化学，26，856－861，1977．  
9）森田邦正他：衛生化学，釘，169－174，198L  

lO）深町和美他：福岡県衛生公害センター年報，8，96－   
102，1981．   

結  語  

環境水の有機物汚濁源の一つである工場排水及び下水  

放流水中の有機化合物をアンバーライトⅩAD－2樹脂に  

抽出し，シリカゲルクロマトグラフィーで分画した後，  

GC，GC・MSを測定した．実測マスデータは環境汚染有  

機化合物を多数ファイルしているEPA／NIHマスデータ  

ベースから検索し，試料中の有機化合物を同定した．そ  

の結果，以下のような結論を得た，  

1）ⅩAD－2樹脂を用いる水中微量有機物の捕集法は  

迅速に効率よく行われる方法である．   

2）工場排水には工場の原料物質として使用されてい  

ると考えられるアニリン及びその誘導体が多数検出され  

た・一方，下水放流水並びに前報10）の河川水及び海水な  

ど環境水からはキノリン及びその誘導体が数多く検出さ  

れた．   

3）工場排水のFr・Base以外のフラクションにもア  

ニリン化合物が検出された．これはアニリン化合物が試  

料中に多量含まれていたため，酸性，塩基性及び中性成  
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市 街 地 河 川 の 汚 濁 負 荷 調 査  

桜木建治＊・大石興弘＊・宇都宮 彬＊・中村又善＊   

福岡県の公共用水城における事業場系排水による水質  

汚濁の状況は，排水規制の強化等により相当な改善効果  

が見られる．しかし都市圏の河川，内湾等の水域では環  

境基準未達成の割合が高く，望ましい水質環境を保全し  

ているとは言いがたい．この背景には下水道の未整備，  

し尿浄化槽及びその維持管理の不備等による生活系の汚  

濁負荷が水域の浄化能力以上に流入しているためと考え  

られる1）．これらの水域の水質改善を図るには，発生源  

別の排出負荷量を的確に把握するとともに，汚濁発生の  

メカニズムを調査して，汚濁防止対策を計画的に実施し  

ていくことが必要である．筆者らは一市街地河川におい  

て，流域住民の生活活動パターンが異なる平日と休日と  

に流出負荷量調査を行い，その結果を比較検討すること  

により発生源別の汚濁実態の解析を試みた．また，河川  

流域の背景調査により発生源別のBOD排出負荷量を推  

定した．  

訴査水域及び調査方法  

調査水城   

福岡県の中央に位置する甘木市の市街地中央部を対象  

とした（図1）．甘木市は人口43000人の田園都市で  

あり，市街地全域には12000人が居住している．市街  

地中央部は面積0．90km2，人口6000人，人口密度6700  

人／km2である．また，水質汚濁防止法に定める特定事  

業場として食品加工業4，クリーニング業9，旅館業15，  

染色業3，酒造業2，その他3の総数36事業場が立地し  

ている．そのうち日間排水量50m3以上の事業場は染色  

業2及びクリーニング業1である．下水道が未整備の地  

域であるので浄化槽の設置状況を調べると，一般家庭用  

及び事務所用浄化槽の延べ算定人槽数はそれぞれ2600  

及び6150であった．   

調査方法   

図1に示す市街地南端の本町地点で昭和54年10月23  

日（火）から24日（水）まで（以後平日と記載）及  

び昭和54年10月28日（目）から29日（月）まで（以  

後休日と記載）の2回，午前10時から2時間間隔で飢  

時間の通日調査を行った．なお，平日の諏査では上記の  

日間排水量50m3以上の3事業場排水を午前と午後2回  

採取し事業場系排出負荷量の資料とした．   

分析方法   

BOD，COD，SSについてはJIS KOlO2，全りんは  

海洋観測指針に，メチレンブルー活性物質（MBAS）は  

上水試験法により分析した．また，全窒素については三  

菱化成工業製全窒素分析装置1刊－01型を用いて分析し  

た．   

推定BOD排出負荷量の算出に用いた原単位は，生活  

雑排水については日本下水道協会の資料2），浄化槽につ  

いては建設省の資料3）に従い，特定事業場排水は前記資  

料2）及び実測によった．  

図1 調 査 水 域  

点線区画：調査流域，環状部：採水地点  

結果及び考蕪  

1 流量の通日変化   

図2，3に流量の通日変化を示す・平日は14時に最  

大流量440mソhの大きなピークが見られ，6時に最小  

流量190m3／h を示した．平均流量は320m3／h であっ  

た・休日は平均流量190m3／hで流量変化は小さく14時，   

KenjiSAKURAGI．OkihiroOOISHI，Akira UTSUNOMIYA，  
MatayoshiNAKAMURA：Pollutant loadsin an u7・ban  
Stream．  

＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 水質諌  
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測 定 時 刻（時）  

図 3  流量，全窒素，全りん，メテレンブルー  

活性物質の通日変化  

▽：平目の流量，C・平日の全窒素，口：平日の今り  
ん，△：平日のノテレンブルー活性物質．▼：休日  

の流量，●：休日の全室素，■：休日の全りん．  
▲：休日のメチレンブルー活性物質  

（12－16時）では約1であり，休日の昼間は約0．6であ  

った．日本下水道協会2）による生活系排水の上記の値は  

0．5で，今回調査における休日の同値とはほぼ一致して  

おり，平日では事業場系排水がCODの値を高くしてい  

ることがうかがわれる．   

3 汚濁負荷の通日変化   

図2，3に4時間の移動平均による各汚濁成分の負荷  

量の通日変化を示す．BOD，COD，全室素及び全りん  

について，平日と休日とを比較すると休日の方がピーク  

の現われる時間帯が2－8時間早くなっていた．また，  

BOD，COD，SS，MBAS とは対照的に平E］の全窒素，  

全りんは深夜まで流出が続いた．これは汚濁成分闇の流  

達時間が異なることが一因と考えられる．洗剤に由来す  

る MBASについては，平日は休日に比較して低い値で  

推移したが，14－18時の時間帯では逆に休日よりも大き  

な負荷量を示した．これには事業場からの負荷の影響が  

考えられる．また，MBASと全りんの時系列間の相関   

測 定 時 刻（時）  

国 2  流量，BOD，COD，SSの通日変化  

▽：平日の流量，○：平日のBOD．口：平日の  
COD，△：平日のSS，▼：休日の流量，●：休  
HのBOD ■：休日のCOD，▲：休HのSS  

20時に小さなピークが見られた．平日と休日問の流量  

差は事業場系排水の寄与が大きい昼の時間帯に大きく現  

われた．流域に立地する特定事業場の届出書に記載され  

た排水の合計量は2350m3／日であった．これは平日の  

流量と休日の流量の実測値の差3000m3／目の78％であ  

った．  

2 汚濁濃度の通日変化   

図2，3に4時間の移動平均による各汚濁成分濃度の  

通日変化を示す．BOD及びCODについて，平日では  

10時と20時に，休日では14時にピークが見られた．平  

日の全窒素，全りんの挙動は他の汚濁成分と異なり4時  

にピークが見られ，10時に最低となった．MBAS は平  

目では10時，22時に，休日では10時，20時にピーク  

が見られた．また，流量が少ない休日は濃度が高く，変  

動も大きかった．MBAS を除いた各汚濁成分の休日に  

おける濃度は平日に比較して低い値で推移したが，BOD，  

全窒素のピークの時間帯では平日以上の高い濃度を示し  

た．また，BODに対する COD濃度比は平日の昼間  
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表1 平日及び休日の流出負荷旦  

測定項目  単 位  平 日  休 日  

BOD  （Kg／日）  

COD  （Kg／日）  

SS  （Kg／日）  

T・N  （Kg／日）  

T＿P  （Kg／日）  

MBAS  （Kg／日）  

流 土  （㌦／日）  

2
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9
 
 

6
 
 
0
 
 
2
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9
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0
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0
 
 
0
0
 
 
7
 
 
3
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9
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0
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7
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2
 
 
0
 
 
9
 
 

4
 
5
 
 
6
 
 
4
 
 
5
 
 
1
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表 2 平日及び休日の推定BOD排出負荷量  

居住人口 人槻 事糊（，  
排出負荷主  流出負荷量  

（Kg／日） （Kg／日）  

生活雑排水  6000  
O
 
l
 
 
0
0
 
 
0
 
 

0
 
 
2
 
 
7
 
 
7
 
 

4
 
 
2
 
 
1
 
 
亡
U
 
 

一般家庭  2600  

事務所  6150  
浄化槽  

特定事業場  

合 計   

生活雑排水  6000  

186  54  

一般家庭  2600  

事務所  

105  40  

■流速率＝（流出負荷土／排出負荷主）×100  

係数は，平日及び休日それぞれ0．36，0．74であった・  

休日の方が両者間により高い相関が認められたことは，  

休日には事業場系排水が減少するため，りん負荷真に占  

める洗剤由来のりんの割合が相対的に増加したと考えら  

れる．   

4 流出負荷暮及び推定BOD排出負荷暮   

表1に各汚濁成分の流出負荷量を示す．休日は平日に  

比較してBOD．COD，SS，全窒素，全りんは44－67％  

減少したが逆にMBASは10％増加した．また平日に行  

った3事業場の排出負荷量調査の結果はBOD50kg／日，  

COD67kg／日，全窒素16．5kg／日，全りん3．1kg／日，  

MBASO．56kg／日であり，休日のBOD，COD，全窒素，  

全りんの流出負荷量の減少の大部分は事業場系排水の減  

少に起因していると考えられる．   

表2に推定BOD排出負荷量を示す．その値は平日で  

350kg／乱 休日で260kg／日を示した．また平日及び休  

日の流達率はそれぞれ別及び40％であった．中小河川  

のBOD流達率は流量のペき数に比例するといわれてい  

る4）ことから，流量の多い平日の流達率が大きくなった  

ものと思われる．   

平日の推定BOD排出負荷真に占める生活雑排水，浄  

化槽及び特定事業場からの寄与率はそれぞれ69．乙11．5  

及び19．3％であった．生活系排水による汚濁負荷を生  

活雑排水と家庭用浄化槽からの負荷の和とすると，生活  

系排水による汚濁寄与率は75．6％であった． このこと  

は都市河川の水質保全を図るうえでの生活系排水対策の  

重要性を示唆している．  

ま  と  め  

市街地河川において，平日及び休日に流出負荷量調査  

を行い，その結果を比較検討することにより発生源別の  

汚濁実態の解析を試みた．また河川流域の背景調査によ  

り発生源別の推定BOD排出負荷量を算出した．  

1）流域に立地する特定事業場の排水量の積算値と平  

日と休日の流量の実測値の差を比較すると，積算値は実  

測値の差の78％であった．   

2）BODに対する COD濃度比は平E］及び休日の昼  

間，それぞれ1．0及び0．6であった．   
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3）洗剤に由来するMBASの負荷量は，休日の方が  の推定BOD排出負荷量に占める割合は75．6％であっ  

平日よりも大きかった．またMBAS と全りんの時系列  

間の相関係数は，平日及び休日それぞれ0．36及び0．74  

であった．   

4）休日の流出負荷量はMBASを除き，平日に比較  

して44－67％減少した．この流出負荷真の減少量は大部  

分事業場系負荷の減少に起因した．   

5）平日及び休日の推定BOD排出負荷量は，それぞ  

れ350及び260kg／日であった．また生活系排水が平日  

た．  

文  献  

1）福岡県：環境白書，628p，1980・  

2）日本下水道協会：流域別下水道整備総合計画調査，   

指針と解説（建設省轟），153p，1977・  

3）建設省関東地方建設局霞ケ浦工事事務所：霞ケ浦水   

質現況調査報告書，弟3分冊水質汚濁発生負荷量原  

単位，256p，1973．  
4）溝呂木昇：公害と対策，15（5），86－93，1979・   



編  集  後  記  

当所年報の編集にあたっては，毎号編集後記で述べるように，異なった分野の科学からの寄稿を集  

め全体として統一を図ることに，いくつかの難問が常に伴う．更に，当所年報は行政面における利用  

もその主要な機能であるから，この点も考慮すると，場合によっては統一しない方が便利な事項もあ  

る．   

最近，化学関係学会誌では，化学物質の濃度に閲し，pPmあるいはppbによる表示を廃止，より  

正確なmg／lあるいは／Lg／mlによって表示することが一般化しつつあるという，本号の編集にあ  

たっても，当然このことが論議されたが，現状では，特に行政面ではまだ前者による表示の方が通用  

しやすいこと，また現時点では，環境汚染物質濃度の法的規制が前者によって標記されている分野が  

少なくないことから，この点に関しては当分統一しないことにした，特に業務報告における化学物質  

の濃度表示は各分野ごとの従来の慣習に従った．  

（記 山本英穂）  

編 集 委 鼻   

当年度，水質課長森本昌宏は休職のため編集委員を辞任，管理課研究員探町和美が就任した，  
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